















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　気付けば九月ももう終わり。九く条じようさんと付き合うようになってから、もう一ヶ月が過ぎていた。

　一ヶ月か……。あっという間というか、なんというか。俺はこの一ヶ月で、九条さんに何をしてあげられたのだろう。何もできていないような……。進歩がないように感じてしまうな。

　会う度、九条さんの笑顔を見るだけで嬉うれしくて、それだけで満足しちゃって。俺ばっかりいい思いをしている気になってしまう。

　目の前では、隣の席に座る九条さんが、昨日あったことを楽しそうに話している。家でなにしてたとか、如月きさらぎさんとこんなLaINしたとか。そんな何気ない話。それなのに満面の笑みを咲かせている。

　そんな九条さんを見ているだけで、幸せな気持ちになってしまうな。可愛かわいいな。そんなことばかり考えてしまうのだ。

　と飽きもせずに見み惚ほれていると、俺と九条さんの元に、美み来くと春はる輝きがやってきた。二人は、俺の前の席に座ると、挨拶代わりに歯を見せる。

「九条さん、いつもこっちまで来てだるくない？　たまには冬とう馬まから来いって言ってやんなよ」

「ふふ、大丈夫だよ。それに浅あさ宮みやさんと七なな瀬せくんともお話ししたいから」

「あぁっ……！　本当いい子！　いやマジで冬馬にはもったいない！」

　そう言って美来は大おお袈げ裟さに頭を抱える。まあ、確かにとは思う反面、人に言われると何だか悲しくなるな。

　それでも、楽しそうに笑顔を見せる九条さんや美来、春輝を見ているだけで、幸せな気持ちになれる。ずっとこの関係性が続けばいいな。




　教室の窓から、風が吹いてくる。秋特有の少しだけ肌寒い風に、九条さんの黒い髪が揺れる。それが目にかかりそうになる度、そっと指で整える仕草。

　その一つ一つの動作に、勝手に心臓がドキドキしてしまう。すると、教室入り口方面から九条さんを呼ぶ声が飛んできた。顔を向ければ、如月さんが腕を組んで目を細めていた。

「桃もも華か！　もう鐘鳴るよ」

「あっ！　もうすぐホームルームだね！　またね」

「うん、また」

　そう言って手を挙げれば、九条さんはあどけない笑顔を一つ見せて教室を出ていった。その際、さっきまで満タンだったメーターがほんの少しだけ下がったのは、俺から離れたせいだろうか。そうだったら嬉しいな。

　ふと思い出してしまう。ゴールデンウィーク明けの日のこと。ピンク色の蚊に刺されてから、自分に対する好感度が見えるようになって、九条さんだけが１００という数字を示していたあの日のことを。そして、付き合えるようになって、九条さんにだけ、メーターまで見えるようになったんだ。

　あの時の俺は、こんな気持ちを知ることができるなんて思いもしなかっただろうな。

　見えるからこそのこの気持ち。期待や不安に振り回されるけど、大事にしていきたいな。




　こうしてまた、始まる一日。授業では、「ここはテストにでるぞ」といった脅し文句が増え始めていた。

　そうか、もう中間テストが近づいてきているんだな。テストの日まで、まだ二週間くらいはある。とはいえ、九条さんは早めのテスト準備に入るだろう。

　一学期末のテストのことを思い出す。今度は邪魔にならないようにしないとな。もう、あの時のような悲しそうな顔はさせたくない。

　そしてやってきた放課後。九条さんがいつからテスト準備に入るつもりか聞きに行くため、俺は一年六組まで足を運んでいた。

「九条さん！」

「あ、桐きり崎さきくん！」

　俺を捉えた瞬間、上がるメーター。九条さんは楽しそうに微笑ほほえむと、駆け足で俺の目の前まで来てくれた。

「一緒に帰ろっ」

　そう言って、眉を八の字にして、体を少し傾ける九条さん。その可愛らしい挙動に、心臓が高鳴り、目的を忘れかけてしまう。

「う、うん！　帰ろっか！　荷物取ってくるね！」

　そう言葉を詰まらせながら、自分の教室へ戻ろうとする。と、その時だった。

「冬馬」

　名前を呼ばれ振り向く。するとそこには、ルーズリーフの束を大事そうに抱える神かみ代しろさんの姿があった。

「か、神代さん!?」

　思わず目を逸そらしてしまった。会うのは、あの日以来。あれから、ふとした時に俺はどうすれば良かったんだろうと、答えの出ない疑問をずっと抱いていた。そして今も、それは分からない。

　でも今は、ちゃんと目を合わせなきゃだよな。

　ゆっくりと視線を神代さんへと向ける。少しだけ上がった口角。優しげな目。そして……頭上の好感度は80を示していた。

　美来や春輝と同じ数値。もっと下がっているかと思っていたのに……。

　予想以上の数値に、安心というか、喜びのような気持ちが心を包んだ。あの日以来、ずっと悩んでいた。もう仲良くできないのかなって。ずっと苦しさのような、胸の奥を締め付けるものがあった。それが今、ぽろりと取れた気がした。

「冬馬、新作書いてみたの。その……良かったら見てみて」

「う、うん！　見たい！」

　手渡されたルーズリーフ。それを握りしめながら頷うなずくと、神代さんは、また口角を上げた。そして、視線を俺の横へ向ける。

「桃華にも見てほしい」

　その言葉に、横にいる九条さんは、大きく頷いてくれた。すると、嬉しそうに視線を落としながら頷く神代さん。そんな様子に、柔らかな気持ちが溢あふれてくる。すると、神代さんは急に眉をつり上げ、ポケットからスマートフォンを取り出した。

「そうだった。冬馬と桃華に見てほしいものがあるんだった」

　そう言ってスマートフォンを操作しだした神代さんは、手を止めると画面を俺と九条さんへ向ける。

　相変わらず感情が読み取りにくいというか、マイペースというか……。そんな神代さんに驚きながら画面を見ると、そこにはネットニュースの記事が表示されていた。

【好感度が見える!?　コミュニケーション能力の向上につながるのか？】

　といった見出しである。その文字を見た瞬間、心臓が一回跳ね上がってしまった。

　これって……もしや……。

　思わず口角が引きつる。しかし、そんな俺の様子など露知らず、神代さんは記事について話し出す。その興奮に満ちた目の輝きは、誰にも止められそうにない。

「この記事見たとき、すごい衝撃的だった。これはもうファンタジー。もし自分が見えるようになったら、どうなってしまうのか。色々面白そうなネタが浮かんで、新鮮なうちに誰かの意見を聞きたいと思ったの！」

「そ、そうなんだ！」

「そうなの！　冬馬は好感度が見えるようになったら、どうなると思う？」

「い、いや……どうだろ？　多分神経質になるんじゃないかな……？　なんて」

　飽くまで知らないふりをする。今更、自分がその見えちゃう人だなんて言えない。それにもし、神代さんに話したら、数時間……いや、数日間は観察の対象にされそうだ……。

　と、手に汗を感じながら目を泳がせていると、神代さんは再びスマートフォンを操作する。そしてまた、画面をこちらに向けてきた。

「それにここ見て」

　神代さんに言われるまま、もう一度画面に目を移す。なんとそこには、あのメーターの仕組みについても書いてあった。

「両思いになった相手のテンションの可視化……？」

　なんと記事によると、このメーターは両思いになった相手のテンション、つまりは心の高ぶり具合を示すものらしい。そして、その両思いについての定義は次のように書かれていた。

【自分が相手のことを好きでいて、さらに相手も自分を好いている自覚がある状態】

　なるほど……。俺はドキドキしてる度合い的なものと思ってたけど、少し違うんだな。まあ殆ほとんど変わらないと思うけど。そして更に記事を見てみると、この研究の目的について簡単に記載されていた。

　なんでもこの研究は民間の企業が行っているらしく、人が人に対して、どうコミュニケーションを取れば友好な関係が築いていけるかを調べているらしい。

　まあでも、何だっていい。九条さんと両思いっていうのが分かるだけで、本当に嬉しいんだ。

　そんなことを思いながら、九条さんのメーターに目を移す。すると、なぜか天井を少し突き抜けていた。顔を見れば、耳を真っ赤にして、体を少し揺らしている。

「こ、怖いよね。も、もし桐崎くんが見える人だったら、恥ずかしいな」

　そう言って視線だけを俺に向ける九条さん。

　み、見えちゃってるんだよなぁ……。そ、そっか。恥ずかしいんだ。

　そんな九条さんが可愛くて、ずっと見つめてしまう。八の字にした眉、真まっ直すぐに結ばれた唇。メーターはどんどん上がっていき、さらに突き抜けていく。すると、九条さんはサッと目を逸らした。

　見つめすぎたかもしれない……。困らせてしまったかも……。

　と、反省しながら神代さんへと視線を移すと、神代さんは目を少し細めていた。呆あきれているのかもしれない。

「もういい？」

「あ、うん！　ごめん！」

　やはり呆れていた。慌てながら謝ると、神代さんは首を小さく横に振る。

「大丈夫。二人を見るの楽しいから。今日はありがと。よかったら感想聞かせてね」

「うん！　もちろん！」

　そう言って脇を締めると、神代さんは歯を見せて笑ってくれた。

「ありがと。ふふ、本当に冬馬に会えて良かった。初めて小説を見てくれた人が冬馬で良かった。あの時、面白いって言ってくれて、凄すごく自信がついたの。だから、私もっと頑張る。いつか公募とかに挑戦してみたい」

　感情のこもった口調でそう言い切った神代さんは、最後に視線を下に落とす。

　その言葉に、心が軽くなった。俺は心のどこかで不安に思っていたんだ。俺と出会ったことが、神代さんにとってマイナスになっていないか。でも今、直接良かったって言ってくれて、そして好感度も高い。この言葉に噓うそはないんだなって、そう思えた。

「俺、応援するよ！　神代さんならいけるよ！」

　思わず前のめりになってしまった。すると神代さんは、小さく頷いて手を小さく振った。

「それじゃ、またね」

「うん！」

　九条さんと一緒に手を振ると、神代さんは俺たちに背を向けた。その後ろ姿を見つめていると、肩を軽く叩たたかれる。顔を向ければ、九条さんが温かい笑みを向けてくれていた。

「良かった。桐崎くん、今すごくいい顔してる！」

　その言葉に、思わず笑みが零こぼれる。きっと俺が感じていた不安が、知らぬ間に表情とかに出ていたんだろうな。それでも九条さんは、それを気にしないようにしてくれていたのかな。優しいな。

「っとそうだ！　荷物取ってこないと！　ちょっと待ってて！」

　そう言って急いで自分のクラスへ戻る。そして、スクール鞄かばんを机に置いて、ルーズリーフを見つめる。

　今回も面白そうだ。そんなワクワクとした気持ちを抑え、ルーズリーフを鞄にしまった俺は、再び九条さんの元へ走っていった。




　帰り道。まだまだ距離感がつかめていないのか、俺と九条さんの間にはちょっとした隙間がある。それでも、目が合う度、こころの距離というか、ちゃんと俺の横にいてくれてるんだなって、そう思える。すると九条さんは、急にメーターを上昇させて、チラチラと俺を見始めた。

「あ、あの……手、繫つないでいい……？」

「う、うん！」

　そっと優しく手を握る。すると、途端に汗が噴き出てくる感覚に陥る。気持ち悪くないかな。そんな不安が襲ってくるけど、九条さんは口角を上げてくれていた。

　そんな九条さんを見て思う。どうして、俺なんだろう。受験の時、俺が九条さんを助けたから。如月さんは、それがきっかけって言っていた。けど、その後も九条さんを助けたり、優しくしたりする人もいたんじゃないのかな。

「あのさ……九条さん」

　そう言って視線だけを向ければ、顔に疑問を浮かべる九条さん。本当に可愛かわいいな。そう思う度、自分との釣り合わなさというか、劣等感にも似た感情が襲ってくる。

「いや、何でもない！」

　やっぱり聞けない。話を誤ご魔ま化かすように、笑顔を向ける。すると、九条さんも笑顔を返してくれた。それでも、メーターだけは少し下がってしまった。

　そのせいなのか、静かになってしまった九条さん。流れる沈黙が少しだけ気まずい。

　やってしまった……。まずはメーターが戻るように楽しい話をしなくちゃ。

「あ、あのさ、九条さんはテスト勉強、もう始めてる？」

「まだだよ。それでもね、毎日の復習の量とかは増やしたの。あれ……もう始めてるのかな？」

　そう言って九条さんは、照れたような笑みを見せる。

「そっか。もう始まってるんだね。あっ、今度は邪魔しないから！」

　そう、邪魔しない。九条さんがお母さんと約束したこと。九条さんの家には、九条さんの家のルールがあって、俺がそれを阻害していいはずがない。約束は果たさないといけないんだ。

「じゃ、邪魔なんかじゃないよ！」

　勢いよく顔を俺に向ける九条さんが、悲しそうな目で俺を捉える。

「そ、そのね……むしろ桐崎くんと一緒に勉強していた時の方が、集中できた気がするの……」

「え……？」

　どういうこと？　そう聞こうとすると、九条さんは視線を下に落としながら、口角を上げる。そして、言葉を続けた。

「あの頃は……一学期はね、家に帰ると桐崎くんのことばかり考えちゃって、全然集中できなかったの。今、何してるかなとか、LaINしたいなって……ずっとそんなことばかり考えちゃって……。でも、もう大丈夫！」

　そう言って八の字にした眉を俺に向けた九条さんは、メーターを突き抜けさせる。

　俺も……同じこと考えてたな。何にも用はないのに、LaINしたくなる。でも、送ったら気持ち悪がられるかなって、勝手に不安になったりしてさ。それで色々手がつかなくなるんだよね。

「そっか……！　それなら良かった。そ、それじゃあさ、また一緒に勉強とかもしたいね」

　言葉を詰まらせながら、遠回しに誘ってしまう。情けないなと思いつつ、チラリと目線だけを向ければ、九条さんは小さく頷うなずいてくれた。

「桐崎くん……あ、明日、空いてたりする？」

「明日？」

　明日は土曜日だ。だけど、特別予定は入っていない。春輝や美来からの誘いもなかったし。

「うん。あ、明日会えないかなって……。あっ、一緒に勉強できないかなって！」

　忙せわしなく動く九条さんの目。あっち見たり、こっち見たりと落ち着かない様子だ。そして、メーターを異常なまでに突き抜けさせている。これは、どういう意味だろう。

「うん！　しよっか！　場所はどこでする？　図書館とか？」

　とりあえずメーターは無視。九条さんと休日に会える！　そんな喜びで前のめりになっていると、九条さんは更にメーターを突き抜けさせて、顔を真っ赤に染めた。

「き、桐崎くんのお家うち……行っちゃ駄目ですか？」

「え？　俺の家？　大丈夫だけど」

　やたら不安そうな表情。人の家に行くことに慣れていないのだろうか？　そうかもしれない。九条さんはあまり遊びに行かない人って言ってた気がするし。

　と、ちょっと不思議な思いを胸に答えると、九条さんは嬉うれしそうに笑ってくれた。




　そしてやってきてしまった土曜日。目覚まし無しでも、朝の七時に目が覚めてしまった俺は、部屋の真ん中で正座をしていた。

　昨日のうちに掃除はした。そのはずなのに、まだ不安がある。

　ゴミ箱は空にしたし、換気もした。漫画も雑誌も片付けた。大丈夫……のはずだ。九条さんが不快になるかもしれない要素はすべて排除したはずだ……。うっ……こんなに不安になるとは……。今から美来にアドバイスを貰もらおうか？　いや、流石さすがにその相談はおかしいか……。

　そもそも小学生時代から使っている勉強机、これがダサいのではと思い始めた。それにこたつテーブルもかなり古いし……。九条さん、俺の部屋見たらドン引きしちゃうのでは……？

　急にネガティブ全開になり頭を抱える。だが、もう足あ搔がきようがない。最後は額を床につけて諦めることにした。

　すると、ドタドタと階段を駆け上がる足音が近づいてきた。そして、部屋の扉が勢いよく開かれる。

「冬馬、母さんもう出かけるから」

　そう、今日は母さんはお出かけなのだ。なんでも学生時代の友人が、久々に休みを取れたそうで、一年ぶりに遊んでくるそうだ。

「う、うん！　いってらっしゃい！」

　思わず背筋が伸びる。すると母さんは、目を細めて顎に手を添えた。

「何、その早はよ行けみたいな」

「い、いや！　別に、そんなことはない！」

「ふーん……。ま、行ってくるから」

　そう言って怪しむような視線をねっとり残した母さんは、部屋を出ていった。

　危なかった……。母さん、変なところ勘が鋭いからな。

　それから冷蔵庫の中の飲み物とか、用意したお菓子とかの再確認をしながら、九条さんとの約束の時間まで待った。

　しかし、これから九条さんが来るんだよな……。九条さんと二人きり……なのか……。密室で二人……。って、俺は何考えてんだ！　そ、そうだ。今日は勉強をするために九条さんはやってくるのだ。所謂いわゆるお家デートみたいなやつじゃないのだ。変な期待は禁物だ。




　そして約束の時間。九条さんとのいつもの分かれ道まで迎えに行くと、九条さんは既に来ていた。紺色の長めのフレアスカートに、白色のゆったりとしたブラウスという、大人っぽい服装だ。

「ご、ごめん！　待った？」

「ううん！」

　そう言って満面の笑みを浮かべる九条さん。その可愛すぎる笑顔。そして、私服という効果も相まって、破壊力は抜群だ。

「可愛いな……」

「え!?」

「えっ!?」

　思いが漏れてしまっていた。顔が熱くなる。九条さんは耳まで真っ赤にして、メーターをこれでもかと突き抜けさせている。

　それから、恥ずかしさのせいなのか、何も話すことができないまま、俺の家まで来てしまった。その頃にはメーターも少し落ち着いていて、ほんの少し突き抜けるほどになっていた。

「桐崎くんの家……！」

　興奮気味の九条さんが、俺の家を上から下まで眺めている。そして見終わると、やけに緊張感のある表情を俺に向けてきた。

「あ、挨拶……緊張する……」

　そう言って重たそうなため息をつく九条さん。

「あ、あの……今日、誰もいないんだけど……」

　九条さんの覚悟のようなものを無駄にしてしまった。申し訳なさを出しつつ言うと、九条さんのメーターは急に跳ね上がる。

「そ、そうなんだ……！」

　そう言って、何度も激しく頷く九条さん。

　はっ……！　そ、そっか……。緊張するよな……。二人だもんな。安心させてあげたい。

「だ、大丈夫だから！　何もしないから！」

　そう言うと、眉を八の字にして口角を上げる九条さん。しかし、メーターは少し下がってしまった。

　やらかした……。こんな発言したら、俺がそういうこと考えてるって思われるよな……。何も言わずに、何もしない。それが正解だったんだ。気を付けよう。本当に何もしないようにガチガチに気を張らなきゃ。

　そして俺の部屋へと九条さんを案内する。部屋の入り口では、強こわ張ばった表情の九条さんが立ち尽くしていた。

「て、適当なとこ、座ってて」

　俺も緊張してくる。なんせ初めて女子を部屋に招いたのだから。美来を除いて。

　そして、部屋に九条さんを残した俺は、キッチンに飲み物を取りに来ていた。

　今、俺の部屋に九条さんがいるのか……。落ち着けるはずがないだろ。

　そんなことを考えながらお茶を注ついでいたら、コップからお茶が溢あふれていた。

「おっとっと」

　急いで顔を近づけ、いっぱいになったお茶を少し飲む。そしてもう一つのコップにお茶を注いだ俺は急いで部屋へ戻る。扉を開ければ、九条さんがこたつテーブルの前で正座をしていた。

「お茶でよかったかな？」

「う、うん！」

　強張った表情。あぁ……九条さん、まだ緊張しているな……。早く警戒を解かないと……。

　コップを一つ九条さんへ手渡す。そして、できるかぎり距離の離れた位置に座ってみた。

「そ、それじゃあ勉強しよっか」

「う、うん！」

　こうして、ぎこちなく始まった勉強会。九条さんは筆箱から、俺が受験の時に渡したシャープペンを取り出す。俺も九条さんから貰ったシャープペンを取り出して、各々の勉強を始めた。

　でも俺は、目の前にいる九条さんに気を取られて、勉強どころではなかった。九条さんは、この状況で集中できてるのかな。そんなことを考えながら、チラリと盗み見る。

　すごい集中力だ……。

　真剣だけど、柔らかな表情。メーターは、半分より上くらいのオレンジ色で落ち着いている。

　そっか。俺みたいに高ぶることなく、勉強に集中しているんだ。これはマジで邪魔しちゃいけないな。

　それから、俺も集中したり、集中するフリをしたりして、九条さんとの静かな時間を楽しんだ。そして二時間ほどの時間が経たつと、九条さんの手が止まった。ふと顔を上げれば、九条さんは手に持ったシャープペンをテーブルに置いて、俺を見つめ始める。そして、メーターを上げ始めた。

「休憩してもいいかな？」

「うん、しよっか！」

　そう言うと、九条さんは眉を八の字にする。そして顎を引くと、正座をしたまま俺の方へ近寄ってきた。

　俺の横に座る九条さん。九条さんが何をしようとしているのか分からない俺は、背筋を伸ばして、身構える。すると、九条さんは頭を俺の肩に乗せてきた。

「く、九条さん!?」

　肩に全神経が集中していく感覚に陥る。俺が名前を呼んでも、黙ったまま動かない九条さん。動くに動けない。どんどん鼓動が早くなる心臓。俺は天井の隅すみっこを見つめて、気を紛らわせるのに必死だった。




　……いつまで続くんだ……。この状態が数分続いている。同じ体勢でいるせいなのか、それともドキドキしすぎなせいか、段々と平衡感覚が乱れてきている気がしてきた。顔を向けても、九条さんは俺を見てくれない。ただメーターを上昇させていくだけ。

　と、その時だった。突然、部屋にスマートフォンの着信音が響いた。その音に驚いたのか。九条さんは、サッと俺から離れる。

　俺も一瞬、体を跳ね上げてしまう。こんな時になんだとスマートフォンを手に取る。画面を見れば、美来からの着信が来ていた。

「もしもし」

「あ、冬馬？　今暇？」

「いや、暇じゃない」

「え～冬馬のくせに？　何してんの？」

「九条さんと一緒にいる」

「ふ～ん……。分かったー。んじゃ」

　そう言って電話を切った美来。最後の「ふ～ん」で察してくれた美来に感謝しつつ、スマートフォンをテーブルに置く。すると、眉を八の字にした九条さんが俺の目を捉える。

「浅宮さん？」

「ん？　あぁうん、美来だよ」

　そう言うと、口角を上げる九条さん。なんだか嬉うれしそう。

「ど、どうしたの？」

　そんな様子が不思議になり質問を投げると、九条さんはもぞもぞと体を揺らす。

「あ、あのね……その……嬉しいの。私といるから、断ってくれてるって。あっ……ご、ごめんね。私、嫌な人みたいだよね!?」

　急に焦りだす九条さん。メーターは一気に落ち込んで、半分ほどまでに下がってしまった。

　そんなこと、気にしなくてもいいのに。でも、そんな九条さんだから、俺は好きなのかな。

「あはは、そんなことないよ。なんだったら、美来の誘いなんか全部断るし」

　と、冗談混じりに言うと、九条さんは眉を八の字にして微笑ほほえむ。けど、メーターはそのままだった。

　い、いかん。言い方を間違えた。

「あ、いや、もちろん美来からの誘いが早かったりしたら、断らないけど。でも、できれば九条さんを優先したいなって……」

　ふざけずに本音を言ってみる。すると九条さんは、また微笑んでくれた。そして、メーターも赤色まで復活させてくれた。そして顔を真っ赤に染めると、また俺の横にぴったりとくっついてきた。

「く、九条さん!?」

「も、もうちょっとだけ、休憩したいの……」

　なぜか今日は積極的な九条さん。服越しに伝わってくる九条さんの感触に思考がまとまらなくなってきて、正常な判断ができなくなりそうになる。そして、頭の中の悪魔が囁ささやいてくるのだ。抱きしめちゃいなよと。

　だが、屈するわけにはいかない！　何もしないと決めたし、九条さんにもそう宣言してあるのだ。九条さんは、俺のことを信頼してくれてるからこそ、ここまでしてくれるのだ。一線を越えてはいけない。

　とはいえ……この状況が続いちゃったら、ヤバそうだ……。

　頭がくらくらしてくる。と、その時だった。九条さんが俺の手を握ってきた。俺の手の甲に手のひらを置いて、指と指の間に指をするりと絡ませてくる。

「そ、そろそろ勉強しよっか！」

　さすがにこれ以上はまずい！　そう思い、九条さんの肩に手を置いて、勢いよく引き離す。

「う、うん！」

　目を見開いて、唇を真まっ直すぐに結ぶ九条さん。メーターを見れば、半分より下の緑色にまで下がってしまっていた。

　失敗しちゃった……。そりゃそうだよな……。あんな引きはがすような離し方したら、テンション下がっちゃうよな……。

　溢れる後悔。もっと優しくすべきだった。

　それからは、ただ静かに勉強をするだけだった。そして、日も沈みかけ、九条さんは帰ることに。

「お、送るよ！」

「だ、大丈夫！　まだ明るいから」

　そう言って、笑顔を見せてくれた九条さん。でも、メーターは変わらず半分より下だった。何もしない。それは達成できたのに、こんな結果になってしまった。何が正解だったのだろう。




　そしてやってきた月曜日。昼休憩の時間がくると、九条さんは俺のクラスまでやってきてくれた。メーターは赤色でいつも通り。土曜のことが気になっていたけど、気にしすぎていたようだ。

「今日は外で食べよ」

「お、いいね」

　珍しいお誘いだ。でも、たまにはそういうのも悪くない。そう思いつつ廊下に出ると、一つ気になることが。

「九条さん、今日お弁当じゃないの？」

「う、うん！　今日は購買に行こうかなって！」

「そっか！　たまにはいいよね」

　ということで九条さんと一緒に購買へ。普段あまり購買を利用しない九条さんは、パン選びに困ってる様子だった。いろんなパンを見て、目移りしている九条さんを可愛かわいいなと思いつつ眺める。しばらくそんな九条さんを堪能して、俺のオススメのパンを教える。すると九条さんは、嬉うれしそうに頷うなずいてそれを手に取ってくれた。なんだか嬉しくなっちゃうよな。

　それから中庭へ行って、空いているベンチへと向かった。九条さんが先に座るのを確認して、ほんの少しだけ離れた位置に座る。すると、九条さんが俺の方に詰め寄った。胸の高鳴りを感じながら顔を向けると、優しく微笑む九条さん。

　いつもとは違う場所で、同じパンを食べる。遠くからは、男子の騒ぐ声が聞こえてくる。それに意識を取られそうになりながらも、九条さんを見つめる。目が合えば、目を逸そらされて。でも、すぐに俺の目を捉える九条さん。

　その目をじっと見つめるだけで、ドキドキしてくる。それに呼応するように、九条さんのメーターも上昇していく。と、その時だった。

「あんさ、あんたのそういう手が早いとこ無理だわ。うん、無理。別れよ」

　急に飛んできた女子の声。ハッと顔を向ければ、少し遠くのベンチで、おしゃれな髪型の男子と、明らかに染めていそうな髪色の女子が喧けん嘩かをしていた。

　これは別れ話。こんなところでされても……と気まずい思いをしながら九条さんを見る。すると、メーターが半分ほどまでに下がっていた。

　九条さんも気まずいよな……。それに手が早い……か。やっぱり、そういうのって印象悪いよな。俺も気を付けないとな。九条さんにそう思われたら嫌だし。

　それから、俺と九条さんはできるかぎり存在感を消しながらお昼を済ませ、静かに教室へと戻った。




　放課後。俺は、今日も九条さんのクラスへ向かっていた。今日も一緒にテスト勉強できたりするのかな。そんなことを考えながら、一年六組の教室を覗のぞく。すると、教室内をうろうろと動き回る九条さんの姿が目に映った。まだクラスメイトが半分以上残っている教室内で、困った顔をして、きょろきょろと顔をあちこちに向けている。

　そして、一番不思議に思ったのが、メーターだった。色も確認できないほど、空っぽなのだ。テンションが低いというレベルを超えている。こんな状態は初めてだ。いったい何が起きたのだろうか。

　さらに教室内を見てみると、如月さんもあちこちに視線を飛ばしていた。二人とも、やや下の方を見ているあたり、何かを探しているのだろうか？　ちなみに如月さんの好感度は、変わらず60。

　少し声をかけづらい雰囲気はあるけれど、思い切って名前を呼んでみた。

「九条さん！」

　すると、ハッと振り返り、俺を捉える九条さん。その目は、どこか不安を感じさせる色をしていて、表情も暗いような気がした。

　どうしたんだろう。俺を見てもメーターが一切変動しない。いつ見ても、真っ赤だったメーター。たまに低かったりすることもあるけど、空っぽのままって……。何かがおかしい。

　しかし、すぐに笑顔になる九条さん。いや、正確には笑顔を作った九条さん。

「桐崎くん、どうしたの？」

「あ、いや……どうしたのかなって……」

　そう疑問を投げると、九条さんは苦笑いを一つ。本当にどうしたんだろう。聞き方が良くなかったのかな？

「何かあった？」

　もう一度聞いてみる。すると、九条さんは視線を横に飛ばす。その視線の先を追うと、眉をつり上げた如月さんと目が合った。すると、ため息をつきながら、俺の元へやってくる如月さん。

「悪いけど、今日は先に帰って」

　なんか怒ってそうな表情……。でも好感度は変わらず。先に帰るように言うということは、時間のかかることなのだろうか？　俺に手伝えることがあるなら、協力したい。

「な、なんか大変そうだね。手伝おうか？」

　口角を引きつらせながらそう言うと、如月さんの眉間にしわが寄る。そして、好感度を５ほど下げた。

「帰って」

　この下がりようはやばい……。これ以上ここにいたら、さらに好感度を下げられそうだ……。今日は大人しく帰ろう。

「わ、分かった」

　口角を引きつらせたままそう言うと、九条さんは悲しそうに「ごめんね」と小さな声で言った。

　自分の教室に戻れば、クラスメイトはほとんど残っていなかった。春輝と美来も帰ってしまったようだ。

　九条さんと如月さん、何してたんだろう。それにメーターが空っぽだなんて、何があったんだろう。そもそも空っぽって、どんな状態なんだろう。心の高ぶり具合……それが全く無いということなのだろうか。以前、少しだけ満たされて青色の時があった。あの時の九条さんは、なんだか申し訳なさそうだったな。あれはかなりのテンションの低さだったとは思うけど、それよりも低いだなんて。

　そんな分かりようもないことを、ぐるぐると頭の中でこねくり回す。気付けば、太陽の色は濃いオレンジ色になっていて、教室内は俺だけになっていた。机の上の開いたままの鞄かばんとノート。いつの間にか手が止まっていたようだ。

　気にしてもしょうがないかもしれない。如月さんがいるんだ。きっと大丈夫。そう言い聞かせて、今日は一人で帰ることにした。




　翌日の朝。なぜかいつもより早く目が覚めてしまった俺は、その勢いで早めに登校することにした。いつもと同じ風景の中に、いつもは見ることのない人達。そんな光景に、新鮮な気持ちを感じていると、視線がピタリと止まった。

　目の前を歩く九条さんと如月さん。楽しそうに笑顔を咲かせながら話す二人。九条さんのメーターは三分の一ほどで色は緑。如月さんの好感度は、昨日下げられた数値のままの55。

　こんなところで会えるなんてラッキー。なんだか嬉うれしくなって、二人の元に駆け寄ってしまった。

「九条さん！　如月さん！」

　自分でも分かるくらい楽しそうな声。自然と浮かぶ笑顔を振りまきながら名前を呼ぶと、二人は同時に振り返った。

　その瞬間、さっきまで上がっていた俺の口角は一瞬で下がった。

　俺を捉えた途端に一気に空になるメーター。俺の足は、ゆっくりと止まってしまった。すると、一瞬だけ眉をぴくりと動かした九条さんは、それを隠すように優しく微笑ほほえむ。

「おはよう」

「お、おはよう」

　いつものように挨拶をしてくれる九条さん。俺はいつものように挨拶ができなかった。

　今、九条さんが見せてくれる笑顔が、作られたもののように見えてしまうのだ。メーターが空っぽだから、そういう風に見えてしまうのだろうか。

　胸が痛い。俺を見た瞬間にメーターを下げられてしまうのが辛つらい。

　そんな思いが溢あふれてきて、ここにいるのが辛くなった。

「そ、それじゃあね」

　自分でもぎこちないと思う笑顔を作って、九条さんと如月さんを追い越していく。なんでこんな逃げるようなことをしているんだろう。すぐに後悔が押し寄せてきたが、もう後には戻れなかった。




　教室に着くと、クラスメイトはまだ三人ほどしか来ておらず、とても静かだった。自分の席に着くと、嫌な憶測ばかりが頭に浮かぶ。

　俺、何かしちゃったかな……。いや、したんだろうな。はあ……。

　大きなため息が漏れる。すると、廊下側から美来の声が飛んできた。

「あれ、冬馬なにしてんの？」

「え？　いや何も！」

　顔を向ければ、美来と春輝が不思議そうな表情を浮かべる。しかし、美来はすぐに興味なしと言いたげに視線を逸らした。

「あっそ。今日早く行くってLaINあったから何事かと思ったわ」

「あはは……特に何もないよ」

　そうぎこちない笑みを浮かべると、美来と春輝は俺の態度を気にすることなく、自分の席へと歩いていった。




　そして、始まった今日一日。九条さんのメーターは変わらず、俺と会った瞬間に空っぽになった。廊下ですれ違う度、笑顔を向けてくれるが、その全てが作り笑顔に見えてしまう。

　俺はそんな九条さんを見たくなくて、目を逸らしてしまった。

　やはり、俺が何かをしてしまったのだろう……。でも、理由が思い浮かばない。俺が無自覚でしてしまったことが、九条さんを傷つけてしまったのかもしれない。

　分からないって、こんなにも苦しいんだ……。




　そしてやってきた昼休憩。ポケットからスマートフォンを取り出して画面をみると、LaINのメッセージが一件きていた。

【ごめんなさい！　今日、お昼ご飯いけないです】

　九条さんからだった。別に変わったメッセージではない。九条さんだって、毎日お昼を一緒に過ごせるわけじゃないから。分かってる。分かっているけど、なぜかとてつもなく不安だった。

　すると、弁当箱を片手に美来が俺の前の席に座る。

「どした？　元気ないじゃん」

「いや！　そんなことないよ！」

　そう言って笑顔を向けてみる。すると、美来は顔に疑問を浮かべる。しかし、すぐに無表情に戻って、弁当を広げ始めた。

「九条さんは来ないの？」

「え、ああ、うん！　今日は無理だって！」

「ふーん……。ねえ、九条さんと何かあった？」

「え!?　い、いや何もないよ！」

　何もないというより、何が起きているのかが分からない。動揺しているせいか、言葉に詰まってしまう。そんな俺の様子がおかしいせいか、目を細める美来。すると、タイミングよく春輝が来てくれた。春輝が爽やかな笑みを見せながら席に着くと、美来はいつものように他た愛あいもない話をし始める。

　俺もそれに適当に相あい槌づちを打ちながら、昼を過ごす。

　すると突然、廊下から俺を呼ぶ声が飛んできた。

「ちょっと桐崎！　こっち来て！」

　顔を向ければ、眉間にしわを寄せている如月さんが、俺を睨にらんでいた。その好感度は40にまで下がっていた。

　どうしたんだろう。何もしていないのに、好感度が下がっている。それにあの怒り様……もしかして九条さん関係だろうか。

　美来と春輝が気まずそうに目を合わせる。俺は二人に苦笑いを一つ向けて、如月さんの元へ向かった。

　恐る恐る目を見る。すると、如月さんは俺の襟を摑つかんで引っ張り出した。

「ちょ、ちょっと！」

「いいから、こっち来て」

　怒気の含まれた口調で、俺を力いっぱい引っ張る如月さん。俺は抵抗することもできず、そのまま人気のない階段の踊り場まで連れてこられた。すると、乱暴に俺の襟から手を放した如月さんが勢いよく振り返る。その目には、まだ怒りのようなものを感じる。

「桃華を避けるようなことしないで」

「え……？　あ、いや、そんなつもりはない！」

「どう考えたって避けてるでしょ！　今朝だってそう！　廊下で会った時だってそう！　桃華、泣いてたんだから！」

　九条さんが泣いていた……？　その言葉に、俺は言葉を失った。九条さんに避けられていると思っていたのに、俺が九条さんを避けていたなんて。

「ご、ごめん……ただ、どうすれば良いか分からなくて……九条さん、テンション凄すごい低いというか、俺といると気まずそうというか……。避けられてる気がして……。如月さん、何か知らないかな」

　ゆっくりと目線を上げる。すると、如月さんは眉を八の字にして、申し訳なさそうな顔をしていた。そして、顎に手を添えて悩むそぶりを見せる。

「そっか……。あんた、変に鋭いんだね。あのさ……本当は黙っててって言われてるんだけど……桃華、あんたから貰もらったシャープペン失なくしちゃってさ。今もお昼そっちのけで探してるの」

「え……？」

「昨日失くしたみたいなんだけど、なかなか見つからなくてね。桃華、相当ショックだったみたいでさ。しかも、あんたに避けられ始めて、焦ってるみたいなの」

　そんなことになっていたのか。九条さん言ってくれればいいのに……。

「九条さん、今どこにいるの？」

「理科室」

「ありがとう……！」

　そう言って理科室に向かって走り出そうとする。すると、如月さんも走り出した。

　そして、理科室についた俺は勢いよく扉を開ける。すると、九条さんが勢いよくこちらへ振り向いた。空っぽのメーター。俺を捉えた瞬間、悲しそうな顔をする九条さん。そして、目線をずらし如月さんを捉えた九条さんは、俺の元に走ってきた。

「桐崎くん……ごめんなさい。桐崎くんから貰ったシャープペン失くしちゃったの」

　今にも泣いてしまいそうな顔。俺はできる限り優しい笑みを浮かべ、九条さんの手を握る。

「謝ることじゃないよ。気にしないで」

　そう言うと、安心してくれたのか、微笑んでくれた九条さん。しかし、メーターはほんの少しだけ満たされた青色の状態。

　慰めるだけでは、九条さんは納得してくれないようだ。

「俺も探すよ」

　そう言うと、九条さんは、また悲しそうな顔をして、メーターを下げる。

　一緒に探すっていうのは間違いだったのだろうか。いや……大丈夫、今は耐え時なんだ。シャープペンが見つかれば、このメーターは上昇するはず。




　それから、俺もお昼を返上して、理科室をくまなく探してみた。しかし、時間だけが過ぎていくだけで、気付けば予鈴が鳴っていた。

「放課後も探そう。大丈夫。きっと見つかるよ」

　できる限り安心させてあげたい。そんな思いを込めて歯を見せると、九条さんは小さく微笑んでくれた。




　そして、やってきた放課後。美来と春輝に、今日は一緒に帰れないことを伝えた俺は、九条さん、如月さんと一緒に中庭に来ていた。

「桃華、もう心当たりのある場所はないの？」

　如月さんのその問いに、小さく頷うなずく九条さん。つまりは、この場所が最後。ここで見つけなければならない。

　昇降口から俺と九条さんがお昼ご飯を食べていたルートを念入りに見ていく。自動販売機の下。ベンチの下。近くの低木の中を探った。

　それでも、中々見つからないシャープペン。気付けば、陽ひの光はオレンジ色になっていた。太陽の反対側を見れば、紺色の空が迫ってきている。

「も、桃華……もう……諦めよ？　ほら……桐崎だって気にしてないしさ」

　そう言って、俺に視線を送る如月さん。如月さんのその心配そうな瞳に、俺も諦め始める。

　すると、九条さんが振り向いた。その目は潤んでいて、唇は真まっ直すぐに結ばれていた。

「嫌……嫌だよ……。大事なものなの……。桐崎くんがくれた大事なものなの。あのシャープペンがなかったら、ここに通えなかった。あのシャープペンがあったから、桐崎くんと仲良くなれたの……」

「九条さん……」

　最後に涙を一粒流す九条さん。

　そんなに大事に思ってくれてたんだ。あの時、何気なく渡したシャープペン。俺にとっては、たった一本のシャープペンだったけど、九条さんにとっては、一本しかないシャープペンになっていたのかな。

　胸の奥から熱いものが込みあげてくる。可能なら、見つけてあげたい。けど、これだけ探しても見つからないのだ。もしかしたら、このまま見つからないかもしれない。テストも近い。こんな時間が続いてしまったら、九条さんの学校生活に悪影響が出てしまう。

　どうしたら、いいんだろう……。

　すると、ふと一つの考えが浮かんだ。

「九条さん、今日は帰ろう」

　俺の言葉に、首を振る九条さん。俺は九条さんの近くまで行って、そっと手を握る。

「大丈夫」

　そう言って優しく微笑ほほえんでみる。それでも九条さんは不安を浮かべたまま。しかし、しばらく見つめていると、観念するようにぎこちなく頷いてくれた。

　そして、それぞれの教室に戻った俺達。俺は鞄かばんを背負って九条さんと如月さんの元へ走った。教室を覗のぞきこめば、まだ諦めきれてなさそうな表情の九条さんと、心配していそうな表情の如月さんがいた。

　俺はそんな二人の元へ行って、近くの机に鞄を下ろす。そして、鞄の中から筆箱を取りだした。すると、九条さんと如月さんが不思議そうに俺を見る。

　二人の目を交互に見ながら、俺は筆箱から一本のシャープペンを取り出す。九条さんから貰ったシャープペンとは別の、もう一本のシャープペン。

　すると、如月さんの好感度が60に戻っていった。きっと、如月さんは俺が何しようとしているか気付いているんだろうな。

　隣の九条さんのメーターはまだ青色。そんな九条さんを安心させようと、俺はゆっくりとシャープペンを九条さんの方へ差し出す。

「これじゃ……駄目かな？　確かに……俺があげたやつは、九条さんとの出会いのきっかけを作った大事なものだよ……。あの時の思い出も大事。だけど、これからはこのシャープペンが思い出になるように、使ってくれたら嬉うれしいです」
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　最後は照れ笑いを浮かべてしまう。すると、九条さんはゆっくりと手を伸ばして、シャープペンを受け取ってくれた。そして、それを握りしめ胸に押しあてる。

「大事にする……大事にするよ」

　そう言って何度も何度も頷く九条さん。するりと頰ほおを伝う涙。そして、上昇していくメーターは一気に真っ赤に染まり、天井を突き抜けていく。

　良かった。本当に良かった。

　自然と上がる口角。すると、顔を上げた九条さんが俺の手を両手で握った。

「ありがとう桐崎くん」

　その笑顔は紛れもない、とても晴れやかなものだった。




　そして帰り道。なんと九条さんがお詫わびをしたいとのことで、如月さんも交えて三人でたい焼き屋さんへと向かっていた。

　しばらく歩いていくと、九条さんは足を止める。そして、振り向くと楽しそうに微笑んだ。

「着いたよ」

　目の前には、たい焼きと大きく書かれた濃い橙だいだい色いろの看板。言い方は悪いけど三人入ったらいっぱいいっぱいになるのではないかというくらいの小さな店構えだった。でも、先客が数人並んでいるところを見ると人気のお店なのかもしれない。ということで、早速列に並ぶとたい焼きのいい匂いが漂ってきた。

「私、つぶあんが好きなの」

「そうなんだ！　それじゃあ、それにしてみようかな」

　世の中には、つぶあん派とこしあん派の人がいて、絶えない論争を繰り広げていると聞く。俺はどっちも好きだけど。でも九条さんがつぶあんがいいって言うなら、つぶあんを選ぶしかないだろう。

　と、オススメは聞いたものの、メニューを見てみる。すると……。

「カスタード味あるの!?」

　何を隠そう、俺はあんこよりも、カスタードが好きだ。カスタードのたい焼き、今川焼きがあれば、絶対にそれを買ってしまうほどなのだ。

「桐崎くん、カスタード好きなの？」

「うん！　大好き。せっかくオススメしてもらったけど……俺はカスタードにしようかな」

　折せつ角かくオススメしてくれたのにとちょっと申し訳ない気持ちになる。それでも九条さんは、優しい微笑みを向けてくれた。

　こうして、俺はカスタード味のたい焼き、九条さんと如月さんは、つぶあんのたい焼きを買った。店の前には、その場で食べる人用にとベンチが置いてあった。運良く空いている席。俺達は三人並んで、ベンチに腰を下ろした。

「では、いただきます」

　どんな味なのだろうか。期待を込めて一口目。

「おー、美味おいしい」

　しつこすぎない甘あま味みに感動してしまう。すると、九条さんが嬉しそうに笑ってくれた。

「気に入ってもらえて良かった」

「うん。ちょー気に入った。次来るときはつぶあんも食べないとな……」

　そう決意すると、九条さんは急に視線を落とす。そして、何か言いたげにソワソワと体を揺らし始めた。

「桐崎くん……あの……」

「ん？　どうした？」

　急激に跳ね上がるメーター。きっとこれは、とんでもないことを考えているに違いない。と、身構えると、九条さんは強こわ張ばった顔を向けてきた。

「わ、私もカスタード食べたい……です」

「へ？　あぁ……そういうこと」

　拍子抜けだった。もっとドキドキしてしまうようなことを言われるかと思っていただけに、普通のお願いだから、口が半開きになってしまった。

「うん！　それじゃ買いに行こっか！」

　そう思い、ベンチから立ち上がりながらお店の方を見る。すると、ちょっとした列がまたできていた。九条さんは買いに行く手間を、申し訳なく思ったのだろうか。

「あ、あの……！　そ、そういうことじゃないの……。き、桐崎くんのを一口貰もらいたいの」

　そう言って顔を真っ赤にした九条さんは、握りこぶしを太ももで強く挟み込む。メーターの上がり様もとてつもない物だった。

「あー、そういうことか。うん、どうぞ」

　俺ってやつは、気が利かないな。そう思いながら、九条さんにたい焼きを渡す。すると、嬉しそうに口角を上げた九条さんがたい焼きを一口かじった。

「ありがとう。カスタードも、すごく美味しいね」

　満面の笑みでそう言った九条さん。先ほどまでの強張った様子から一変して、その表情は満たされているような、そんな笑顔だった。

「だよね。カスタードもあんこに匹敵する美味うまさだよね」

　無事、カスタード伝道師としての役目を果たし、九条さんからたい焼きを受け取る。そして、続きを食べようと、たい焼きを口に近づけた時だった。俺は一つのことに気付いてしまう。

　ま、待て、これって間接キス的なやつじゃ……。

　九条さんがかじった部分を見つめる。

　い、いや、でもキスというものは、唇と唇の接触だ。これは歯だ、なんら問題ない！　それに変に意識するとかキモすぎるっていうか。

　噴き出る汗。思わず横にいる九条さんを見てしまう。すると、九条さんは眉を八の字にして、メーターを更に高ぶらせていた。その奥にいる如月さんは、我関せずと、もぐもぐと口を動かしながら、ずっと前を見ている。

　お、落ち着け。九条さんが見ているんだ。意識しすぎるのは、本当に気持ち悪いぞ。

　ごくりと喉を鳴らし、できる限り自然に続きを食べ始める。不安になって思わず横目で九条さんを見ると、頰を染めて、なんだか照れてるような顔をしていた。

　そして、あまり嚙かまずにたい焼きを飲み込むと、九条さんは手に持ったたい焼きを俺の方に向ける。

「つぶあんも、おいしいよ？」

「ひゃい！　そ、それじゃ一口貰おうかな」

　全く情けない声である。これは絶対にドン引きされている。

　それでも俺を真っ直ぐに見る九条さん。俺は、震える手で九条さんからたい焼きを受け取って考える。

　さて、どこを食べるのが正解なんだ。九条さんが口を付けてないとこを食べるべきなのか。いや……それは変に意識しすぎている感じがでてキモすぎるだろ。しかし、だからと言って口を付けてるところを食べたら、それはそれでいいものなのか？　分からない。

　っていうよりも、九条さんはどの部分を食べたのだ。ちらりとカスタードのたい焼きを見てみるが、勿もち論ろん分かるはずもなかった。

　しかし、ゆっくり考えてる場合でもない。俺は、散々悩んだ挙句、間をとって口の付いているところと、付いていないとこの間を食べることにした。

「うん！　いやー、九条さんの言う通り、つぶあんの方が美味しいかな！　うん！」

　正直味どころではなかった。味覚よりも他の感覚が勝ってしまったのだ。すると九条さんは、俺の適当な感想に、指先を唇に当てて微笑んでくれた。

「ふふ、良かった！」

　折角のお詫びのたい焼きだというのに、全く味を楽しめなかった。でもいいのだ。すごく楽しいし、九条さんが楽しそうに笑ってくれる。そして、メーターを赤くしてくれる。

　失なくしちゃうものもある。それでも、それによって得られるものもあるんだね。

　とはいえ、たい焼きについては、また今度リベンジしないとな。
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　二学期の中間テストも終わり、一息つきたいところではあるが、現実はそんなに甘くはない。この時期はイベントが多く、休む暇もないのだ。そう、もうすぐで体育祭だ。

　テスト前に行われていた自主練習も再開し、学校全体で体育祭へ向けて、最後の追い込みが始まっている。

　俺も自主練習をした方がいいのだろうか。そんな焦りにも似た感情を覚えながら帰り支度を始める。すると、廊下から俺を呼ぶ声が飛んできた。声のする方に顔を向ければ、九く条じようさんと如月きさらぎさんが俺を捉えていた。

　軽く返事をしながら廊下に出て、二人の目の前に立つ。すると如月さんが軽く手を挙げてくれた。

「あれ。如月さん、どうしたの？」

　如月さんが四組前に来るなんて珍しい。ちなみに好感度は変わらず60。つまりは嫌な用事ではないだろう。

　と一安心しながら、疑問を投げる。すると、如月さんはズビシと人差し指を向けてきた。

「リレーの練習よっ！」

「リレー？」

「そ。体育祭の学年種目、クラス対抗リレーあるでしょ？　桃もも華かが自信ないから練習しようってなったの」

「なるほど」

　九条さん、俺と違って行動に移せるとは流石さすがだな。それより、自信ないのか。俺もないけど。

　と、九条さんたちの事情に納得していると、九条さんが眉を八の字にして、小さな声で話しだした。

「それでね、桐きり崎さきくんも一緒にどうかなって思って来たの」

「うん！　いいよ！　あっ、三人？」

　そう疑問を投げた時だった。

「九条さーん！」

　三人揃そろって、声のする方へ顔を向ける。すると、機嫌の良さそうな雪ゆき村むらさんが目の前まで走ってきた。

「九条さんっ！　今日暇ー？　良かったら遊ぼっ！」

　脇を締めて目を輝かせる雪村さん。それとは対照的に、九条さんが困った顔をしていると、如月さんが前に出てきた。

「今日は暇じゃないわ。あたし達、リレーの練習なの」

　少しキツめの言い方の如月さん。あれだろうか。雪村さんの固有スキル、女子に嫌われがちが発動しているのかもしれない。

　しかし、雪村さんは気付いているのか、いないのか、更に目を輝かせる。

「ええっ！　すっごく楽しそうじゃないですかぁ！　私もやりまぁーっす！」

　まさかの反応と言いたいのだろうか、如月さんは口角をピクピクと引きつらせていた。

　なんというか、雪村さんは俺みたいに好感度が見えてなくて良かったと思う。

「それじゃあ四人だね。あっ、そうだ。どうせだから春はる輝きと美み来くも誘わない？」

　みんなでやった方が楽しいだろう。それに人数が多いほうがリレーの練習になりそうだ。

　そう思い提案すると、九条さん達は嬉うれしそうに頷うなずいてくれた。

　というわけで早速、まだ教室内で話し込んでる二人の元へ。

「春輝、美来、ちょっといいか？」

「おう、どうした？」

「今からさ、九条さん達とリレーの練習しようってなったんだけど、一緒にどう？」

　そう誘うと、美来は呆あきれた様子で眉間にしわを寄せた。

「えっ？　この格好で？」

「ま、まあ……。そうなるか」

　言われてみれば、制服で走るのはどうなのだろうか。と悩んでいると、春輝が立ち上がった。

「みんなが体操服持ってるか聞いてみようか」

「そうだな！」

　さすがは春輝。俺が狼狽うろたえている間に、いい感じの行動に出てくれる。

　廊下に向かう春輝の後ろを、美来と並んで歩いていく。そして廊下に出ると、美来の顔が引きつった。

　すると、俺たちを捉えた雪村さんが無邪気な笑みを浮かべる。

「あっ、お久しぶりでーす！」

「うげぇ……」

　んー、美来はまだ苦手意識があるらしい。雪村さん、気付いてるかな？

　と雪村さんの様子をうかがっていると、春輝が話しだした。

「リレーの練習のことだけどさ、服装はどうする？　体操服があるなら、着替えたほうがいいと思う。それに、場所も考えないとね」

　すると、如月さんがニヤリと口角を上げる。

「勿論、考えてるわ。あたしも桃華も体操服持ってきてるし、四組は今日体育の授業があったでしょ？　場所は、グラウンドの端っこでいいかなって。そこなら部活動の邪魔にもならないだろうし」

　如月さんの答えに満足そうに頷く春輝。となると雪村さんはどうかな？

「雪村さん、体操服持ってきてる？」

「ありますよーっ！　体育ありましたし」

　俺がそう聞くと、なにやら楽しそうに答える雪村さん。今日はやけにテンション高い気がする。

　よし、これなら大丈夫そうだ。

「それじゃ一旦着替えて、またここに集まろうか」

　そう言うと、みんな頷いてくれた。ということで、俺と春輝は男子トイレへ。すると着替えている最中に、春輝が楽しそうに話し始める。

「この人数でリレーの練習って、なんだか楽しくなりそうだな」

「そ、そうか？」

　俺的には人数というより、九条さんと何かができることのほうが楽しみなんだがな。

「ああ。あっ、そうだ冬とう馬ま。どうせなら三対三の対決にしてもいいかもな。男子は俺と冬馬しかいないから、チームは分かれてさ！　勝負しよう」

「お、おう」

　なんかすごいテンション高いな。まあ、みんなが楽しめれば、俺も楽しいし。いいことだよな。




　そして、体操服に着替え、グラウンドに出た俺たちは、隅っこの方でストレッチを始める。すると、美来が疑問を投げてきた。

「あ、てかさあ、リレーなんだよね？　バトンどうすんの？」

　すると、如月さんは、ストレッチを中断して、美来の方に視線を向ける。

「ちゃんと用意してるよ」

　そう言って鞄かばんから二つの棒を取り出した如月さん。見たことのある形状。あれは……。

「それって、ラップの芯……？」

　念のため聞いてみると、如月さんはニヤリと口角を上げた。

「そうよ。ピッタリでしょ？」

　自慢げな如月さん。その横で、九条さんと雪村さんは、目を輝かせ感心していた。すると、春輝がみんなの中心へと出ていく。

「よし。そんじゃあ、始めよっか。折せつ角かくだし、チームに分かれて勝負しよう」

　その言葉に、如月さんの目が鋭くなる。その闘志に溢あふれた目の奥は、燃え上がっているかのようだった。

「いいね。予備のつもりだったけど、二本持ってきて良かった。それじゃあ折角だし、負けたチームには、何か奢おごってもらおうかな」

　その言葉に、春輝の口角が上がる。

「いいね。やっぱ、やるからには何かないとな」

　やる気溢れる表情を向け合う二人。意外だけど、似たところがあるのかも。と、その様子を眺めていると、眉間にしわを寄せた美来が横にやってきた。

「絶対負けない」

「お、おう……。頑張ろうな」

　そしてチーム分けが始まった。チーム代表は、俺と春輝。女子四人にはグーとパーで、二人ずつに分かれてもらった。その結果……。

「桐崎くん！　頑張ろうね！」

　脇を締めながら、満面の笑みを浮かべる九条さん。一緒のチームだなんて、最高だっ！

　と、喜びを嚙かみ締しめていると、美来が九条さんの横に立つ。

「九条さん、頑張ろうねっ！　あっ、冬馬、マジで走ってよね。負けたら、マジであれだかんね」

　九条さんに優しい笑みを見せたと思ったら、急に厳しい顔を向ける美来。『マジであれ』と言われてもよく分からないが、負けるとヤバイということだけは伝わってきた。

　春輝チームは如月さんと雪村さん。戦力的に良いバランスになったと思う。

　しかし……春輝はかなり足速いしな。如月さんも速かったしな。雪村さんは、未知数……。だが、こちらには、美来がいる。頑張れば勝てる……！

　と、考察していると、九条さんが春輝と如月さんの元へ。

「勝負の前の練習はする？」

「そうね、少し走っておいたほうがいいかもね」

　と、如月さんが質問に答えると、九条さんは、俺の方へ向いた。と、その時だった。如月さんが、九条さんの後ろから抱きつき始めた。

「ううっ……。桃華と同じチームが良かったのにぃ！」

「ゆ、結ゆ衣いちゃん!?」

　慌てふためく九条さん。その後ろから、如月さんは、顔だけを出して、俺を睨にらみ始めた。あの目の鋭さには、未いまだに慣れないな。なんというか理不尽だ。

　そして始まった練習。まずは、グラウンドの端っこから中央までを軽く走って、ウォーミングアップ。それを何回か行って、また隅っこに集合した。

　すると、雪村さんが、人一倍疲れた顔をしていた。それを見た九条さんが、心配そうに雪村さんの背に手を添える。

「大丈夫？」

「えっ！　だ、大丈夫！　でも、ちょっと疲れちゃったかも……」

　そう言って苦笑いを浮かべる雪村さん。それを見た九条さんは、心配そうな顔を俺に向けた。

「少し、休憩しよっか！　そしたら、勝負始めよっ！」

　声を張ってみる。すると、春輝達は快く頷いてくれた。

　さて、休憩が終わったらリレーかあ！　中学の時の運動会には無かったしな。ちょっと楽しみ。

　と、石階段に座りながら、そんなことを考えていると、九条さんが横に座った。

「今日はありがとっ！」

「ん？　どした？」

　急にお礼を言われ戸惑っていると、九条さんは口角を上げながら、視線を落とす。そして、膝を抱えると、体を揺らし始めた。

「みんなと一緒に練習できて嬉しいの。こんな大勢でワイワイするの初めてだから」

「そっか！　俺も超楽しい。その……九条さんと同じチームで、その……更に嬉しいっていうかさ。あはは……」

　恥ずかしい。照れながら、チラッと九条さんを見ると、九条さんは眉を八の字にして、見つめ返してくれた。

　メーターも真っ赤で、いっぱいいっぱいになっている。

　と、甘い時間を過ごしていると、目の前に影が。前を向き、見上げてみると、鬼の形相をした如月さんがいた。

「休憩終わり。ヤルよっ！」

「は、はいっ！」

　あまりの気迫に、勢いよく立ち上がってしまった。それを面白がってかは分からないけど、九条さんは可笑おかしそうに、小さく笑ってくれた。

　そして、始まったリレー勝負一本目。グラウンドの横幅いっぱいいっぱい使って、それぞれの配置に就いた。

　第一走者は、美来と如月さん。第二走者は、九条さんと雪村さん。最終走者は俺と春輝といった感じだ。

　スタートの切り方は適当。九条さんが声を張ってくれることになった。

「よーい、ドンっ！」

　九条さんの声が響くと、美来と如月さんが地を蹴った。やはり二人とも速い。ほぼ互角といった具合だった。

　だが、そんなことよりもだ……。

　遠くからでも分かる、二人の圧。さながら獲物を追いかける肉食獣のようだった。

　そして、バトン……もといラップの芯が、ほぼ同時に第二走者へと渡される。

　さて、速さはというと……。遅く感じてしまう……。さっきの二人を見たせいだろう。

　一生懸命な顔で走る九条さん。対照的に、雪村さんは、あまり表情が変わっていない。

　そんな様子に違和感を覚えていると、九条さんが近くにやってきた。

「桐崎くんっ！」

　バトンを受け取る。連携というか、何かを一緒にするって、楽しくなっちゃうな。

　と、緩みきった感じで受け取っていると、春輝もバトンを受け取り、走り始めていた。

　勢いよく地を蹴り、一気に進んでいく春輝。

　い、いや、勝てるわけねえっ！

　だが、やるからには全力！　歯を食いしばって、春輝の背中を追うも届かず。俺たちは負けてしまった。

　グラウンド端のネットに、体を預けヘタリ込む。すると、春輝が手を差し伸べた。

「お疲れさん」

「いや、速はええよ」

　息を切らしながら言うと、春輝は楽しそうに笑った。すると、九条さんたちもこちらにやってきたのだが、何やら雰囲気が悪そうだった。

「ちょっと、真面目に走ったの？」

　機嫌の悪そうな如月さん。その鋭い視線を向けられている雪村さんは、頰ほおを膨らませていた。

「ちゃんとやりましたよ。っていうより、何でそんなこと言われなきゃいけないんですか？」

「あのね、見れば分かんのよ。あっ、手抜いてんなって。桃華に失礼よ」

　睨み合う二人。その後ろで、九条さんは戸惑っていた。美来はというと、呆あきれた様子で、ため息をついている。

「な、何があったんだよ」

　場をおさめようと、腰を低くして二人に近づく。すると、如月さんの鋭い目が、俺を捉えた。

「桐崎、あんたの目から見て、雪村さんどうだった？」

「え？　ど、どうだったって？」

「全力だったかって聞いてんのっ！」

「えっ、いやぁ……それは……」

　思い出してみる。一生懸命だった九条さんと比べると、なんか余裕そうだったというか……。

　如月さんと雪村さんの視線が痛い……。

　正直、どちらかの肩を持つなんてしたくないけど、有う耶や無む耶やにすることもできない。

「ま、まあ、どっちかっていうと、雪村さんは少し余裕がありそうだった……かな？」

　と、口角を引きつらせながら答える。すると、如月さんの眉がつり上がった。

「やっぱりね。おかしいと思ったのよ。走ってる途中、桃華のことチラチラ見てるし、肩並べて走ってるし」

　如月さん、熱くなりすぎだな……。雪村さんが、九条さんを馬鹿にしていると勘違いしているのかもしれない。

　と、心配していると、雪村さんがこっちを向いた。頭上の好感度は50にまで下がっている。

「別にいいじゃないですかっ！　勝ったんですし！」

　うっ……。やっぱり、中立が良かったかもしれない。

　と、後悔していると、春輝が間に入ってくれた。

「まあまあ、一旦落ち着こう。ここは、気持ち良く冬馬にジュース奢ってもらってさ」

「えっ!?　俺一人に!?」

　まさかのご指名に驚いていると、みんなは笑ってくれた。さすがは春輝だな。

　けど、雪村さんだけは、少し浮かない様子だった。




　それから、みんなが石階段に座って休憩している中、俺はげんなりしながら一人自販機前にやってきた。

　とほほ……。俺は我慢するとして、五人分って……。五百円だぜ？　悲しくなるよ。

　美来には、『は？　負けたらアレって言ったじゃん』と責められるし……。

　ため息をつきながら、スマートフォンのメモを見て、ジュースを買っていく。

　みんなバラバラのモノを頼むし買うのも大変だよ。さて、次は九条さんの分だな。と、お金を入れようとする。その時だった。横から先に、お金を入れられた。何事かと思い、顔を横に向けると、九条さんが優しく微笑ほほえんでくれていた。

「九条さん！」

「ふふ、内緒だよ？　なんか悪いなって思っちゃって」

「そっか！　ありがとっ！」

　嬉うれしくなってしまう。九条さんのそういう優しさみたいなものが、心に響くというか。ドキドキしてしまう。

　それから、九条さんの分の飲み物を買って、一緒にみんなの元へと戻っていく。

　しかし、戻っても雰囲気は良くないままだった。如月さんも雪村さんも、ムスッとした表情で、互いに顔を逸そらしていた。間に挟まれている春輝と美来は、気疲れしていそうな面持ちだ。

　んー、どうしようか……。と、困っていると、九条さんが俺の肩を叩たたく。その顔を見ると、何やら考えがあるのか、少し微笑んでいた。

「私が結衣ちゃんとお話ししてみるから、桐崎くんは、雪村さんの話を聞いてあげて」

　そう言うと、九条さんはニコッと笑って、如月さんの元へ駆けて行った。

　話を聞く……か。まあ、俺も雪村さんを責めちゃったし、仲直りしとかないとな。

　ちょっと気まずい。でも、勇気を出して、雪村さんの隣へ座った。飲み物を渡しながら顔を向ける。すると、雪村さんは不機嫌そうな顔をしながら、飲み物を受け取ってくれた。

「ありがと」

　拗すねた言い方である。でもお礼を言ってくれるのはありがたい。

「その……さっきはごめん。なんか、責める言い方しちゃってさ……」

　と、申し訳なく謝ると、雪村さんは視線を落として、首を横に振った。

「私の方こそごめんね。みんな、真面目にやってたのに」

「んー、まあ、ちょっとヤル気出し過ぎみたいなとこもあったと思うけどね。如月さん、熱くなりやすいしさ。九条さんと真剣勝負して欲しかっただけだと思うよ」

　フォローになってるのか？　分からない。と、口角を引きつらせていると、雪村さんは眉尻を下げて、こっちを向いた。

「そう……だよね。はぁ……。やっぱりまだまだダメだなあ……」

　ため息をつきながら、下を向く雪村さん。らしくないな。それに『まだまだ』とはどういうことだろう。

「その……まだまだってどゆこと？」

　と、疑問を投げると、雪村さんは苦笑いを浮かべる。

「あはは……何て言うか、桐崎くん達に、マジな顔とか見せられないし。それに髪型とかも崩したくないなって。そう思ったら、やっぱ全力は無理だなーって……。まだまだ……桐崎くんの言う、【素す】を出しきれないみたい……」

　そう言って自嘲的に笑う雪村さん。雪村さんは、雪村さんなりに変わろうとしているんだろうな。

「そっか。まあ、なんか俺も分かるよそれ。俺も九条さんの前とかだと、カッコつけたくなっちゃうしさ」

　そう言って俺も自嘲的に笑う。すると、雪村さんは眉を八の字にしながら口角を少し上げた。

「慰めてくれてるの？　ふふ、下手くそだね」

「あはは……相変わらず辛口だね」

　と、苦笑いをすると、雪村さんは可笑しそうに笑ってくれた。そして、ふと頭上に目をやれば、好感度は60までに回復していた。

　ちょっと安心。と嬉しくなっていると、雪村さんが立ち上がった。

「ありがとっ。ちょっと謝ってくるね」

　そう言って如月さんの方へ歩いていった雪村さん。雪村さんが目の前に立つと、如月さんは口を尖とがらせたまま、顔を上に上げる。

「ごめんなさい」

　そう言って雪村さんが頭を軽く下げる。それを見た如月さんは、目を逸らし、口を結んだ。すると、九条さんが如月さんの顔を覗のぞき込む。

「結衣ちゃん」

「わ、分かってる！　あ、あたしもその……言い方キツかったし。その……ごめん」

　顔を伏せながら、目線だけを上げる如月さん。雪村さんの顔が見えないけど、九条さんの、あの安心したような顔を見れば、上手うまくいったんだなって安心してきた。

　と、何とか最悪の状態を抜け出した俺たちは帰ることに。気付けば、夕日が沈みかけていた。

　美来と春輝は二人で帰るらしく、雪村さんも校門前で別れることに。俺は、九条さんと如月さんという珍しい組み合わせで帰り道を歩いていた。二人の後ろを歩いて、会話に耳を傾ける。内容は体育祭のことだった。すると、九条さんが、顔をこちらに向ける。
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「桐崎くんは、どの種目に出るの？」

「百メートル走だけだよ」

「そうなんだ！　ふふ、応援しにいくね」

　楽しそうに、口元に指を当てて笑う九条さん。可愛かわいいな。俺も応援したい。

「九条さんは、どれに出るの？」

「私も百メートル走だけだよ」

「お、奇遇だね！」

　と、興奮していると、如月さんもこちらを向く。その顔は、なぜか勝ち誇ったかのような、意地の悪そうな顔だった。

「学年種目、あたしは桃華にバトンを渡すけど？」

「い、いきなり何？」

　唐突で意図の分からない如月さんの発言に、口角を引きつらせる。すると、如月さんは目を細めた。

「いいでしょ？　羨ましいでしょ？」

「う、うん」

　きっとあれだ。対抗してきているのだろう。如月さん、どんだけ九条さんのこと好きなのよ。

　と、苦笑いを浮かべていると、九条さんが頰ほおを染めながら、チラチラと俺に視線を向けてきた。

「が、頑張ろうね」

「うん！　頑張ろうね」

　前のめりになりながらそう言うと、九条さんは歩く速度を落として、俺の横にぴったりとくっついてきた。高鳴る心臓。九条さんのメーターも高ぶっている。

　しかし、如月さんの突き刺すようなあの視線に、変な汗が止まらない。それでも好感度が変わらないのは、許されている証拠なのだろうか。

　とはいえ、更にくっつくことは許されない。でも、九条さんから離れるわけにはいかない。そんなジレンマを抱えたまま、なんとか現状を維持していく。

　そして、しばらく歩いた先で、この緊張から解放されることに。九条さんとは別れて、ここからは如月さんと二人だ。正直、どうしていいのか分からない。

　と、まごついていると、如月さんの鋭い視線がこちらに向いた。

「やっぱ分かんないわね」

「え？　何が？」

　と、間の抜けた声で疑問を浮かべると、如月さんは鼻で笑った。

「あんたのどこがいいのか分からないってことっ！　桃華、毎日惚のろ気けてるから、ちょっとウンザリしてるのよ」

「そ、そうなんだ。ごめん」

　馬鹿にされているのだろうか。でも、九条さんが惚気てるって、すごい嬉しいんですけど！

「全くよ。ホント、あたしの知らない顔、いっぱい見せるようになっちゃってさ……。はぁ……ちょっと寂しい……かな」

　そう言って、遠い目をする如月さん。そして、口角を上げると、優しい眼まな差ざしを俺に向けてくれた。

「これからも仲良くしてね」

「勿もち論ろん！」

　眉を八の字にする如月さん。俺は、どこからか湧き上がる謎の自信で歯を見せた。すると、如月さんは「ふっ」と笑みを零こぼした。

「やっぱ、ムカつく」
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「え？」

「あんたばっかズルいってこと！」

　眉をつり上げる如月さん。俺からすれば、九条さんにとっては、如月さんの存在の方が大きい気もする。

「俺的には、如月さんが、ずっとそばにいたおかげだと思うよ。九条さんにとって、一番支えになってるというか」

　恥ずかしかったけど、思ったことを言ってみた。すると、如月さんは口を真まっ直すぐに結ぶ。そして、プイッとそっぽを向いた。

「な、何を偉そうに。そんなの当然よ」

「あはは……そっか」

　何となく、そんな感じのことを言う気がしてた。カッコつけすぎたかなと苦笑いしていると、眉を八の字にした如月さんが、こちらを向く。

「ふふ、冗談よ。ま、これからも桃華のことよろしくね。もし泣かせるようなことがあったら、二度と酸素吸えないと思いなさいよ」

「もちろん！　如月さんに、もっと認めてもらえるようにもね！」

　と、笑顔で答えると、またも如月さんは慌て始める。

「は、はあ？　あんた馬鹿じゃないの？」

「え、いや、だってまだまだなんでしょ？」

　好感度的に。

「はあ……もうなんというか……もういいわ。それじゃ、あたしはこっちだから」

　そう言って、分かれ道を進もうとした如月さん。俺が軽く手を挙げると、如月さんも手を挙げてくれた。

「桐崎、今日はありがと」

「え？　あー、うん！　またね！」

　何についてのお礼だろうか。分からないけど、受け取っておこう。

　と、適当な返事をすると、如月さんは、微笑ほほえんでくれた。そして、俺に背を向けた。その頭上の好感度は、なぜか65になっていた。




　そして、とうとうやってきた体育祭。天候にも恵まれ、絶好の体育祭日和。人の熱気も相まって、グラウンドは熱く盛り上がっていた。

　因ちなみに、俺が出る種目は、百メートル走と学年種目のみだ。運動できる人は、もう一種目出たりする。勿論、春輝と美来はプラス一種目出ることになっている。

　しかし、全校生徒の好感度が見えるのは慣れない……。視界が好感度マークで埋め尽くされているのだ……。

　と異様な光景に狼狽うろたえていると、開会式が終わっていた。すると、すぐに百メートル走出場者の招集がかかる。高まる緊張感。深呼吸を一回して、椅子から立ち上がる。そして、テントの外へ出ると、美来と春輝が俺を呼び止めた。

「冬馬、頑張れよ」

「せめて二位獲とんなさいよっ！　負けたらアレだかんねっ！」

　またアレか……。プレッシャーがヤバイ。

　と、重さを感じながら歩いていく。すると、目の前に九条さんがやってきた。どうしてここに！　と驚きながら、会えた喜びを同時に感じていると、九条さんが微笑む。

「頑張ろうね！」

「あはは。ありがと。でも、他クラス応援しちゃダメじゃん」

　と、少し意地悪なことを言うと、九条さんはクスクスと可笑おかしそうに笑った。

「だよね。それじゃあ、こっそり応援してるね」

　そう言って先に招集場所へと走っていった九条さん。その後ろ姿を見つめながら、頰を緩ませる。

　可愛いな。しかしだ……九条さんにも見られるんだよなぁ……。恥ずかしいところ見せられないよ……。

　更にのしかかる不安と緊張。それを払い除のけるように、頰を二回叩たたいて、俺は招集場所へと急いだ。

　そして、始まった百メートル走。七人ワンセットで順番に走っていくのだが、みんな足が速い。

　後もう少しで俺の番だ。高まる緊張感。顔も強こわ張ばってきた気がする。前の組が立ち上がるたび、ジワリジワリと前に進んでいく。

　そして、とうとう俺の番がやってきた。

「次、前へ」

　体育の先生の誘導で、スタートラインに並んでいく。チラチラと横のライバル達を見てみるが、みんな強そうに見えてしまう。

　深呼吸を一回。前を見つめ、集中力を高める。そして……。

「ヨーイ……」

　鳴り響くスターターピストルの音。それと同時に、地を思いっきり蹴る。そして無我夢中で走った。その結果……。

　三位だった。ヤバイ……。マジ、アレされる……。

　走った後の汗とは違う汗が出てるような気がする。恐れを感じながら、自クラスのテントへ戻ると、冷酷なオーラを纏まとっている美来が、俺を睨にらみつけていた。

　思わず目を逸そらす。すると、春輝が近くにやってきてくれた。

「お疲れ」

「あ、ありがと！　いやーみんな速かったね！」

　春輝に同意を求める。そう、対戦相手が悪かったんだ！　そういうことにしたい。すると、春輝は眉を八の字にして、困った顔をした。

「そうだな。特に一位の人はかなり速かったな」

　さすがは春輝！　俺は小さな声で、「ありがと」と言い、自分の椅子へと急いで戻った。

　それからしばらくは、テントで涼みながらクラスメイトを応援していく。すると、美来が隣の席にやってきた。

「うちのクラス、結構いい感じじゃない？　二、三年にも負けてないし」

「だね。運動神経良い人が多くて良かった」

「ま、私と春輝もいるし余裕かな。冬馬、学年種目は頑張んなさいよ！」

　そう言って眉をつり上げる美来。ホント、俺には厳しいやつだ。と、呆あきれていると、美来は言葉を付け足す。

「てか、六組も結構強いね。如月さんもだけど、他の人もやる気全開みたいな感じで」

　そう言って、顎に手を添えながら難しい顔をする美来。確かに、如月さんと九条さんが属する一年六組の点数も高い方だ。

　俺も貢献しないとな……。と、無駄に緊張を高まらせていると、春輝が出場する男子四百メートルリレーが始まった。

　春輝がグラウンドに出るだけで、黄色い声援が飛んでいく。イケメンは、登場するその瞬間から、スポットライト全開なのだ。

　流石さすがだなーと感心していると、その横で美来は難しい顔をしていた。

「春輝、油断しなきゃいいんだけどね」

「ま、まあ、春輝は大丈夫だろ」

　結果、うちのチームは一年生の中では、一番だった。さすがは精鋭といったところだ。

　春輝がテントに戻ってくると、女子達はキャーキャー言いながら春輝を称たたえていた。

　実力も人気も頂点。近くでは、五いつ美みが悔しそうに春輝を睨んでいた。

　それから、美来の出る女子四百メートルリレーも終わり、体育祭は一旦昼休憩に。

　一斉に教室へと戻っていく生徒達。俺も一旦教室へ戻り、急いで購買へ向かう。そして、購買のある階に着いた時だった。少し遠い所に雪村さんの姿を見つけた。

　声、かけてみるか。そう思い、近くに行こうとする。すると、すぐ横から嫌な会話が聞こえてきた。

「はあ……ウチらのクラスヤバくない？　学年最下位じゃん」

「ね。残りの種目、全部上位じゃないとキツイって」

「は？　学年種目も？　いやー無理っしょ。ウチらのクラス、女子基本やる気ないし」

「確かに……。特に、雪村とか絶対やる気ないよ」

「ね、マジ休めよ」

　雪村……さん？　一年二組の女子だろうか。なんていうか、友達が悪く言われると、傷付くな……。

　沈んでしまった気持ち。さっきまでの興奮はどこへやら。と、立ち止まっていると、背中をつつかれた。振り向けば、如月さんが不思議そうな顔をしていた。

「どした？　暗い顔しちゃって」

「え？　あーいや、何でもない！」

　咄とつ嗟さに作り笑顔を見せる。すると如月さんは、興味なげに「ふーん」と言って、用件を話しだした。

「桃華が探してたよ。お昼一緒に食べたいって」

「そ、そっか！　ありがとう！　んじゃ、行こっか！」

　急せかすように言う。すると、如月さんは呆れた表情を浮かべながら、ため息をついた。

「あたしはパスよ。桃華、空き教室にいるから。んじゃ、伝えたからね」

　そう言って、背を向けた如月さん。

　九条さんが待ってくれている。急がなくては。そう思い、購買へと急ぐ。そして、目の前のパンをよく見もせず、適当に二つほど手に取る。すると肩を叩かれた。振り向けば、楽しそうに微笑む雪村さんがいた。

「やっほ！」

「や、やっほ」

「どうしたの？」

　不思議そうな顔をする雪村さん。ふとよぎるさっきの会話。複雑な気持ちになってしまう。

　けど……ここは明るく振舞わないとな。

「何でもない！　雪村さんも購買？」

「ん？　そうだよ！　桐崎くん、ボッチなの？」

　そう言って意地の悪そうな笑みを浮かべる雪村さん。からかいたいだけだろうな。

「いや、これから九条さんと食べるんだ。あっ、雪村さんも一緒にどう？」

　人数多い方が楽しいしね。それに……ちょっと雪村さんが心配というか、何というか……。

　すると、雪村さんはハッと息を吞のむと、嬉うれしそうに目を輝かせる。しかし、すぐに苦笑いを浮かべた。

「いや……遠慮しておこうかな。ほら！　私ぃ、そんなに空気読めないタイプじゃないというか？」

「そ、そっか！」

「うんっ！　ふふ、それじゃ楽しんできてね？」

「ありがと。その……雪村さんも、楽しもうね！　体育祭！」

　せめて、何かいいことを言おうと思ったけど、こんなことしか言えなかった。すると雪村さんは、眉を八の字にして、口角を少し上げた。そして小さく頷うなずくと、背を向けてどこかに行ってしまった。

　その去り際、何故なぜか好感度が70に上がっていた。

　さて、のんびりしてる暇はない。パンを買った俺は、階段を一段飛ばししながら、急いで空き教室へ向かった。

　息を切らしながら、扉を静かに開ける。すると、男子に言い寄られている九条さんの姿が目に飛び込んできた。席に座りながら、オロオロと困った様子の九条さん。メーターは真っ青だ。

　こ、これは……や、やるしかない！

「く、九条さん！　お、お、お待たせっ！」

「あっ、桐崎くんっ！」

　俺の情けなさすぎる呼びかけに、凄すごく嬉しそうに振り向く九条さん。その瞬間、メーターは一気に満たされて、真っ赤になった。

　なんか嬉しい。と、頰ほおを緩めていると、九条さんに言い寄っていた男子がこっちを睨んできた。ちなみに、この時点で好感度はマイナスだった。

　目を逸らしそうになるが、ここで引いたら男が廃る。ゴクリと喉を一回鳴らし、男の目の前へ。

　さ、さあ、どうする……。と、高鳴りまくる心臓を感じていると、男は目を逸らし俺の横を通りすぎていった。

　ふ、ふぅ……。正直怖かったわ。争いごとなんて、得意じゃないからな。

　と、胸に手を当て一息ついていると、頰を染め、口角を上げた九条さんが目の前まで来てくれた。

「ありがと！」

「う、うん！」

「ふふ、食べよっ！」

　楽しそうな笑みを浮かべる九条さん。こんなヘタレな姿を見せちゃったのにな。恥ずかしいはずなのに、凄く嬉しかった。

　それから、体育祭午前の部で起きた事を話しながら、お昼を一緒に楽しんだ。

　お昼を終えて外へ向かう途中、九条さんが少し不安そうな顔で、俺に話しかける。

「学年種目、緊張するね。みんなの足、引っ張らないように頑張らないと……」

　学年種目。クラス対抗リレーはその名の通り、クラスメイト全員でリレーを行う競技だ。足を引っ張ってしまえば、クラスメイトからの好感度が、下がってしまうかもしれないという恐ろしい競技なのだ。

「大丈夫！　九条さん、バトンの渡し方良かったしさ！」

　そう言って微笑ほほえむと、九条さんは安心したような笑みを浮かべる。

「ありがと。桐崎くん優しいから、私すぐその気になっちゃうな」

「そ、そうかな？」

　照れてしまう。思わず、目を逸らして鼻の下をこする。また目を合わせれば、九条さんは、優しい眼まな差ざしを向けてくれていた。

「俺、めちゃ応援するからっ！　頑張ろうね！」

「うん！」

　そして、始まった午後の部。昼食でエネルギーもチャージされ、更に午後一番目の応援合戦の効果も相まってか、みんなの熱気は午前よりも高まっていた。

　午後の種目も白熱し、とうとうやってきた学年種目。まずは一年生の部からだ。七組分の生徒がグラウンド中央に集まるのも、なかなかの光景だ。

　そして、グラウンド中央で二つに分かれ、整列していく。ルールは簡単、一人グラウンド半周、名簿順に走って、アンカーがゴールした順に得点が貰もらえるといった具合だ。

　ちなみに、俺は六番目の走者だ。

　高まる緊張感。美来と春輝はやる気満々といった感じで、楽しそうにストレッチをしている。

　そして……始まった。うちのクラスの第一走者は、五美だ。出だしは、まずまず。七クラス中、三番目。

　俺も奮闘し、取とり敢あえず順位はキープ。後は春輝や美来といった精鋭に希望を託した。

　男子が走り切ると、次は女子たちにバトンが渡される。もちろん自分のクラスを応援するのだが、九条さんが走っている時は、こっそり九条さんを応援していた。

　如月さん、九条さんにバトン渡す時、楽しそうだったな。

　そして……女子の残り二人までやってきた。俺たち四組は二位。九条さんたちのクラス、六組は一位だ。それと雪村さんのクラス、二組は六位だった。

　残り二人ということもあり、声援は大きくなっていく。近くの美来も、口を大きく開けて、デッカい声を出していた。

　後もう少しでアンカー！　このままいけばうちのクラスは二位！　いいぞ！　ワンチャン、一位もあり得る！

　そう思いながらアンカーに目を移す。すると、二組のレーンに立っている雪村さんの姿が目に移った。

　唇を真まっ直すぐに結んで、凄く緊張していそうな表情。今までに見たことのない顔だ。いつも、どこか余裕のありそうな雰囲気の、あの雪村さんが顔を強こわ張ばらせている。

　ふと、頭に蘇よみがえるのは昼休憩の時のあの会話。雪村さんだって、やる気がないわけじゃないはずだ。

　俺が体育祭を楽しもうと言った時、嫌な顔しなかったし、好感度も下がらなかった。むしろ上がったんだ。

　楽しみたいんだ。

　そう思ったら、熱い気持ちが込み上げてきた。俺にできることは、ちっぽけな事だけど一つある！

「頑張れ[image: ][image: ]っ!!」

　今日一っていうくらいの大きな声援。それを雪村さんに向かって放つ。すると、その声に気付いてくれたのか、雪村さんの視線がこちらを向いた。

　ほんの少しの間だった。雪村さんは再び、後ろへ視線を移すと、バトンを受け取る体勢を取る。俺たちのクラス含め、次々にアンカーへとバトンが渡されていく。それでも、雪村さんは、ただ真っ直ぐに後ろにいる走者を捉えていた。

　そして──。

　バトンを受け取った雪村さんは、顔を前へ向けると、勢いよく走りだした。

　一生懸命な表情で、精一杯走るその姿。

　ふと、練習の時の言葉を思い出す。

『あはは……何て言うか、桐崎くん達に、マジな顔とか見せられないし。それに髪型とかも崩したくないなって』

　いつもちゃんとセットされた髪型も崩れている。前の人に追いつこうと、必死になっている。俺はその姿をただ、声援という形で精一杯応援した。

　嬉しかった。心の奥底から熱いものが溢あふれてくる。頑張ってる人って、やっぱりカッコいい。そう強く思った。

　しかし、結果は変わらず。俺たちのクラスは二位。雪村さんのクラスは六位という形で終わった。

　高校生初の体育祭。自分の出る種目も終わり、ちょっと脱力感。テントに戻ると、クラスメイトは、二位という輝かしい結果にハイタッチで喜び合っていた。勝負に厳しい美来もいい笑顔だ。

　一年の学年種目が終わると、次は二年生の学年種目が始まった。少しの間、一年生には暇ができる。

　いいタイミングだし、トイレを済ませておこう。

　そう思い、テントを出る。そして、渡り廊下から校舎へ入ろうとした時だった。後ろから声をかけられた。

「桐崎くん」

　振り向けば、そこには雪村さんがいた。眉を八の字にして、どこか落ち着きがない。

「どした？」

「ありがと。嬉しかった」

　そう言って照れ臭そうに笑う雪村さん。応援のことだろうか。俺も嬉しかったからな。自然と笑みが浮かんだ。

「ナイス本気！　カッコよかったよ！」

　言った後に少し恥ずかしくなる。それを隠すようにサムズアップすると、雪村さんは小さく頷いた。

「本気出して良かった。なんかその……心が軽くなりました」

「そっか！　やっぱ全身全霊！　本気は大事だね」

　再び笑顔で言ってみる。すると、雪村さんは少し口角を上げた。

「なに？　その上から目線」

「あはは……ごめん。調子乗りすぎた」

　後頭部をかきながら苦笑い。すると、雪村さんは眉を八の字にして、上目遣いをした。

「ふふ、冗談です。でも……本当に嬉しかった。なんだろう、桐崎くんのせいで、私が私じゃなくなるみたい……。変わるのも悪くないなって思っちゃった」

「うん、きっと良い風に変わってるよ」

　良かった。雪村さんが変わっていくことに、嬉うれしさを覚えている。なぜか、俺も他人事とは思えないくらい嬉しい。

　思わず上がる口角。すると、雪村さんは頰を膨らまし、腰に手を当てる。

「あー！　また上から目線！」

「ご、ごめん！」

「ふふ、変なの。あ、もし私が変な風に変わっちゃったら、その時は責任、取ってくださいね？」

「え？」

「よろしくでーす」

　雪村さんはそう言うと、俺が言葉を返す前に走り去っていった。遠くなっていく後ろ姿。その頭上の好感度は75にまで上がっていた。

　責任……か。どんな形で取らされるのだろうか。ちょっと不安だ。でも、本当に良かった。みんなで楽しんでこその祭りだから。
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　体育祭も無事終わり、安心感と解放感を嚙かみしめる今日この頃。吹く風は少し肌寒いけど、どこか心地よい感じがする。こんな日は、九く条じようさんと寄り道をしたくなる。

　というわけで、帰りのホームルームも終えた俺は、早速六組へ向かおうとする。すると、後ろから首に腕を回された。

「うっ……！」

　かなりの力。そしてこの容赦のなさ。振り返ることなく、美み来くだと分かった。

「ギブギブ！」

　このまま耐え続けたら死ぬ！　刻まれた本能に従いタップすると、きつく締め付けられていた腕が、するりと抜けた。

「なにすんだよ……」

　ため息をつきながら、振り返る。そこには、歯を見せて無邪気に笑う美来がいた。

「あんさ！　体育祭も終わったし、パーッとパーティーしようよ！」

「パーティー？」

「そそ！　みんな呼んでさ、なんかワチャりたくない？」

「なるほど……。いいね！」

　名案だなとサムズアップしながら答えると、美来もサムズアップを返してくる。するとそこに、春はる輝きもやってきた。春輝が微笑ほほえむと、美来はさらにテンションを上げて、春輝にも話を振る。

「春輝もさ、騒ぎたいよね？」

「ん？　そうだな」

　美来のよく分からないテンションにも柔らかな笑みを向ける春輝。すると美来は、満足そうに頷うなずく。そして、顎に手を添えて、眉をつり上げた。

「この時期だしねぇ……。んー……んっ！　ハロウィンパーティーとかよくない？」

「おお！　いいじゃん！」

　思わず食いついてしまった。すると、美来は悪戯いたずらっぽい笑みを見せる。

「お菓子いっぱい用意してさ！　仮装とかもしちゃおうよ」

「はは、美来はお菓子食いたいだけだろ」

　春輝が微笑みながら突っ込む。すると美来は、照れたような笑みを浮かべながら後頭部をかきはじめた。

　お菓子……そして仮装か……。九条さんが仮装したら……。って、いかんいかん！　何、変なこと考えてんだ俺は！

　無意識に浮かんでくる邪念を振り払おうと首を振る。すると、美来が俺の肩を小突いてきた。

「んじゃ冬とう馬まはさ、九条さん誘ってきてよ。よろしく！」

「おう！」

　勿もち論ろん、誘うつもりだった。それでも、美来からそう言ってもらえるのは嬉しいな。美来からすれば、ただ友達を誘おうとしただけかもしれないけど、なんというか仲が定着してるなって思えるのがとても嬉しかった。

　そんな思いもあり、思いっきり歯を見せて返事をすると、俺達三人の輪に五いつ美みが割り込んできた。

「おっ！　なんか面白そうな話してんな！」

「げっ……」

　無邪気な笑みを見せる五美。それとは対照的に、苦虫を嚙み潰したような顔をする美来。そんな美来の様子に気付いていないのか、五美は笑顔のまま質問を投げてきた。

「んで、なにすんのよ？」

「ハロウィンパーティー！」

　俺がそう答えると、五美は目を輝かせる。

「おお！　マジで？　俺も行く行く！」

　五美が脇を締め興奮気味に言うと、美来がため息をつく。

「はあ……なんか嫌な予感しかしないんだけど。ま、いっか！　五美、お菓子沢山持ってきてよね」

　そう言って美来が人差し指を五美に向ける。それに応えるように五美は嬉しそうに深く頷いた。すると、春輝が顎に手を添えながら話に入る。

「となると、九条さん誘えたとして男子三人、女子二人か。折せつ角かくだし、如月きさらぎさんを誘ってみるのもいいんじゃないか？」

　そう言って優しく微笑む春輝。正直、春輝の口から如月さんの名前が出るとは思わなかった。横にいる美来も、驚いているのか口を小さく開けている。

「うひょー！　最高じゃん！　誘おうぜ！」

　更にその横の五美はこの通り。すると、春輝は俺と美来の表情を読み取ってなのか続ける。

「ほら、九条さんさ、俺達と一緒にいる時間が増えてるだろ？　その分、如月さんは九条さんと一緒にいられる時間が減ってるだろうしさ。まあ、あえて俺らと別々の付き合いしなくてもいいだろ？」

　なるほど、確かにそうかもしれない。如月さんは中学のころからずっと九条さんと仲良くしてるから、一緒にいられる時間が減って寂しい思いをしているかもしれない。

「分かった！　九条さん誘うときに如月さんにも声かけてみる！」

　そう言うと、春輝は満足そうに頷いてくれた。その横では、美来も微笑みながら頷いてくれる。すると、五美が俺の肩に力いっぱい手を叩たたきつけてきた。

「桐きり崎さき……これは決してミスの許されないミッションだ……。必ず成功させろよ」

　眉をつり上げ、渋い声で言う五美が、顔を近づけてくる。

「お、おう……！」

　というわけで早速、六組前にやってきた俺は、九条さんと如月さんの名前を呼んでみる。

「九条さん！　如月さん！」

　すると、九条さんはこっちを向くなり、メーターを真っ赤にして俺の元に来てくれる。如月さんは、自分も呼ばれたことを不思議に思っているのか、顔に疑問を浮かべながらやってきた。

「どうしたの？」

　今日も楽しそうに笑みを浮かべる九条さん。その横では、腕を組んだ如月さんが片方の眉をつり上げていた。

「何の用？」

「いや！　今さっきさ、みんなでハロウィンパーティーをやろうって話になって。九条さんと如月さんもよかったらどうかなって」

　如月さんの圧に若干怯ひるみながら誘ってみる。すると九条さんは、胸の前で手を合わせると、目を輝かせた。

「行きたい！」

　可愛かわいすぎる。上がるメーター。心臓は跳ね上がるし、やっぱり俺は君が好きなんだなって、再認識できる。

　すると、その横にいる如月さんは、目を逸そらしながら小さい声で疑問を投げてきた。

「ま、まあ、いいけど。で、でもいいの？　あたしも行って。あれでしょ？　あんたの幼おさな馴な染じみとかの集まりでしょ？」

「うん、大丈夫！　春輝が如月さんも誘おうって言ってくれてさ！　九条さんとの時間が減って寂しいかもみたいな」

「は、はあ？　別に寂しいとかないから！　……まあ、みんなが良いって言うなら、いいけど」

　そう言って、顔を真っ赤にしながら目を逸らす如月さん。恐らくこの口ぶりからして、如月さんはずっと俺たちに気を遣っていたんだろう。九条さんが俺達と関わるようになって、今までより減ってしまった時間。でも、それをとやかく言うことなく、ずっと見守ってくれていたのだろうな。

　横にいる九条さんも嬉しそうだ。もっと早く気付くべきだった。なんであえて如月さんは別グループの人みたいに分けていたんだろう。別のクラスで関わる機会が少ないから。そう言ってしまえばそれまでだけど、九条さんの大切な友達なんだ。

「それじゃあ、また色々決まったら連絡するね。あ、美来が沢山お菓子持ってきてほしいらしいから、そこはよろしくね」

　冗談っぽく言ってみる。すると、九条さんは満面の笑みで頷いてくれて、如月さんは眉を八の字にしながら口角を少しだけ上げていた。そして、好感度を２ほど上げてくれた。

　と、その時だった。

「やっほ！　なんだか楽しそうな話ですね！」

　突然、後ろから聞き覚えのある声が飛んでくる。勢いよく振り返れば、可愛らしい笑顔を振りまく雪ゆき村むらさんがいた。

「あ！　雪村さん！」

「九条さん、やっほ！　それよりなんですか？　お菓子沢山って！」

　笑顔を崩さない雪村さん。これは早く詳細を言えと脅迫している気がする。

「いや……！　ハロウィンパーティーをしようってなってて、それで今、九条さんと如月さんを誘ってたところ」

　口角を引きつらせながらそう言うと、雪村さんは大おお袈げ裟さにハッと息を吞のんで、口元に手を当てる。

「ええーっ！　すっごく面白そうじゃないですかぁ！　いいなぁ」

　そう言ってチラチラと九条さんの方へ、視線を送る雪村さん。すると、九条さんはそれに釣られてしまったようで、俺の目を捉える。

「桐崎くん、雪村さんもいいよね？」

「うん！　勿論！　如月さんもいいかな？」

　断る理由なんてない。俺的には大歓迎なのだが、周りも同じとは限らない。特に如月さんなんて、雪村さんとの関わりが薄いし。

「まあ、あたしは誘われた側だから、とやかく言わないよ。それよりも、あんたの幼馴染二人に言った方がいいんじゃない？」

「確かに……。ちょっと聞いてくるね」

　さすがは如月さんと思いながら手を挙げると、九条さんが小さく頷いてくれた。それをしっかり目に収めた俺は、自分の教室へ。すると、眉間にしわを寄せた美来が、腰に手を当てて不機嫌そうなオーラを出していた。

「遅い！」

「え、いや、ごめん」

「誘うだけでしょ？　まさか……じゃれあってたんじゃないでしょうね？」

「い、いや、違うから！　如月さんもいるし、するわけないだろ」

　目を細め、顔を近づけてくる美来。その圧に、口角を引きつらせていると、救世主春輝が間に入ってくれた。

「それでどうだった？　如月さんも誘えたのか？」

「あー、うん！　九条さんも如月さんも誘えた。あっ、それとさ、雪村さんにも会って、誘いたいんだけどいいかな？」

　少し申し訳なさを出しつつ言ってみる。すると、美来の動きが止まった。それとは対照的に五美の動きが活発になる。

「うおおおおお！　マジで!?　希のぞみちゃんも!?　桐崎ー！　よくやった！」

　よほど嬉うれしいのか、俺の襟を摑つかんで揺らしまくる五美。そして好感度を一気に５も上げる。九条さんと如月さんを誘うときには変動はなかったのにな。どうやら、五美は雪村さんのことが好きなようだ。すると、口角をぴくぴくと引きつらせた美来が割り込んでくる。

「い、いや、それだとさ、あれじゃない？　ほ、ほら、男女比！　男女比が合わないみたいな？」

　必死に笑顔を作ろうとしているが、あまりにも不自然な美来。五美とは対照的に、美来は雪村さんのことが苦手のままらしい。

「それにさ、ほら……」

　言葉を探しているのか、視線を斜め上に飛ばしながら固まる美来。すると、春輝が困った顔を俺に向けた。

　おそらく、初めて会った時からずっと、美来は雪村さんに嫌なイメージを持っているのかもしれない。なんというか、雪村さん自身が女子に好かれにくい属性というか……。俺も最初は苦手とまでは言わないけど、つかみどころのない人だなと思っていたしな。それでも、話してみれば誰よりも分かりやすい人だなと思うし、良い人だと思う。

　というか、もしかすると……これはチャンスかもしれない。ハロウィンパーティーを通じて、みんな仲良くなれる機会だ。

「ほ、ほら！　雪村さんもお菓子いっぱい持ってきてくれるだろうしさ！　人数は多いほうがいいでしょ！」

　お菓子で釣ってみる。しかし、上手うまくいくはずもなく、美来は腕を組んで渋い顔をする。すると、それを見た五美が大きなため息をついた。

「何がそんな嫌なんだよ。希ちゃんいたら最高だろうが。七なな瀬せもそう思うよな？」

　その言葉に美来がギロリと春輝を睨にらむ。

「い、いや……。まあ最高かは置いておいて……俺としては、みんなで楽しくできればって感じかな」

　口角を引きつらせながら、恐る恐ると言った具合に美来へ視線を向ける春輝。すると美来は観念したのか、ため息をついた。

「はあ……分かった分かった。んじゃ冬馬、よろしく。お菓子いっぱいよろしくって伝えておいてね」

　そう言って最後は眉を八の字にして微笑ほほえんだ美来。その表情に春輝と五美も安心したような表情を浮かべていた。




　無事、話も区切りがつき、再び六組前へ行く。すると、九条さん、如月さん、雪村さんの三人は、教室内でお喋しやべりをしていた。

「おまたせ」

　話に割り込むのも申し訳ないと思いつつ、声をかけてみる。すると、雪村さんが眉をつり上げながら、こっちを向いた。

「あー、もう遅い！　レディーを待たせるなんて、紳士失格ですよ」

「ご、ごめん」

　思わず謝ってしまった。九条さんは困っているのか、苦笑い。如月さんは呆あきれた様子で小さなため息をついていた。

「それで、どうだった？」

「オッケーだって！　美来がお菓子いっぱい持ってきてだとさ」

「了解でーす！」

　そう言って、嬉しそうに敬礼のポーズを取る雪村さん。やっぱり分かりやすい人だなと思った。すると、如月さんは教室中央に向かって歩き出した。

「それじゃあ、決まったらまた連絡してね。桃もも華か、また明日ね」

「うん、バイバイ！」

　九条さんが小さく手を振ると、雪村さんも教室を出ていく。

「それじゃあ、よろしくでーす！」

　楽しそうだな。そう思いながら手を振ると、雪村さんはニコッと微笑んで去っていった。雪村さんを見送り、九条さんへと視線を移す。すると、眉を八の字にした九条さんが俺の右手をつまんだ。

「一緒に帰ろ」

「う、うん！」

　なんなんだ、この胸の高鳴りは。握られるのとは違ったこの感触。九条さんの顔を見ると、頰ほおが少し赤くなっていた。そして、メーターも赤くなって、天井を突き抜けている。

　触れたい。そんな思いが出てくる。

　いかんいかん……人の目の前だぞ……。最近、すぐに手が出そうになってしまう。九条さん可愛いなと思う度に、触れたくなってしまうのだ。だが、そんなことではケダモノ同然だ……。如月さんに会った時のことを思い出す。そう、俺は九条さんを大事にしなきゃなんだ。

　深呼吸を一回。そして、九条さんの手をそっと放す。すると、九条さんが心配そうな表情を浮かべた。そして、メーターを下げてしまった。

　俺が不ふ甲が斐いないあまりに、九条さんのテンションを下げてしまったようだ……。もっとしっかりしないとな……。




　九条さんと並んで歩く帰り道。人一人分の間隔を空けて歩く俺たちは、ハロウィンパーティーについての話をしていた。

「桐崎くんは、どんなお菓子持っていくの？」

「んーどうしようかな。考え中かな。九条さんはもう決めてたりするの？」

　同じ質問をしてみる。すると九条さんは、目線を下に向けたり、こっちを見たりと、やけに忙せわしくなる。その様子を不思議に思っていると、九条さんは困り眉を作って話し始めた。

「あの……こういうのに手作りとかっておかしいかな？」

「手作り？」

　そう聞き返すと、激しく何度も頷うなずく九条さん。

「うん！　良いと思う！　え、九条さんお菓子作れるの？」

「あ、えっとね……作れるってほどでもないの。この前、友達とクッキーづくりして楽しかったから、桐崎くんにも食べてほしいなって」

　そう言って最後に、顔を真っ赤にしてチラチラと俺を見る九条さん。その様子があまりにも可愛かわいすぎて、思わず唇を結んでしまう。

「食べる食べる！　なんなら、全部俺が食べる！」

　鼻息荒く脇を締めながら言うと、九条さんは驚いてしまったのか、引いてしまったのか、表情が固まってしまった。しかしメーターは満タンになるまで上昇している。間違ってはいなかったようだ。

　すると、口角を少し上げた九条さんは、視線を下に落としながら小さく頷いた。

「うん、沢山作ってくるね」

　その言葉が嬉しくて、思わず微笑んでしまう。俺が食べたいって言ったら、作るって言ってくれる。俺だけの……彼氏だけの特権なのかなって思うと、とても満たされた気持ちになれる。

　そして、気付けばもう分かれ道。足を止めると、九条さんも立ち止まって俺の方へ体を向ける。その表情は、いつも通り八の字になった眉。いつもどこか困ってそうな、照れてそうな顔で、見る度に好きだなと思ってしまう。

「ばいばい」

「うん、ばいばい」

　小さく手を振る九条さん。俺も小さく手を振ると、九条さんは俺に背を向けた。どんどん遠く小さくなっていく九条さんの後ろ姿。その物理的な距離に比例するかのように、九条さんのメーターはどんどん下がっていく。

　今、九条さんを呼んでみたら、メーターは上がってくれるかな。そんな思いが溢あふれてきて、右手を口元に添える。

「九条さん！　またね！」

　声が届くと、振り向くよりも先にメーターを真っ赤に染める九条さん。体をこちらに向けると、大きく手を振ってくれた。

　遠くにいても心は近くにあるのかな。そんな歌のワンフレーズのようなことを思ってしまった。




　翌日。今日は土曜日、つまりは、ゆっくり休める日……のはずなのだが、朝早くから美来の呼び出しを食らっていた。時間は朝八時。俺と春輝と美来は、春輝の部屋でハロウィンパーティーの作戦会議を開いていた。

「ちょっと、二人ともシャキッとしなさいよ！」

　俺と春輝が同時に欠伸あくびをしてしまったせいか、眉をつり上げる美来。俺からすれば、こんな朝早くから話す理由が分からない。

「なあ、こんな早く集まることあったか？」

　不満げな顔をして聞いてみる。すると美来は、眉間にしわを寄せて腕を組んだ。

「あのね、私は冬馬と違って忙しいのよ。十一時から美容院だし、その後は友達に女子会とかいう訳わかんない会に呼ばれてるし。一日ゲームや漫画、九条さんの妄想をしている冬馬とは違うのよ！」

「は、はあ？　妄想とかしてないし！」

　実はしている。だが、そんなこと恥ずかしくて肯定できない。と、美来と口くち喧げん嘩かに近い言い合いをしていると、春輝が手を二回叩たたく。

「はい、そこまで。折せつ角かく早く集まったし、早く話そう」

「はい……」

　美来と一緒に眉尻を下げて反省。ここからは春輝の進行でハロウィンパーティーの計画について話し合った。

「んじゃ、場所は美来の家でいいとして、仮装については父さんの友達に聞いてみる」

「了解！」

　思ったより早く決まった。とはいえ、最初からそんな複雑な要素はない。美来の家は大きな屋敷みたいな感じで、大人数が入れる部屋がある。そして仮装については、春輝の父さんの友達が仮装パーティーを毎年する人だそうで、もしかしたら借りられるかもしれないとのことなのだ。

　さて、もう帰れるかな。そう思った時だった。胡坐あぐらをかいている美来が顎に手を添えて難しい顔をしだした。

「まだ足りないね。折角のハロウィンパーティーだし……。んー……。あっ！　あれ用意しようよ！　でっかいカボチャ！」

　目を輝かせながら人差し指を突きたてる美来。春輝も名案と思ったのか、「おぉ」と声を漏らしていた。

「いいね！　雰囲気出るな」

　俺もあった方がいいなと思った。すると美来は、ニヤリと口角を上げると、俺の肩に手を乗せる。

「んじゃ、この仕事は冬馬に任せるわ。冬馬だけノージョブだったしね」

「えっ、マジで？」

「マジマジ。んじゃよろしくー」

　というわけで、仕事が一つできた。まぁ場所と仮装について、美来と春輝に動いてもらってるしな。俺も何かしないといけないよな。

　そして家に帰った俺は、さっそくカボチャについて調べてみる。スマートフォンでインターネットを開いて検索してみると、通販のサイトが沢山出てきた。

　へえ……大きさとかもいろいろあるんだな。てか、結構高いな……。それに通販とかちょっと怖いしなー。んー。

　と、リビングで頭を抱えていると、足音が聞こえてきた。その音に釣られるように顔を向ければ、眠そうに目を擦こする母さんがいた。

「あれ？　美来ちゃんのとこ行ったんじゃないの？」

「もう終わった。あ、てかさ、母さん聞いてよ」

　そう言うと、母さんは顔に疑問を浮かべながら、近くにやってくる。

「今度さ、みんなでハロウィンパーティーをやろうってなってさ。なんかよくあるカボチャあるじゃん？　あれを用意しようってなったんだけど、通販ばっかでさー。それに、そこそこ高いのよ」

　半分愚痴のようなことを言うと、母さんがどうでもよさそうな顔をする。すると突然、何かを思い出したかのように目を見開いた。

「あっ、そういえば、八百屋さんに置いてた気がするわ。ほら、昔からよく行ってる」

「お！　マジで!?」

　昔から母さんがよく行ってる八百屋さん。愛想の良いおじちゃんと優しそうなおばちゃんの二人で経営していて、俺も小さい頃は一緒に行っていたっけ。

「そうそう。確か去年も見たような気がするから、まだあるんじゃない？　もしかしたら安くしてもらえるかもよ？」

「ありがとう！」

　これはいい情報を手に入れてしまった。そして安く手に入れるチャンス。昔からの長い付き合いだし、チャンスはあるだろう。とはいえ、付き合いがあるのは母さんの方だしな……。少し不安だ。

　しかし、一筋の光が見えたのだ。まずは行動あるのみ。早速、財布だけ準備をして八百屋さんに向かうことにした。




　勢いだけで来てしまったが、意外と道は覚えていた。大きくなってからは、通らなくなった道。あの頃から変わってしまった場所もあるけど、ところどころの変わっていない景色に、懐かしさが蘇よみがえる。

　そんな気持ちに浸りながら、たどり着いた八百屋さん。店前には、見覚えのあるおじちゃんが腕を組んで立っていた。ちなみに好感度は30を示していた。

　あまり関わりのない人と同じ数値か。ちょっと残念。とはいえ、関わりがあったのは昔のことだし、そんなもんなのかもしれない。

　気を取り直して、おじちゃんに近づく。すると、おじちゃんは俺に気付いたのかこっちを向いた。そして目を細めると、急に目と口を大きく開けた。

「あれ？　もしかして桐崎さんのとこの坊ちゃん？」

「え！　あ、はい！」

　そう返事すると、おじちゃんは歯を見せる。その際、好感度が急に60にまで上がった。

　ん!?　これはどういうことだ？　好感度が爆上がりしたんだが？　それに60ってそこそこ高いぞ。

「いやー大きくなったな。もしやと思ったら、そのまさか！　んで？　お使いかい？」

「あ、いえ！　ちょっと聞きたいことがあって来ました」

　まさか……か。そりゃそうだよな。もう何年も経たってるし。ん？　もしかするとこれって……。確かこの好感度って、【他人の自分に対する好感度】だったっけ。最初、おじちゃんの俺に対する好感度は30。それは俺を【桐崎冬馬】として認識していなかったから、関わりのない他人と同じ数値だったのかもしれない。そして、俺が母さんの息子だと分かった途端に数値が変動したのは、好感度が上がったわけじゃなくて、元々の俺に対する好感度に修正されたということなのでは？

　よく分からない考察をしてみる。まあ、これが分かったからと言って、何がどうなるわけでもないけど。しかし、好感度60。これはもしかすると、母さんの言う通り、交渉次第ではカボチャが安く手に入るかもしれない。

　高まる期待。これでハロウィンパーティーを盛り上げることができる。そんなことを考えていると、おじちゃんが再び歯を見せる。

「おう。んで、どうしたよ？」

「あの！　ハロウィン用の大きなカボチャが欲しいんですけど」

　そう要望を伝えると、おじちゃんは腕を組んで眉を八の字にする。

「あぁ、あれか……。悪いな。ちょっと前に全部売れちゃってよ。んー、今年はもう仕入れないかな」

「え……そうなんですか？」

　一気に希望が崩れ去った。売り切れなんて、全く考えていなかった。頭の中で勝手にシミュレーションしていた交渉。もう、いかに安くしてもらうかばかり考えていた俺には、大打撃だった。

　がっくりと肩を落とす。するとおじちゃんは、またも歯を見せる。

「まあ、そんな落ち込むことないって。俺の知り合いに、そのでっかいカボチャを栽培している人がいるから、行ってみるといい。もしかしたら分けてくれるかもしれん」

「え！　本当ですか？」

　希望がつながった。そのあまりの嬉うれしさに前のめりになると、おじちゃんは難しい顔をする。

「んまあ、しかしちょっと気難しい人だからな。とりあえず俺の知人ですと言えば、話くらいは聞いてもらえるかもな」

「ありがとうございます！」

「おう。っと、ちょっと待ってな」

　そう言っておじちゃんは店の奥へと消える。そして十数秒ほど待つと、一枚のメモ用紙を持って戻ってきた。

「これが住所。後は頑張んな」

「ありがとうございます！」

　お礼を言いながら紙を受け取る。すると、おじちゃんは満足そうに笑ってくれた。

「んじゃ、またお母さんによろしく言っておいてな」

「はい！　本当にありがとうございました」

　いやー親切な人で良かった。でも、これも好感度が高かったお陰かもしれない。低かったらここまでしてくれただろうか……？　あのおじちゃんならするかもしれないな。

　早速、スマートフォンを手に取り、地図アプリに住所を打ち込む。距離としては、そんなに遠くない。お昼ご飯の時間までそんなに長くないが、また無くなってるみたいなのも困るから、このまま向かうことにしよう。

　そして歩くこと数十分。やっと目的地についた。昔ながらの家といった感じの、ブロック塀に囲まれた平屋。近くには畑があるが、カボチャの姿はなかった。

　入り口である引き戸の目の前に立ち、小さなボタン式のチャイムを鳴らす。すると、中から綺き麗れいな白髪のおじいさんが出てきた。ちなみに好感度は30。

「ん？　どちらさん？」

　どこか不機嫌そうだ。しかし、怯ひるんではいられない。

「こ、こんにちは。僕、桐崎冬馬と申します。八百屋の高たか橋はしさんの紹介で、大きなカボチャを栽培されていると聞いて来ました」

　緊張で頭が真っ白の中、用件を伝える。すると、おじいさんはこれ見よがしに、大きなため息をついた。そして好感度を15にまで下げる。

「はあ……あんたいきなりやってきて何だね？　帰んな」

「え、あ……すいません……」

　急いで謝る。しかし、おじいさんは更に好感度を10にまで下げる。

「帰れと言っとる」

「す、すいませんでした」

　謝っても好感度が下がってしまう。これでは、ここからカボチャを譲ってもらう話に持っていくのは厳しいだろう。

　言われた通り、引き返す。八百屋のおじちゃんが気難しい人と言っていたが、ここまでとは……。話くらい聞いてもらえると思ってたのに、それすら叶かなわなかった。

　また振り出しだ。落ち込む気持ちを引きずって家に帰る。すると、母さんが「どうだった？」なんて聞いてきた。それに対して、起こったことを話せば「まあ諦めな」と半笑いで言われてしまった。




　そして、何も打開策が浮かばないまま迎えた月曜日。お昼の調達にと購買へ向かいながら、もう通販で買うしかないのかと考える。すると、後ろから背中をはたかれた。

「やっほ！」

　振り返れば、楽しそうな笑みを浮かべる雪村さんがいた。

「やっほ」

　同じ挨拶を返す。すると、雪村さんは目を輝かせながら前のめりになる。

「あれ、今どんな感じ？　ハロウィン！」

「あぁ……まあ結構進んでるよ」

　カボチャ以外は。と、ぎこちない笑みを浮かべると、雪村さんは顔に疑問を浮かべる。

「ん？　どうしたの？」

「え？　あぁ……ちょっと困りごとがあって」

　雪村さんに話してもどうしようない自分の問題。でも、話してしまった。すると雪村さんは、ふむふむと何度も頷うなずく。そして、眉をつり上げて、自信ありげな表情を浮かべた。

「桐崎くん、いい考えがあります！　私に任せてもらっていいかな？」

「え？　いい考え？　何するの？」

「ふふ、ひ・み・つでっす！　それじゃあ、またねー！」

　そう言ってどこかに行ってしまった雪村さん。任せてとは言ってたけど、丸投げしちゃって良いのだろうか？　いや、俺は俺で考えないといけないよな。




　そして迎えた放課後。帰り支度を済ませた俺は、九条さんに会いに六組前に来ていた。そして、九条さんを呼んでみる。もう声を張ることにも慣れてきたものだ。いつものように笑顔で振り向く九条さん。すると、珍しいことに如月さんも一緒にやってきた。

「あ、桐崎。ちょっと帰っちゃう前に、一個いい？」

「ん？　何？」

「ハロウィンパーティーだけどさ、あたしたちは特に用意することない感じでいいの？」

「うん、大丈夫！」

　と言ったものの大丈夫ではない。やはりカボチャが頭をよぎる。

「そ、ならいいんだけど。なんか悪いね。任せっぱなしで」

　そう言って、眉を八の字にする如月さん。普段は、眉をつり上げているイメージが付いちゃってたけど、最近はこんな表情もよく見る気がする。好感度がだいぶ上がったおかげなのかな。

「全然おっけー！　任せて！」

　嬉しくなってしまって、思わず大おお見み得えを切ってしまった。すると、如月さんは鞄かばんを背負いなおして、俺の横を抜けていく。

「それじゃ、土曜日よろしくね。桃華、また明日」

　そう言って、どこか楽しそうに微笑ほほえんだ如月さんが小さく手を振る。九条さんも手を振り返して如月さんを見送ると、今度は俺の目を捉える。

「帰ろっか」

「うん！」

　また触れたくなる。教室内にはまだ沢山人がいるのに、そんな欲望が湧いてきてしまうのだ。そして校門を抜けた俺は、我慢できずに九条さんの手を握る。すると、目線を下に向けたまま、口角を上げる九条さん。メーターは天井を突き抜けていた。

「パーティー楽しみだね」

　小さな声で、独り言のように話を切り出す九条さん。目線は落としたままで、俺の方を見てくれない。

「だね。ハロウィンパーティーは初めてなんだよね」

「そうなんだ。私は……大人数で集まったりするのも初めてだから、すごい楽しみなの」

　そう言って、やっとこっちを見てくれた九条さんは、照れたような笑みを見せてくれた。そして、また視線を落とすと、何かを思い出したのか楽しそうに笑いだす。

「ふふ、結ゆ衣いちゃんも凄すごく楽しみにしてたよ。桐崎くんの前だと普通にしてるけど、お菓子とかどうする？　ってすごい楽しそうにしてたの」

「そっか！　良かった」

　誘ってよかった。この九条さんの笑顔を見るだけで、如月さんがどんな表情をしていたのかが想像できてしまう。

　零こぼれる笑み。すると、九条さんも歯を見せて笑顔を返してくれる。二人での帰り道。二人で笑顔を向け合う度、ちゃんと俺たちは付き合えているんだなって、そう思える。それが嬉しくて、握った手に力が入ってしまう。すると、九条さんもしっかり握り返してくれた。そしてまた、視線を下に向ける。

「クッキー作ることにしたの」

「楽しみ」

「うん」

　少なくなっていく言葉。でも、それが変に心地よくて、アスファルトに擦れる靴の音すら気持ちの良い音に感じた。

　そしていつもの分かれ道。ゆっくりと手を放すと、九条さんは小さく手を振る。

「ばいばい」

「うん、また明日」

　手を振り返すと、背を向ける九条さん。その後ろ姿を見つめていると、また欲望が溢あふれてくる。抱きしめたくなってしまうのだ。でも、我慢。欲望のままに動いちゃいけない。

　首を振り、俺も帰路に就く。しばらく歩いて家の近くまで来ると、スマートフォンの着信音が鳴った。いったい何事だと思いながら取り出すと、雪村さんからLaINの着信が来ていた。

　何気に雪村さんとの通話は初めてだ。そう思いながら電話に出る。

「もしもし？」

「あ、もう！　ワンコールで出てよね、もう！」

「いや……コールセンターじゃないんだから……」

　よく分からない要望。雪村さんの思い通りに動ける人なんて、いないのではないだろうか。と、それは置いておいて。

「それで、急にどうしたの？」

「ふふーん。今から学校近くの公園あるでしょ？　そこに来て！」

　なぜか誇らしげな口調の雪村さん。わざわざ電話するほどだし、よほどのことだろうか。

「うん、分かった」




　というわけで学校近くの公園にやってきた。すると、すぐに雪村さんを見つけることができた。目が合うと、腕を高く上げて、手をひらひらと振る雪村さん。そして、その足元には、オレンジ色の大きなカボチャが置いてあった。

「え！　雪村さん、これどうしたの?!」

　近くまで行って開口一番、カボチャについて尋ねる。すると、雪村さんは、腰に手を当てて不機嫌そうに口を尖とがらせる。

「もう！　私よりまずカボチャなの？」

「いや、そりゃ気になるよ！」

　と思ったことをそのまま言うと、雪村さんが大きなため息を一つ。しかし、それもすぐに自慢げな表情に変わった。

「桐崎くんが攻略失敗したあのおじいさん、すぐにカボチャくれたよ？」

「えっ!?　あの人が!?」

　変に低い声が出る。すると、俺のリアクションに満足したのか、雪村さんは目を細めて、口角を思いっきり上げる。

「ふふ、そうだよ。桐崎くん知らないの？　人にお願いするときは、ちょっと体の向きを斜めにして、上目遣いをしながら、甘い声を出せばいいんだよ？　そしたら何個でもどうぞーって言ってもらえるよ？」

「い、いや、それできるの雪村さんだけだから。って、それよりも考えがあるって、そういうことだったの？」

　少し申し訳ない気持ちが出てきた。俺が九条さんとの帰り道を楽しんでいる中、雪村さんは、動いてくれていたのだ。

「そうだけど？　ふふ、感謝してね？」

「うん、ありがとう」

　そう言うと、雪村さんは唇を結んで固まってしまった。その様子を不思議に思っていると、雪村さんは突然そっぽを向く。そして、あちこちに視線を飛ばし始めた。

「ま、まあ、折せつ角かく誘ってもらえたし、これくらいは……」

「いや！　本当に助かった！　本当ありがと！」

　これでもかと念を押すようにお礼を言う。これで、必要なものが揃そろったのだ。引っかかっていた不安が消えてくれたのが嬉うれしかった。

　すると、雪村さんは眉を八の字にして、俺の目を捉える。

「私、役に立てたかな？」

「勿もち論ろん！　これで盛り上がること間違いなしだよ！」
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　脇を締めながらそう言うと、雪村さんは嬉しそうに微笑んでくれた。そして好感度を２ほど上げてくれた。しかし、それも一瞬。すぐに含みのある、怪しい笑みを浮かべる。

「それじゃあ、これは桐崎くんにあげます！　ちゃーんと管理してね？　よろしくでーす」

　そう言って、スキップのような足取りで去っていった雪村さん。なんというか、相変わらずだなと思ってしまった。




　そして、とうとう週末がやってきた。十月最後の土曜日の昼下がり。俺は、九条さん、如月さん、雪村さん、そして五美を迎えに行く為ため、学校近くの公園に来ていた。相も変わらず指定時間よりも早く来てしまう俺。みんなに会えることを楽しみにしていると、俺の名前を呼ぶ声が飛んできた。顔を向ければ、私服姿の九条さんと如月さんがいた。二人の肩にはトートバッグがぶら下がっていて、沢山のお菓子を用意していることがうかがえた。

「桐崎くん、待った？」

「全然！　てか、休日に如月さんに会うのは初だね」

「まあ、そりゃ」

　いつも制服姿しか見てなかったから、私服姿は新鮮だった。デニムのハーフパンツにグレーのパーカーという、男子もしそうな服装。九条さんはイメージぴったりの、袖にボリュームのあるネイビー色のブラウスと、淡いオレンジ色のロングスカートだった。

　と、挨拶をかわしていると、九条さんの視線が俺の後ろの方へ移った。その先を追うように振り返ると、手を振りながら笑顔を振りまく雪村さんが駆け寄ってきた。

「おまたせです！」

　そう言って手を後ろで組んで体を少し傾ける雪村さん。相変わらずだ。若干猫かぶりなのは、如月さんがいるせいだろうか？　服装は、薄いグレーのスウェットのようなトップスに、深いエメラルドグリーンのスカートといった感じだった。

　そして最後の最後に五美がやってきた。俺たちの元に来るなり、歓声を上げる。

「うおおおお！　まさに絶景だああ！」

　歯を食いしばって、拳を震わせる五美。五美らしいなと思いつつ視線を横に向けると、九条さんと如月さんは苦笑いを浮かべ、雪村さんはどこか難しい表情をしていた。




　そして俺を先頭に歩いていき、美来の家の前へ。すると、その家の大きさにみんな驚いていた。

「浅あさ宮みやさんのお家うち、すごいね」

　九条さんが視線を上に向けながらそう呟つぶやく。そんな姿も可愛かわいいなと、頰ほおを緩めながらインターホンを押す。するとすぐに中から美来が出てきた。

「あ、やっと来た。もう準備できてるから。ささ、みんな上がって」

　美来に言われたとおり、ぞろぞろと玄関へ入っていく。この人数の靴が置かれても余裕のある広さだ。そこから、年季の入った板張りの廊下を歩いていくと、パーティー会場が姿を現す。ハロウィンという洋風イベントに合わない畳の部屋。その中央には漆塗りの長いテーブルが二つ置かれており、お菓子を載せるためであろう大きな皿が四つ並んでいた。そして部屋の隅には、あのカボチャが。

「はい！　では入場料を頂きます！」

　そう言って歯を見せる美来。その言葉をみんな察してくれたのか、お菓子の入った鞄や袋を美来に渡し始める。九条さんの分、如月さんの分、そして雪村さんが鞄を美来に渡す。

「よろしくです！」

「はい。あ、てか、普通にしてていいよ。冬馬や九条さんと話す時みたいに」

　美来が無表情でそう言うと、雪村さんは一瞬怯ひるんだような表情を浮かべた。

「う、うん！　ごめんね」

　んーちょっと複雑。美来も言い方きついしな。まあ悪意はないんだろうけど。

　と、心配していると、雪村さんが俺の方へやってきた。

「やっぱり、嫌われてるよね……」

「い、いや、まあ……なんていうか大丈夫だよ」

　ちょっと無責任なことを言ってしまったな。でも、嫌われてるまではいってないような気もする。美来は真まっ直すぐだから、嫌だったら家に招かないだろうし。

　とそんなことを考えていると、部屋の別の入り口から春輝が姿を現した。両手には二リットルのペットボトルが数本入ったビニール袋が。これで準備は万端。みんなが座布団に座ったところで、俺たちのハロウィンパーティーが始まった。

　お菓子をつまみながら、炭酸ジュースを勢いよく流し込む。すると、隣に座っている春輝が楽しそうに話しかけてきた。

「しかし冬馬、あのカボチャ、よく用意できたな」

「あ、いや用意したのは俺じゃないんだ！」

「あ、そうなの？」

　春輝が顔に疑問を浮かべると、美来が話に混ざってくる。このカボチャは雪村さんが用意してくれたんだと伝えると、二人は意外そうな表情を浮かべた。

「へえ、雪村さんには感謝だね。てか、それじゃあ冬馬は何もしてないじゃん！」

　急に怒り出す美来。その際、美来は好感度を２ほど下げた。

　いや……そんなことで下げられてもな……。まあ、今度からは何かしらの成果を出すことにしよう。

「ところで春輝の方は？」

　話を変えようと、春輝に話を振る。すると、春輝は部屋の隅っこにあるボストンバッグを指さす。どうやらあの中に仮装衣装が入っているようだ。

　それから春輝と美来とそれなりに会話した俺は、席を移るために立ち上がる。九条さんとも話がしたいのだ。如月さんと楽しそうに話している九条さん。メーターは八割くらいが満たされていて、オレンジ色だ。

「混ざってもいいかな？」

　そう言って二人の近くに座布団を置く。すると、九条さんは嬉しそうに頷うなずいてくれた。そして、メーターは一気に上昇し、満たされて真っ赤になる。

　如月さんには悪いけど、ちょっと優越感を感じてしまうな。

「これ、九条さんが焼いたクッキーだよね？」

　そう言って手作り感のあるクッキーを一つ摘つまむ。すると、九条さんは顔を真っ赤にして頷いてくれた。

　九条さんの手作り……。絶対美味うまいやつじゃん。

　喉を一回鳴らし、口へ放り込む。市販のものとは違って、完成された味じゃない。けど、やっぱり手づくりのお菓子って、それを上回る何かがあって、とても幸せな気持ちになれた。

「美味おいしい！」

　笑顔でそう言うと、メーターは突き抜ける。こんな些さ細さいな感想で高ぶってくれる、そんな姿に好きだという気持ちが溢あふれてきた。

「俺も頂き！」

　突然横から伸びてきた手。驚きながら顔を向けると、五美が九条さんの手作りクッキーを次々と口の中に放り込んでいた。

「お、おい！　なくなっちゃうだろ！」

　湧いてくる焦燥感。五美に負けまいと、俺も九条さんのクッキーを口いっぱいに詰め込んでいく。するとお約束通り、喉に詰まってしまい、九条さんに手渡されたジュースで勢いよく流し込んでしまった。

　もっと味わいたかった……。

　と肩を落とす。そして顔を上げれば、一人でポテトスナックを食べている雪村さんの姿が目に映った。視線はやや下を向いていて、どことなく寂しそうな感じがした。

　そっか。俺と美来と春輝というグループ、そして九条さんと如月さんのグループで固まっちゃってたしな。五美は……いろんなところに混ざっていける奴やつだからあれだけど、雪村さんを一人にしてしまった。

　みんなで楽しんでこそだ。そうと決まれば即行動。今度は雪村さんの隣へ移動してみた。

「やっほ」

　雪村さんの真似まねをしてみる。すると、話しかけただけなのに、雪村さんの好感度が１上がった。

　話しかけて良かった。

「なにそれ？」

「雪村さんの真似だけど」

　そう言ってからかうように笑うと、雪村さんは眉を八の字にする。しかし、それもすぐに意地悪そうな顔に変わる。

「それにしても桐崎くんもやっぱり男子だね」

「え？　どゆこと？」

　言っている意味が分からず首を傾かしげる。すると雪村さんは、更に意地の悪そうな顔をする。

「九条さんの前だと、超いやらしい顔してますよ？」

「え……マジで？」

「気付いてないの？　女子ってそういう男子の下心的なのに気付きやすいから、気を付けた方がいいよ？」

「な、なるほど……」

　さすがは学年トップクラスのモテ女子。説得力が違う。

「ほら、よく男子が胸とか足を盗み見てるのに女子は気付いてるよって話あるでしょ？　あれ本当だから。本当、タチ悪いですよね。なんか、自分は超紳士だからみたいな雰囲気出してるくせに、そういう人に限って、ちょっと隙を見せてみたら、ガン見してるし」

　突然始まった愚痴。雪村さんは雪村さんなりの苦労があるようだ。男子の良くないところとかもいっぱい知っちゃっているんだろうな。

　と、ここでふと、雪村さんと初めて会った時のことを思い出す。そういえば、雪村さんの俺への好感度は最初マイナス１００だったな……。最低値の極み。最初っから極端に低いもんだから、俺が相当なことをしてしまったのかと考えてたっけな。でも今思うと、それは全然違っていたのかもしれない。もしかすると、男子という属性補正が最初からかかってて、それにプラス、本気じゃないとはいえ、春輝に近づくのに邪魔ということで、あの数値だったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、雪村さんの話に相あい槌づちを打っていく。すると、雪村さんは最後にこう締めくくった。

「だから桐崎くんも、下心丸出しは駄目だからね？　九条さん泣かせたら、怒るから！」

「勿もち論ろん！」

　頭の中では分かったつもりでいたこと。彼氏彼女だからといって、何も考えなくていいわけじゃない。九条さんを大事にするんだ。そんな当たり前のことを、他人に言われてやっと理解できた気がした。

「ふふ、ありがとね。話聞いてくれて楽しかったよ？」

「うん、俺も。って、まだ始まったばっかじゃん。あのさ、折せつ角かくだし、美来とも話してみようよ。ああ見えて結構単純だからさ。いや、見たまんまか。ま、それはいいとして……カボチャの話になった時、美来、雪村さんに感謝してたよ」

　そう言うと、眉を八の字にして、ぎこちなく頷いた雪村さん。そして最後に、また好感度を１上げると、立ち上がって美来と春輝のところに混ざっていった。

　良かった良かった。

　ちょっといい気分。そんな気持ちに浸っていると、今度は五美が俺の元にやってきた。

「よっす」

「おお、よっす！」

　同じ挨拶を返す。すると、五美は少し気まずそうな顔で質問を投げてきた。

「希ちゃんと何話してた？」

「え？　あぁ、愚痴かな」

　と、おちゃらけて答えると、五美はぎこちなく微笑ほほえむ。

「そかそか、いやーしかし、希ちゃん、私服も可愛かわいいよな」

「え？　あーそうだね。てか五美、雪村さんと話してないじゃん。あんなに嬉うれしそうにしてたのに」

　九条さんや如月さんとは話していたのにと、疑問を浮かべる。すると、五美は重たいため息をひとつついた。

「いやーなんていうかさ、照れるっていうかさ、話せる気がしないんだよな。それになんか、嫌われてそうだし……」

　そう言ってまたため息をつく五美。普段、調子良いくせに意外と奥手というか、繊細なんだな。ってそれより嫌われてそう……か。んー果たしてどうだろうか。さっきの雪村さんの話を思い出す。まあ、五美がっていうより、下心をちらつかせる男子が嫌いそうなんだよな。と、考えていると、五美は涙目で俺を睨にらむ。

「お前はいいよな！　なんかいつの間にか九条さんと付き合ってるし！　希ちゃんとも仲良さそうにお喋しやべりしてるし！」

「えぇ!?　あぁ、いやそれは……」

「どうやって仲良くなったんだよ！」

　凄すごく悔しそうな表情を浮かべる五美。

　確かにそうだ。俺はどうして雪村さんと仲良くなれたのだろうか？　友達になってと言われた時に、爆上がりした好感度。なんていうか……しっかりと向かい合ったことが要因だったりするのかな。

「んー、雪村さん、裏が見え隠れする人が嫌みたいだし、その……素直に真っ直ぐ話せば、いいんじゃないかな……？」

　後頭部をかきながら、ぎこちない笑みを浮かべる。ちょっと無責任なこと言っちゃったかな……。言った後にそんな後悔が襲ってくる。しかし、五美は納得したのか、真剣な表情を浮かべていた。

「なるほど……。うん、俺マジで希ちゃんと仲良くなりたい。サンキューな桐崎」

「あ、うん！」

　お礼を言われると、ちょっと心が痛んでしまう。すると、五美は立ち上がって雪村さんの方へ向かっていった。

「希ちゃん、ちょ、ちょっといい？」

「え？　どうしたんですか？」

　急に可愛らしい笑顔を振りまく雪村さん。すると五美は、緊張しているのか握り拳を作った。

「ちょっと話したいことがある」

　えぇ……！　今!?　まさかと思ったけど!?

　そんな変な行動力に驚いていると、五美と雪村さんは廊下へと出ていった。

　やばい……。俺が変なこと言っちゃったからか!?

　不安になり、俺も廊下に出る。そして、柱の陰に身を潜めながら、二人の様子を見守ることにした。

「あ、あの……希ちゃん！」

「なんですか？」

　俺に背を向けている五美。表情は見えないけど、声はかなり緊張している様子だ。それに対して雪村さんは、警戒している面持ちだった。

「その……今日は来てくれてありがとう！　希ちゃんに会えてめちゃ嬉しいっていうかさ……」

　言葉に詰まる五美。雪村さんは相変わらず硬い表情だ。すると、五美は首を激しく振る。

「その……なんていうかさ……」

　再び言葉をなくして下を向く五美。そんな緊張感に、俺も息が詰まりそうになった。すると、五美は勢いよく顔を上げた。

「ごめん、ハッキリ言う！　俺、希ちゃんのこといいなって思ってる！　会う度、ガン見しちゃうし……。だからその……俺とも仲良くしてほしいです！」

　そう強く言い切った五美。なんと、素直に真まっ直すぐにという俺のアドバイスが思わぬ形で出てしまったようだ。

　や、やばい……！　そう思いながら、雪村さんを見てみる。すると、雪村さんは驚いているのか、唇を真っ直ぐに結んで固まってしまっていた。そして、忙せわしなく視線をあちこちに飛ばし始める。

「急にそんなこと言われても困るんですけど……」

　そりゃそうなるか。こんなところで気まずくなるのはヤバいぞ。そう思ったその時だった。

「ま、まあ……友達ならいいですけど……」

　え……？　予想外の返事。そっぽを向きながら小さな声でそう言った雪村さん。すると、五美は体を縮こまらせ、そして大きく両手を挙げた。

「あ、ありがとう！　うおおお！」

　あまりにでかい声。すると、後ろから大きな足音が聞こえてきた。

「ちょっとうるさい！　そんなとこで叫ばないでくれる？」

　振り返れば、眉をつり上げて不機嫌全開の美来が睨んでいた。それに怯ひるんだのか、五美はへこへこと何度も頭を下げる。でも、その顔は、すごく嬉しそうだった。

　そして、また会場に全員が集まると、美来が手を叩たたいて注目を集める。何事かと思いながら顔を向けると、あのボストンバッグが美来の足元に置いてあった。

　ハロウィンといえば、仮装。実際のところは分からないけど、そんなイメージがついてしまっている。

　さて、どんな衣装があるのかと期待の眼まな差ざしを向ける。しかし、全員分の衣装はないらしく、じゃんけんで負けた人だけが着ることになった。そして──。

「桐崎くん、どうかな？」

　目の前で恥ずかしそうに困り眉を作る九条さん。ハロウィンの鉄板である魔女の仮装はとてつもない破壊力で、俺はただ可愛いということしか考えられなくなっていた。

「写真撮っていい？」

「だ、ダメッ！」

　そう言って顔を真っ赤にする九条さんは、メーターを半分くらいの黄色にまで下げてしまう。

　やってしまった……。写真はＮＧ。覚えておこう……。

　そんな九条さんとは対照的に、ノリノリの雪村さんは、海賊のような恰かつ好こうをしていた。

　雪村さんがポーズを取る度、楽しそうにはしゃぐ五美。他のみんなも楽しそうに笑っていて、仮装は盛り上がっていた。

　そして、楽しい時間はあっという間に過ぎていき、気付けば陽ひが沈み始めていた。もうすぐでお開きとなるだろう。九条さんと、もうちょっと一緒にいたい。そんな思いが湧いてきた俺は、九条さんの元へ。

「あ、あのさ……ちょっとだけ二人になろっ」

　緊張のあまり、目を見ることができなかった。ちらりと九条さんの頭上を見れば、メーターは真っ赤になって突き抜けていた。そして九条さんがぎこちなく頷うなずくのを確認して、こっそりと会場を抜け出し、廊下で二人きりになった。

「ど、どうしたの？」

　九条さんが頰ほおを染め、視線をずらしながら聞いてくる。意地悪な質問だと思う。勝手な思い込みかもしれないけど、九条さんは分かっていると思うから。

「いや……ただ二人きりになりたくて……」

　そう答えると、九条さんは唇を真っ直ぐに結んで小さく頷く。そして、俺の目を捉えると、頰を染めながら両手で俺の右手を握った。言葉を発することなく、ただ握るだけ。メーターはぐんぐん突き抜けていき、俺の目を捉える大きな目は、どこか潤んできている気がした。

　なんだろう……この雰囲気。心臓が高鳴っていくのをはっきりと感じる。電気の点ついていない廊下に、うっすらと差し込む淡い赤色の光。どこからか響くコオロギの鳴き声がはっきりと聞こえる静寂。

　九条さんの目を、ただ見つめ返す。ゆっくりと感じる時間の中、だんだんと思考がまとまらなくなってきた。

　ゆっくりと顔を近づけてしまう。すると九条さんは、ゆっくりと瞼まぶたを閉じ始めた。

　と、その時だった。

「ちょっと、こんなところで何してるの？」

「わあああああああああ!?」

　突然、飛び込んできた如月さんの声。飛び出してしまうんじゃないかと思うほど脈打った心臓に、連動するように体を跳ね上がらせる。目の前の九条さんも唇を真っ直ぐに結んで、硬直していた。

「で、何してたの？　ま、いいや。もう片付けるって」

　呆あきれたような口調でそう言った如月さんは、来た方へと戻っていく。どうやら、バレてはいないようだ……。

　九条さんの顔へと視線を移す。耳まで真っ赤に染まった顔。そして思いっきり突き抜けたメーター。そして、目を合わせてくれない……。

　もし……もしも、如月さんが来なかったら……どうなっていたのだろう……。

　あれは、キ、キスの雰囲気だったよな……。

　い、いつのまにそんな雰囲気になっていたのだろう。危うくそのまま吞のまれてしまうところだった。

　ふと、雪村さんの言葉を思い出す。欲望のまま動いちゃダメだ。ちゃんと九条さんを大事にしないと……。今のままじゃ、いつか九条さんを傷つけてしまうかもしれない……。真剣に付き合いたいんだ。もっと沢山時間を重ねる必要があるはずだ。

「も、戻ろっか！」

　まだ解けない緊張。ぎこちない笑みを浮かべると、九条さんは激しく二回頷いて、会場へと歩き始めた。

　それから片付けをして、帰り支度を始めるのだが、その間、九条さんはずっと如月さんの横についていて、俺と目を合わせてくれなかった。メーターは真っ赤で高ぶったままだけど、少し気まずかった。

　やっぱり、あんなことしなけりゃ良かった……。

　改めて、自分が軽率だったなと思い知らされた気がした。




　そして作業も終わり、後は帰るだけとなった。九条さんと如月さんは一緒に帰るとのことで、一足先に玄関へと向かっていく。俺と春輝と美来も、見送るために一緒に玄関までついていく。そして玄関で靴を履いた二人はこちらへと振り向いた。

「またね！」

　そう言って手を振ると、二人は満面の笑みを浮かべてくれた。そして如月さんは、眉を八の字にすると、美来と春輝にも視線を送る。

「今日は誘ってくれてありがとう。すっごく楽しかった」

　そう言って最後に照れたような笑みを見せる如月さん。それに応えるように美来と春輝も歯を見せる。

「私も楽しかった！　また騒ごうね！」

「うん、俺も楽しかった」

　すると九条さんも微笑ほほえんで如月さんと同じように、お礼を言って帰っていった。すると今度は、後ろから雪村さんと五美が出てくる。

「今日はその……ありがと。参加させてもらえて嬉うれしかった」

　そう言って眉を八の字にした雪村さんは、もう一言付け加える。

「それと……言うの遅くなっちゃったけど、遠足の時は迷惑かけてごめんなさい」

　申し訳なさそうな顔で、軽く頭を下げる雪村さん。すると美来は、豪快に笑い始めた。

「あはは、もういいよ。私、根に持たないタイプだから」

　いや、どう考えても持つタイプだろ。

　と心の中で突っ込みを入れる。すると雪村さんは、どこか安心したような、とげが取れたような、そんな表情を浮かべた。

「ふふ、それじゃあまた学校で！　ばいばーい！」

　大きく手を振る雪村さん。その後ろを「送ってく！」とついて回る五美。そんな二人を見送っていると、美来が俺の横に並んだ。

「雪村さん、結構いい子じゃん」

「なんで上から目線なんだよ」

　美来の発言に突っ込みを入れる。するとそれが可笑おかしかったのか、美来は笑みを零こぼした。

「まあ、私だしね」

「んだよ、それ」

「あはは。ま、そういうことだから」

　そう言って、奥へと歩いていく美来。きっと苦手意識みたいなのが、無くなったんだろうな。

　なんか色々とあったけど、俺たちのハロウィンパーティーは、大成功って感じで終わって良かったな。でも、ただ一つ……大きな反省点も増えてしまった。
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　十一月。気が付けば二学期が半分も過ぎていた。このクラスになって半年以上。クラスメイトとの仲や、各々の立ち位置もすっかりと定着してきた気がする。

　まあ、それでも落ち着かない話題というのがあるわけであって……。

　男子は、後ろの黒板にデカデカと誰かの名前のアナグラムを書いて、いじられキャラをいじり倒している。恐らくあの単語は、いじられキャラさんの好きな人の名前であろう。

　女子はというと、絶妙に聞こえてしまう声で、誰と誰の関係が怪しいと、噂うわさ話ばなしないし情報の共有で忙しい様子だ。

　勿もち論ろん、俺達も例外ではない。一学期から九く条じようさんと一緒にいることはよくあったが、二学期は二人でいることが多くなった。そんな現場を見られる度、噂のいくつかは飛んでくるのだ。

　そして、春はる輝きと美み来くの間を疑う噂も聞こえてくるようになった。俺と九条さんが二人でいる時間が増えるにつれ、必然的に春輝と美来も二人でいることが多くなる。それを見た人達が、春輝と美来が付き合っていると噂を流しているようだ。

　とはいえ、こんなことは今に始まったことではない。

　小学校の時も中学校の時も、そんな噂はあったし、美来も直接女子に聞かれたりなんてことがあったのだ。

　しかし、噂話が一日に一回は耳に入るというのは、流石さすがに多いかもしれない。春輝や美来と廊下を歩いていると、階段の陰とか特別教室から噂話が聞こえてくるのだ。

「七なな瀬せくん、浅あさ宮みやさんと毎日一緒に帰っているんだって」とか、「あれは幼おさな馴な染じみの域をでてる」とか。

　その度に、春輝と美来は小さなため息をついていた。なんというか人気者は大変だな。

　しかし、それはそうと、俺も噂されるような人になってしまったのか……。何というか、こそばゆいものだ。

　空き教室で九条さんと二人で過ごす昼休憩。ただ静かにお昼ご飯を食べているだけ。それでもチラチラと目が合うだけで、自然と口角が上がってしまう。

　すると廊下側から男子の声が飛んできた。

「なあ、あの二人付き合ってるのか？」

　見つかってしまった。何故なぜか、やましいことをしてしまった時のように、跳ね上がる心臓。九条さんを見ると、眉を八の字にして、困ったような顔を俺に向けていた。でも、メーターは真っ赤で満タンな辺り、照れているのかもしれない。分からないけど。

　それでも、テンションガタ落ちみたいな、そういう嫌な思いをしているわけではないんだろうなと分かるだけ、救われた気持ちになった。

「あはは……なんか困るよね」

　後頭部をかきながらそう言うと、九条さんはぎこちなく小さく頷うなずく。少しだけ上目遣いで、耳が赤くなってて。なんかこっちが恥ずかしくなってくる。

「ま、まあ二人でいたら、しょうがないか！」

　なんか凄すごい空回っているような気がする。そんな焦りにも似た気持ちに襲われた俺は、話題を変えることにした。

「なんか、ここ最近そういう話多いよね！　ほら……美来と春輝も付き合ってる疑惑出てるみたいだしさ。みんな好きだよね、そういう話題！」

　自分でも分かる早口ぶり。すると、九条さんは下を向きながら小さく頷く。そして、目線だけを上げて、俺の目を捉えた。

「私のクラスでも七瀬くんたちの噂あるよ。それと……わ、私と桐きり崎さきくんのも……」

　そう言ってまたも目を伏せた九条さんは、一気にメーターを突き抜けさせる。

　自分で言って高ぶっちゃってるよ……。九条さん、言いふらすのは嫌だけど、言いふらされるのはオッケーなのかな？

「俺は噂されても気にしないよ。今度誰かに聞かれたら、付き合ってるって答えて良いかな？」

　そう言って笑顔を向けると、激しく頷く九条さん。メーターは上がりっぱなしだし、間違ってはいなかったみたい。

　それから、また大人しくなってしまった九条さんとお昼を楽しみ、いつも通りの午後が始まった。




　そして放課後。数学のプリントを運ぶことになっている美来に呼ばれ、なぜか俺も一緒に職員室まで向かっていた。

「これくらい一人で運べるだろ？」

「いいじゃん。ほら、私か弱い女子だし」

　そう言って歯を見せながら悪戯いたずらな笑みを見せる美来。

「なにが、か弱いだ。校内最強だろ。てか、それ雪ゆき村むらさん言いそう」

　そう言ってからかうように歯を見せると、美来は苦い顔をした。それでも好感度は変わらずなのは、やはり美来も俺と同じで、昔から馴な染じんできたやりとりだって思ってくれているのだろうか。というよりも雪村さんへの苦手意識が薄れたからだろうか？

　それから美来からの口撃を適当にいなしながら、職員室までプリントを運んだ。さあ後は帰るだけ。そう思いながら来た道を戻っていく。そして、教室へと続く曲がり角に差し掛かった時だった。

「七瀬くんって浅宮さんと付き合ってるの？」

「ねえ～。ここ最近、よく一緒にいるよね」

　教室前で女子二人に囲まれている春輝。俺と美来は、思わず曲がり角に身を隠してしまった。そこから顔半分だけ覗のぞかせていると、春輝は眉を八の字にして、困った顔を浮かべていた。ちなみに、女子二人とも好感度が30を下回っている。つまりは俺のことを邪魔と思っているに違いない。慣れてきてはいるが、凹へこむな。

「そんなんじゃないよ。ただの幼馴染だから」

　女子二人の問いに、春輝は困り眉を作って答える。すると、女子二人は顔を見合わせる。そして、二人同時に春輝の方へ顔を向けると、一歩詰め寄った。

「本当に～？　なんか怪しくない？」

「手繫つないでるとこ見たって人もいるよ？」

　からかうような口調の女子二人。すると、春輝の表情が変わった。怒っているような、そうでもないような、難しい顔だ。

「幼馴染。〝それだけ〟だから」

　最後は強く言い切った春輝。ちょっと怒り口調だったせいか、女子二人は向き合って苦笑いを浮かべると、走り去っていった。

　ちょっとヒヤッとしたな。春輝があんな顔することは滅めつ多たにないから。

「なんか、やばかっ……」

　やばかったな。そう、おちゃらけながら美来に話を振ろうとする。しかし美来は、ただ春輝の方を見て、固まっていた。八の字になった眉。揺れる瞳。そして少し開いた口。その表情は、今までに見たことないものだった。どういった感情なのか読み取れなくて、言葉を失ってしまう。すると、美来は顔を下に向ける。そして少ししてから顔を上げると、ぎこちない笑みを向けた。

「ご、ごめん、そういえばさ、委員会のことで相談があったの忘れてたわ。先戻ってて」

　そう言って、美来は俺の返事も待たないで、再び職員室の方へ走っていった。

　様子おかしかったな。まあ、委員会なら仕方ないか。

　と、一人納得しながら教室に戻ると、席に座った春輝が優しい笑顔で迎えてくれる。さっきの表情とはまるで百八十度反対だ。

「遅かったな。あれ、美来は？」

「あ、なんか委員会のことで相談があるって言って職員室戻ってったよ」

「そっか。冬とう馬まは、九条さんと帰るのか？」

「いや！　今日は如月きさらぎさんと帰るらしい。まあ、だから美来に付き合ったんだけどな」

　そう言って歯を見せると、春輝は眉を八の字にする。

「美来はあれだな。そういうの冬馬によく頼むよな」

「そうだな。本当に人使い荒いわ。俺なら、何してもいいみたいなさ」

　とはいえ嫌なわけではない。そういう意味を込めて冗談っぽく笑ってみる。すると、春輝は視線を落とした。その目は、どこか遠くを見るような、ちょっと寂しげなものだった。

「春輝……？」

「ん？　ああ、だな。冬馬は頼りやすいんだろうな」

　そう言って柔らかい笑みを見せる春輝。頼りやすいっていうのは違う気がする。それに、今の間はなんだったんだろうな。

　不安にも似た感情が湧いてくる。それからしばらくの間、静かな時間を過ごす。すると、廊下側から足音が聞こえてきた。それに釣られるように振り向けば、いつもの元気な美来がいた。

「はー終わった終わった！　ささ、帰ろー」

　大おお袈げ裟さに疲れたアピールをしながら、俺と春輝の前を横切る美来。すると、春輝は立ち上がって鞄かばんを背負う。いつも通りの俺達だ。さっきまでの不安はいつの間にか消えていた。




　そして帰り道。いつも会話の中心というか、話題を提供する美来は、今日も一人で喋しやべっていた。

「それで前さー、彩あやが告られたって話したじゃん？　なんか、また今日も告られたらしくて！　しかも同じ人に！　いや、無いからみたいな。ありえんくない？」

「マジか。凄いな……俺だったら一回断られたら、もう無理だわ」

　なぜか九条さんに振られるところを想像してしまう。もし、現実となってしまったら、復帰は無理そうだな。と苦笑いを浮かべていると、美来は歯を見せて意地悪な笑みを浮かべた。

「冬馬は一発でＯＫ貰もらえて良かったね～」

「だな」

　美来の言い方があまりに意地悪くて、反撃の一つでもしたくなる。しかし、美来の言う通りだ。付き合うことができて、本当に俺はラッキーだ。

　と、頰ほおを緩ませていると、美来は口角を引きつらせる。恐らくだが、仕掛けた攻撃に対して、望んだ反応が返ってこなかったからであろう。

「でもあれだね。冬馬と九条さん、付き合ってるの噂うわさになっているっていうかさ、だいぶ広まってるよね」

　そう言って、また意地の悪そうな笑みを見せる美来。それよりも、さっきから俺の話というか、俺にしか話振ってないな。ここは、俺も反撃してやろう。

「だな。てか、美来と春輝も最近、噂になってるよな。小学校のときから、絶えないよな」

　意地悪く言ってみる。すると、美来は一瞬だけ目を見開く。そして、春輝に目線だけを向けた。

「まあ、今更気にしないけど」

　呟つぶやくように言う美来。すると、春輝は眉を八の字にして、小さなため息をついた。

「迷惑な話だよな」

　視線を前に向けたまま、春輝は呟くようにそう言った。そして、その言葉を最後に、会話が止まってしまった俺達。今までに感じたことのない重い空気が漂う。それから、特に会話らしい会話もなく、俺たちはそれぞれの家へと帰っていった。

　そしてその日の夜。明日の準備をして寝ようとすると、美来からLaINが一通きた。

【明日、早く行くから】

　委員会だろうか。分からないけど、とりあえず【分かった】とだけ返しておいた。




　そして朝。いつも通りの時間に登校すると、美来は教室の端っこで、クラスの女子達と騒いでいた。やたらでかい笑い声。そして、思いっきり手を叩たたいてるもんだから、本当に騒がしかった。

　と、そんな美来を含めた集団に蔑みの視線を送っていると、肩を叩かれた。顔を向ければ、爽やかスマイルの春輝が軽く手を挙げる。

「おお、春輝。遅かったな」

「まあな。美来はもう来てるのか？」

「え？　あそこにいるよ」

　そう言って女子の集団の方を指さす。春輝は美来が早く来ることを聞いていないのだろうか？　そんな疑問が胸のどこかに引っかかった。




　そして、昼休憩。ここでもまた引っかかるものが。

「今日、彩たちに誘われてるから」

　その一言だけを残して、美来は教室を出ていく。俺は九条さんと食べる予定だったが、これでは春輝が一人になってしまう。

「一緒に空き教室行くぞ」

　そう言って歯を見せると、春輝は眉を八の字にして微笑ほほえむ。

「ありがとな。けど、遠慮しとくよ」

「そっか……！　了解！」

　きっと気を遣ってくれたのだろう。




　そして六組まで九条さんを迎えに行った俺は、一緒に空き教室に来ていた。机を向かい合わせにしてのお昼ご飯。この一連の流れも大分慣れてきたな。

「ねえ、桐崎くん」

「ん？」

　困り眉を作って、申し訳なさそうな様子の九条さん。俺が顔に疑問を浮かべていると、九条さんは視線をあちこちに泳がせた。

「あ。あのね、七瀬くんって好きな人とかいるのかな？」

「え？　春輝？　いや、どうだろう……」

　そういえば春輝とはそういった話をあんまりしたことがなかったな。昔からその類の話になると、いないって言ったり、ふんわりと話を逸そらされていたような気がする。

「というか、また急だね。どうしたの？」

「あ！　ご、ごめんね。その……クラスの友達とそういう話になって、七瀬くん、告白とかされても全部断ってるって聞くから」

「確かに……。別に、女子に興味ないわけではないと思うんだけどなー。よっし！　今度聞いてみるよ」

　そう言って歯を見せると、九条さんは手を前に突きだして慌てだす。

「だ、大丈夫だよ！　その、なんとなく思っちゃっただけだから！」

「あはは、そっか！」

　必死なところも可愛かわいいな。そんな九条さんを眺めながら、俺はお昼の時間を楽しんだ。




　そしてやってきた放課後。帰りの支度をしていると、誰かが俺の肩にぶつかってきた。

「痛っ」

　結構な強さでぶつかられた俺は、よろめきながらぶつかってきた人の方へ顔を向ける。そこには、悪戯いたずらな笑みを向ける美来がいた。

「よそ見してんなし」

「いや、してないだろ。てか、なんだよ」

「え？　何もないけど」

　そう言って、とぼけるような顔をする美来。何がしたいのかとため息をつくと、美来はまた意地悪そうに笑った。

「じゃ、帰るわ」

「は？」

　思わず間抜けな声が出てしまった。しかし美来は、そんな俺の反応など無視して、教室を出て行ってしまった。

　相変わらず嵐のような奴やつだなと、美来のいなくなった教室入り口を見つめる。すると、春輝が俺の横にやってきた。顔を向けると、春輝は優しく微笑んで、軽く手を挙げた。

「じゃあ、また明日」

　そう言って、教室を出ていった春輝。その後ろ姿を見て、俺の中で、違和感のようなものが走った。

　なんかおかしいだろ。朝からそうだ。今日、美来と春輝が二人でいた時間はあっただろうか。というか、一言も喋っていないんじゃないか？




　それからというもの、この違和感は晴れることなく、益ます々ます濃いものへと変わっていった。ここ数日の美来は、違う時間帯に登校しているし、昼休憩も女子友達と過ごすようになった。帰りだって、ホームルームが終われば、すぐに教室を出ていってしまう。

　明らかに俺や春輝を避けている。いや……俺はそんなに避けられていない気がする。教室で会えば、ウザ絡みしてくるし、目が合えば無邪気に笑うし。それに好感度は変わらず80なのだ。となると……春輝が原因なのだろうか？　何はともあれ、この状況が続くのはマズイ気がする。

　まだ教室内に残っている春輝は、クラスメイトの女子とお喋りをしている。割り込むのも気まずいが、踏み込んでみる。

「春輝、一緒に帰ろ」

「ん？　あぁ、いいよ」

　いつものように、優しい表情を浮かべる春輝。その表情を見ると、本当は何もないんじゃないかって思ってしまう。俺の勘違いなんじゃないかって。

　それから荷物をまとめた俺は、九条さんに連絡を一つ入れる。簡単に事情を伝えると、うさぎが敬礼をするスタンプが送られてきた。

「いいのか？　九条さんと帰る予定だったんだろ？」

　察しがいいのか、画面を見られたのか、春輝がタイミングよく質問を投げてくる。

「まあ……。ほら、最近さ春輝と二人で帰ってないだろ？　たまにはと思って」

「はは、なるほどな」

　そう言って、どこか憂いのある笑みを浮かべた春輝。それから廊下を歩いていき、校門を抜ける。カラフルなインターロッキングブロックで舗装された歩道。その繫つなぎ目を見ながら歩いていると、春輝が話しかけてきた。

「冬馬と二人ってのもいつぶりだろうな」

「言っても数ヶ月ぶりだろ」

　そう言うと、春輝は楽しそうに笑った。昔から変わらない少し幼い笑顔。

「たまには寄り道しよっか。カラオケとか！」

「カラオケか。行くか」

　俺の提案に、春輝は歯を見せて乗ってくれた。それから学校近くのカラオケ店にやってきた俺達。店員さんに利用時間を伝えると、二時間いるならフリータイムの方が安いと言われたので、フリータイムで入ることに。

　部屋の扉を開けると、狭い一室が広がっていた。二人だからな。まあ、しょうがない。

「冬馬からいくか？」

「ん？　あぁ、んじゃ歌おうかな」

　というわけで早速、曲を予約する機器を手に取る。選択した曲は、小さい頃に母さんの影響で好きになったアーティストの歌。画面に曲名が表示されると、春輝が微笑む。

「冬馬、絶対その曲最初に歌うよな」

「まあな。こういうのってパターン化しない？」

「確かにな」

　それから一曲ずつ代わりばんこに歌った俺達は、一度休憩することに。

「やっぱり二人で来ると、喉が疲れるな」

「はは、冬馬は喉で歌ってるからな」

「まあ、もう直らないな」

　そう言って歯を見せると、春輝は眉を八の字にする。そして、視線を下に落とした。

「悪いな冬馬。ありがとう」

「ん？」

「気、遣ってくれたんだろ？」

「ん……まあ」

　さすがと言うべきだろうか。春輝は色々と気付いていたうえで、俺に付き合ってくれたのだろう。

「悪いな。美来を怒らせたのは俺なのに。ただ、あそこまで距離取られるとは思わなくて。正直、どうすればいいか分からないんだ」

「そう……だな。俺も分からない。今まではさ、喧けん嘩かすることはあっても一日、二日で仲直りしてたし。それに美来は、自分の思ってることは全部言うタイプだからさ、喧嘩の原因が分かりやすいっていうか……」

　と、視線を落としながら言うと、春輝は両膝に肘を置いて頭を下げた。

「今まで……か。そうだな。俺も、美来は分かりやすいと思っていたよ。でも、最近になって思うよ。一番分からないんじゃないのかなって。今まで、分かっている気になっていただけだったんだなって」

　悔しそうな口ぶりの春輝が悲しげな笑みを俺に向ける。その言葉は、俺の心に重くのしかかってきた。

「そ、そんなことないだろ」

　分かっている気になっていたなんて、悲しいこと言うなよ。勿もち論ろん、他人の心なんて、百パーは分かりっこない。けど、一番分からないだなんて、それはあまりに悲しいだろ。

　力の入った拳を膝に置きながら、春輝の目を捉える。すると春輝は、また悲しい笑みを浮かべた。

「分からないよ。美来は俺にとって一番近くて、一番遠い存在だから」

　俺には、その言葉の意味が分からなかった。春輝にとって、俺達はどんな存在なのか。それが分からなくなって、不安とは似ても似つかない、気持ちの悪い感情が渦巻いてくる。

　小さいころから一緒に過ごしてきた俺達。同じご飯を食べたり、同じ風呂に入ったり、同じ部屋で寝たりしても、全てを分かることなんてできない。むしろ、分からないことは増えるばかり。分かっている気になっていたのは、俺の方かもしれない。

「春輝は、俺と美来のこと、どう思ってるんだよ」

　こんな質問をするまで、気にしたことなかった。今まで当たり前のように友達と思っていて、友達と思われていると思っていたから。

　すると春輝は、視線を下に向ける。

「冬馬は、一番の友人だ。美来は……美来は、一番好きな人だ」

「え……？」

　真まっ直すぐに俺の目を捉える春輝。その曇りない目に、俺は固まってしまった。

　好きな人って、どういうことだよ。俺と美来を分けて言う、それが何を意味するのか、すぐには理解できなかった。

「す、好きってのは……」

「冬馬が九条さんを思う気持ちと同じ」

　俺が言葉を選んでいる間に、強く言い切った春輝。その言葉に、俺は一つの疑問が浮かんでしまった。

　春輝は、美来のことをただの幼おさな馴な染じみと言い切っていたし、美来との噂うわさを迷惑だって言っていた。あれは噓うそだったということだろうか。それに、今までそんな素振り、一つも見せていなかったじゃないか。

　昔からの付き合い。半分、兄弟のように思っていた俺達の関係。それは俺の知らないうちに変わっていっていたのだろうか。

「そっか……。いつから？」

「分からない。気付いたら好きだった」

　気付いたら……か。きっとそれは、ずっと昔からなのだろう。春輝は今まで、どれだけの女子に告白されても、その全てを断ってきた。きっとそれは、美来のことが好きだったからじゃないだろうか。

「そっか……。その……なんていうか告白みたいなのはしないのか？」

　こんなことを聞いてもいいのか。そんな迷いがあったけど、聞いてみる。すると春輝は、寂しそうに微笑ほほえんだ。

「言えるわけないだろ。俺は、今のままの俺達が好きなんだ。冬馬と美来が俺の隣にいてくれる。それだけでいいんだ」

「でも、それだと……」

　春輝は、心を殺したままだ。そう言おうとすると、春輝は俺の言葉を遮るように続けた。

「だから、美来には言わないでほしい」

　言葉は優しいけど、重い口調。しっかりと釘くぎをさすように、春輝はそう締めくくった。




　翌日。学校に着けば、今日も美来と春輝の距離は開いたままだった。

　春輝は、この状況をどうすればいいか分からないって言っていたな。それに……美来のことが好きってのも意外だ。何か俺にできることはないだろうか。そもそも美来は、今どういう気持ちなのだろうか。春輝を避ける理由はなんだろう。

　聞いてみるか……？　いや、俺のせいで余計に悪化したら怖いしな……。

　そんな悩みを抱えたまま、迎えた昼休憩。九条さんを迎えに一年六組に行くと、お弁当箱を持った九条さんと如月さんがやってきた。

「あっ、今日如月さんと食べる約束だった？」

　そう聞くと、如月さんは困り眉を作って、九条さんの顔を見る。すると、九条さんが首を横に振った。

「ううん！　今日ね、いつも一緒にお昼食べてる子が休みなの。それでね、結ゆ衣いちゃんも一緒にお昼食べたいんだけど……いいかな？」

「うん！　勿論！　というか、俺いてもいい？」

　断る理由なんてない。そう二つ返事で答えながら質問を投げると、九条さんは嬉うれしそうに笑ってくれた。横にいる如月さんも、眉を八の字にして頷うなずいてくれた。

　そして、三人でやってきた空き教室。机を囲んで、昼ご飯を広げると、九条さんが如月さんに話を振る。

「ふふ、結衣ちゃんと桐崎くんの三人でお昼ご飯って新鮮だね」

「まあ、そうね。あたし、基本、桐崎のこと避けてるし」

　如月さんがそう言うと、勢いよく俺を見る九条さん。そして、メーターを半分の黄色にまで下げた。きっと心配してくれたのだろうけど、如月さんのこの言葉はきっと冗談だ。本当に避けていたら、好感度は30を下回っているだろうし。

「じゃあ、今日は相当仕方がない状況って感じか」

「そういうこと」

　歯を見せて笑えば、如月さんも同じように歯を見せる。すると、九条さんは安心してくれたのか、メーターを赤色に戻してくれた。

　それよりも、避ける……か。ふと春輝と美来のことを思い出す。

「あのさ、その……ちょっと友達の話で聞いてほしいんだけど」

　そう気まずい感じで切り出すと、二人は不思議そうな顔をする。

「その……友達さ、好きな人がいるんだけど。その好きな人は、仲の良い友達で、その関係を壊したくないって言ってるんだけど……」

　中途半端なところで切ってしまう。すると、如月さんが片方の眉を上げた。

「それで？　その人はどうしたいって言ってんの？」

「え？　あぁ、今のままでいいって」

　そう言うと、如月さんは小さなため息をつく。

「だったら、それでいいんじゃない？　桐崎が悩むことじゃないでしょ」

「まあ、そうなんだけど……さ。でも、辛つらいんじゃないかなって」

「まぁ……辛いかもね。でもさ、それで踏み込んだ結果、今より辛くならないって保証はないんじゃないの？」

　顔を上げれば、呆あきれたような表情を浮かべる如月さん。すると、九条さんが悲しそうに眉尻を下げる。

「でも……私は苦しいと思うよ。私も桐崎くんと仲良くできてるときは、凄すごく嬉しくて楽しかったけど、たまにすごい不安になったり辛くなったりしてたから……」

　そうだよな。俺もそうだ。九条さんと付き合う前は、九条さんと仲良くできれば、それでいい。それだけでも十分幸せだと感じていた。それでもやっぱり、もっと近づきたい、一番近い存在になりたいっていう欲望がでてきて、辛くなることもあった。もしかしたら、春輝はそんな思いを何年も抱き続けていたのかもしれない。

　九条さんの言葉にそんな思いを抱いていると、如月さんは眉を八の字にして、鼻から息を漏らした。

「そうかもね。うん……きっとそう」

　遠い目で弁当の隅を箸でつつく如月さん。その様子を不思議に思って眺める。すると、如月さんは急に眉をつり上げて、俺の目を捉えた。

「こんな言葉を聞いたことがあるわ。恋は終点しか降り場のない電車のようなもんって。ただ、何もせずに走らせたら、何も起こらないっていう終点に着いちゃうの。けどね、自分の意志で分岐器を操作すれば、終点は変えられるの。もっとも、分岐点に着く前に操作しないと意味ないけどね。だから、後悔する前に動いたほうがいいよ」

　そう言って、最後は無邪気な少年のような笑みを見せた如月さん。俺はその言葉を聞いて、一つ決心をした。




　放課後。美来と春輝を見送った俺は、情報収集をすることにした。九条さんにも今日は一緒に帰れないことを伝えてある。俺にできることをしよう。

　美来が春輝を避けるのには、理由があるはずだ。それを誰かに相談とかしているかもしれない。それを聞き出せれば、解決の糸口が見えるかもしれない。そう思ったのだ。

　普段話しかけることもないクラスメイトの女子。特に、普段美来と仲良くしている女子の頭上を確認してみる。数値は10～30くらい。

　30を下回っている女子は、俺のことをよく思っていない人たちだ。特別、俺が何かをした覚えもないから、些さ細さいなことか、春輝関係だろう。それに、俺を邪魔と思っているということは、下手をすれば、美来のことでさえも邪魔と思っている人もいるかもしれない。そんな人に、美来が春輝について何か言っていたかとか聞いたら、何かを察して、変な邪魔が入るかもしれない。つまりは、最低限俺への好感度が30以上ある人に聞いた方がいいだろう。まあどちらにしろ、好感度が低い人に聞いても、気持ち悪がられるだけだろうし。

　ということで早速、一人のクラスメイトに話しかけてみる。

「あのさ、ちょっと聞きたいことあるんだけどいい？」

「ん？　どした？」

「えーっと、美来なんだけど、最近、何か変なこと言ってなかった？」

「変なこと？」

「そうそう、例えば……相談とか！」

「いや……特にないけど」

「そっか！　ありがと！」

　成果なし。一人目は駄目だったか。もう一人聞いてみよう。ちなみにクラスメイトで、美来と仲良くて、好感度30以上の人は後一人しかいない。半年前はほとんど30だったのにな。悲しいよ。

「あ、ちょっといい？」

「あれ、桐崎ちゃんどしたん？」

「あんさ、最近美来の様子おかしくない？」

「んーおかしいと言えばおかしいかな？　どした？　喧けん嘩かでもした？」

「まあ、遠からず近からず。でさ、俺や春輝の話とか聞いてない？」

「んー、無いかなー？　美来、陰口とか言わないし」

「だよな！　うん！　ありがと」

「あいよ。まあ早く仲直りしてね」

「ありがと」

　話しやすいタイプだったな。しかし、有力情報はなし。こうなったら、他クラスの人にも聞いてみるしかないだろうか？　億おつ劫くうだな……。クラスメイトならまだしも、普段顔も見合わせない人だからな。いきなり話しかけたら気味悪がられるかも……。でも、やると決めたんだ。やるしかない。

　教室を出て、廊下を当てもなく歩いていく。他クラスの女子で、美来と仲良くしている子ってそういえば誰だろう。そんなことを考えていると、一人見覚えのある人が現れた。

　あれは美来と同じ委員会の人だったような。ちなみに好感度は30……。聞くしかない。

　一回深呼吸をして、気持ちを落ち着かせる。そして、勇気を出して、話しかけてみた。

「あ、あの……すいません」

「はい！」

　急に話しかけてしまったせいか、肩をびくつかせる女子。申し訳ないと思いつつ、愛想笑いを浮かべて、早速質問を投げてみた。

「あの、生活委員の人ですよね？」

「そ、そうですけど」

「浅宮美来って知ってる？」

「あ、はい！　知ってますよ。美来ちゃんがどうかしました？」

「あ、いや、最近、美来の様子がおかしくてさ。ちょっと心配で。なんか話してないかなーって」

　後頭部をかきながら、申し訳なさそうに聞く。すると、生活委員の女子は、顎に手を添えて少し思案すると、鼻からため息をついた。

「あのね、多分あなたは美来ちゃんの友達だから知ってるかもだけど、美来ちゃん最近、一組の人に告白されたの」

「え、そうなの？」

「え？　あ、うん。同じ生活委員なんだけど……。それでね、好きな人がいるからって断ったって。そのせいなのか、最近元気ない感じなんだよね」

　え……？　美来に好きな人？　噓うそだろ？　あの美来が？　そんな話一回も聞いたことがない。誰だろう……。

「そ、そっか！　うん、ありがとう！」

「うん。あっ！　私が話したっていうの内緒にしててね」

　そう言って気まずそうに笑った生活委員の女子は、辺りを見回すと走り去っていった。




　翌日の朝。俺は自分の席に着きながら、ぐるぐると同じことを考えていた。

　昨日は、美来が春輝について何か相談とかしていないかを探るはずだったのにな。まさか、美来に好きな人がいるという情報が入るとは……。春輝はそれを知ったら、どうするんだろう。言うべきだろうか。いや、言わない方がいいだろうな。いや、でもな……。

　結局、どうすればいいか、分からなかった。

　すると、隣の席の椅子が引かれる音がする。顔を向ければ、春輝が挨拶代わりの笑顔を向けた。

「昨日は、学校でなにしてたんだ？」

「え？」

　心臓が一回跳ね上がる。反射的に目を逸そらすと、春輝は質問を重ねてきた。

「昨日、帰りに九条さんたちを見た。冬馬のことを聞いたら、まだ学校にいるって。それに冬馬、九条さんたちに変な話しただろ？」

「あ……いや……ごめん」

「いや、責めてはないよ。俺のことって思ってはなかったみたいだし。それで、昨日は何をしていたんだ？」

　春輝は本当に察しがいい。いや、変に勘もいい。それは時に嬉うれしく思うけど、時に怖いものだなと思った。春輝の真まっ直すぐな瞳。また噓をついたり、誤ご魔ま化かしたりすれば、すぐにバレてしまいそうだ。

「昨日は、美来が友達に、何か悩みとか相談していないか聞きまわっていたんだ」

「そっか。それで、何か言ってたのか？」

　この質問に俺はどう答えればいいか悩んでしまった。ありのままを伝えてしまっていいのか。すると、春輝はそんな俺の様子を察してか、もう一言付け加える。

「頼む。何でも教えてくれ」

「う、うん……。その……美来……誰かに告白された……らしい」

　思った以上に出ない声。すると、春輝は目を見開いて、固まってしまった。やはり言わない方が良かったんじゃ。そう思うと、春輝はどこか寂しそうに微笑ほほえんだ。

「そっか……。それなら応援しないとな」

　そう言って席を立った春輝は、自分の席へと戻っていった。それから春輝と美来の距離は、さらに大きく開いていったように見えた。お互い近くに行くようなこともしないし、目も合わさないようになっていた。俺にそう見えてるだけかもしれないけど、その光景は見ていてとても心苦しかった。

　美来がなんで距離を取り始めたか分からない。でも、さすがにもうこれ以上、この状況が続くのはまずい。そう思った俺は、放課後に、美来を屋上前の階段に連れ出した。

　薄暗い階段の踊り場。人の通りはなく、電気も点ついていない。静かに話すには絶好の場所だ。

「話って何？　どしたの？」

　普段通りの口調の美来は、心当たり無しと言わんばかりの顔を俺に向ける。

「いや、どしたじゃなくてさ。その……最近、俺達……というか春輝と距離取るのはなんでだよ」

　単刀直入に聞いてみる。すると、美来は目を逸らした。

「別に……。てか、いいじゃんそんなの。え、何？　女子が女子とつるむのって普通じゃん」

「いや、話を変えるなよ。女子といるのは普通だけど、春輝を避けるのは違うだろ」

　そう言うと、美来は眉間にしわを寄せる。そして、好感度を一気に10も下げる。さすがに幼おさな馴な染じみにここまで下げられると、くるものがある。

「は？　避けてんのは春輝じゃん。一緒にいて、噂うわさたてられて迷惑だとか言ってさ。そんなん言われたら、一緒にいられないじゃん！」

　美来の言葉に、あの日の帰りのことを思い出す。あの時の春輝の言葉は、きっと今の関係を守ろうとした結果、思ってもないことを言ったんじゃないだろうか。

　そんなことを考えていると、美来は更に怒気を含んだ声で続ける。

「私からすれば、なんで春輝にそんな風に言われなきゃいけないか分かんないんだけど！」

「春輝は……春輝は俺達の仲が変わっちゃわないように、そう言ったんだと思うよ」

　本当は、春輝が美来のことを好いていることを言いたかったけど、春輝に口止めされている手前、言えなかった。それに俺が言っても、美来は更に怒ってしまうかもしれない。

「は？　変わってるじゃん。今日なんか全っ然、目合わさないし。明らかに避けてるよね？」

「いや……それは……」

　きっと、それは美来を応援しようとしているから。そう言おうとしたけど、言葉に詰まる。

　美来の目つきが鋭くなっていく。それとは対照的に結んだ唇は震えていて、必死に何かを堪こらえているようだった。

「私は……春輝が私と噂されたくないって言うから……」

「い、いや……それは美来のことを思って言っただけで──」

「そんな勝手、知らないよっ！」

　俺が言い切る前に、声を荒らげた美来が、鋭い目つきで俺を睨にらむ。それに圧倒された俺は、ただ口を真っ直ぐに結んで、黙るしかなかった。

　確かにそうだよな……。春輝がどんな思いで言っているかなんて、分かるわけないよな。美来からすれば、拒絶されたような感覚になったのかもしれない。

　でも、春輝だって辛つらい思いをしているに違いない。好きな人との噂を囁ささやかれても、それを否定しているんだ。それに、好きな人が誰かと付き合うかもしれないと知って、噂が再燃するのを避けようと、更に取りたくない行動を取っているのだ。

　というよりも、そもそも美来は、春輝との噂について春輝にどう答えてほしかったのだろう。美来は、好きな人に春輝との噂を聞かれても大丈夫なのだろうか。

「あ、あのさ……。美来、告白されたんだって？」

「は？　え!?　いきなりなに？」

　沈黙を破ると、美来は目を見開いて慌てふためきだす。

「あ、いや……ごめん。そういう話を聞いちゃってさ」

「そ、そっか……。は、春輝も……知ってるの……？」

「うん」

「なんか言ってた……？」

「応援するって……」

　そう言うと、美来はハッと息を吞のんで目を見開く。そして、目に涙を浮かべた。唇は震え始め、それを押し殺すかのように強く嚙かんだ。

「そっか……そうなんだ」

　美来の目から涙が落ちる。

　それほどにまで知られたくなかったのだろうか。

　罪悪感が一気に湧いてくる。

「ご、ごめん……」

　美来が涙を流すところなんて、初めて見た。いつも元気いっぱいで笑ってるか、怒ってるかの美来が、悲しそうに涙を流している。

　そんな美来に、どんな声をかければいいか分からなかった。

「ずっと好きだった……。ずっと好きだったの……！」

「ご、ごめん！」

「知ってるなら、ちゃんと言ってほしかった。どうせ振られるなら、ちゃんと言葉にしてほしかった」

「ふ、振られる？　え、振られたのか？」

　状況が理解できない。美来の言っていることが、上手うまく繫つながらない。と、混乱していると、美来は涙を拭う。

「春輝、私の気持ち知ってるうえで避けてるんだよ？　振ったも同じだよ……！」

「え？」

　それって……。つまり、美来の好きな人って……。

　そう気付いた瞬間、俺の中で色々なものが繫がった。

　すると、階段下の方から、声が聞こえてきた。目を向けると、見たことのない男子生徒の集団が、何事かと言いたげな目で俺達を見ていた。

　きっと、俺と美来が声を張り続けていたからだろう。はたから見れば喧けん嘩かのように見えているかもしれない。騒ぎが大きくなる前にどうにかしないと。

　そう思っていると、一人の男子生徒の肩に、勢いよく手が置かれた。そして、力任せに男子生徒が押しのけられた。突然のことに男子生徒が睨みを利かす。そこには息を切らした春輝が立っていた。そして、男子生徒たちに向かって大きな怒声を上げた。

「見世物じゃない！」

　普段、感情的にならない春輝が眉間にしわを寄せている。男子生徒たちはそれに圧倒されたのか、顔を引きつらせながら、この場を去っていった。

　すると今度は、春輝が俺達を捉える。そして、階段を上のぼると、美来に顔を向けた。涙を流したまま、固まる美来。その様子に息を吞んだ春輝は、鋭い目つきを俺に向ける。その瞬間好感度が一気に０にまで下がった。

　感じたことのない春輝の圧に怯ひるんでしまう。しかし、それも束つかの間ま、好感度はすぐに80に戻してくれた。そして、いつもの優しい表情に戻った春輝は、美来の方へ向き直る。

「どうして、泣いてるの？」

　その問いに、美来は目を強く瞑つぶって首を振る。その答えに春輝は眉を八の字にする。

「原因は俺？」

　春輝が優しい声でそう言うと、美来の動きが一瞬止まる。すると春輝は、何かを察したのか、口を真っ直ぐに結ぶと、俯うつむいてしまった。

「そっか……。ごめん。泣かすつもりはなかったんだ……。美来……俺に言いたいことがあるなら、何でも言ってほしい」

　弱々しい声でそう言った春輝。すると美来は、眉をつり上げ、また目に涙を溜ためた。

「避けるだけ避けといて、今更言ってほしいって何よっ！」

　踊り場に響く美来の怒声。春輝は、目を見開いたまま固まってしまった。そのまま美来は握った拳を震わせると、階段を走って降りていった。

　その後ろ姿を見ることしかできない俺と春輝は、その場で立ち尽くしてしまう。すると、春輝はその場にしゃがみこんでしまった。

「俺は、結局、何一つ分かっていないんだな」

　俯きながらそう弱音を吐く春輝。俺はそんな春輝の態度に苛いら立だちを覚えてしまった。

「そりゃそうだろ。春輝は、美来のことちゃんと分かろうとしていないじゃないか！」

　そう言うと、春輝は顔だけをこちらに向ける。

「大丈夫。美来は言えばすぐに伝わるやつだから」

　そう言って手を伸ばすと、春輝は口角を少しだけ上げた。そして俺の手を握ると立ち上がる。

　すると、春輝は真面目な顔つきになって、俺の目を真っ直ぐに見る。

「俺、美来に伝えにいくよ。俺は、美来が好きだ。感情がすぐに出るところも、すぐに手が出るところも、そして……誰よりも楽しそうに笑うところ。全部が好きだ。美来が誰を好きでも構わない。この関係が崩れても構わない。諦めたくない」

「うん！」

　決意に満ちたような表情の春輝。大丈夫きっとうまくいく。二人はずっと昔から、好意を寄せあっていたんだ。まだ分岐器の操作は間に合うはずだ。

　階段を降りていく春輝。俺は、その背中を見つめながら、ふと思ってしまった。

　春輝か美来、どちらかが、好感度を見ることができれば、もっと早く俺達の運命は変わっていたかもしれない。

　すると、階段を降り切った春輝が振り向く。

「冬馬、これは俺達三人のことだ。だから……冬馬にも来てほしい」

　その申し出に、俺は迷うことなく頷うなずく。そして、俺と春輝は美来を探し始めた。一年四組の教室に着けば、既に美来の鞄かばんはなくなっていた。

　つまりは、もう校内にはいない。

　家に向かっているのなら、走って追いつかないと。そんな焦りを覚えていると、春輝が優しい表情を浮かべる。

「きっとあの場所だよ」

　その一言に俺も美来がどこに向かったのか分かった。

　校門を抜け、学校近くの川沿いの道についた俺達は、土手に生えるススキを横目に、走っていく。

　すると小さな石階段が見えてきた。近くまでくると、春輝の足が止まる。そして石階段の先に視線を送る。そこには、階段に座って、膝を抱えている美来がいた。

　春輝と顔を見合わせ、頷きあう。すると春輝は、階段の上から美来の名前を呼んだ。

「美来」

　すると、肩をビクつかせた美来がゆっくりと振り返る。そして春輝を捉えると、困ったような表情を浮かべながら、ゆっくりと立ち上がった。

　すると、春輝がゆっくりと階段を降りていく。美来は、まるで逃げ場を探すようにあたりを見回し始めた。俺はただ、階段の上から、そんな二人を見守っていた。

「美来、ごめんな。言ってほしいだなんてズルいよな。避けるようなことしてごめん」

　春輝が柔らかな口調でそう言うと、美来は唇を嚙んで俯いてしまう。それでも春輝は言葉を続けた。

「どうすればいいか分からないんだ。美来は大事な幼おさな馴な染じみ。冬馬もそうだ。きっと美来も同じことを思ってくれてると思う。でも……いつのまにか俺の中で美来は、違う存在になっていたんだ」

　春輝の声が震えている。その言葉を最後に二人は黙ってしまった。いつも余裕のある優しい春輝が、こんなにも余裕をなくしている。いつも元気いっぱいの美来があんなにも不安そうな顔をしている。俺はただ、この押しつぶされそうな空気に耐えるしかなかった。

　すると、春輝が強く握り拳を作る。

「美来のことが好きだ」

　その言葉が放たれた瞬間、美来は目を見開いて固まってしまった。そして、目尻から大粒の涙をいくつも流し始めた。

「ただの幼馴染って……。そう言ってたじゃん！」

「ごめん」

「迷惑だって言ってたじゃん……」

「ごめん」

　そう言って泣き声を押し殺すように、唇を強く嚙む美来。そして、顔を上げると真っ赤になった目で春輝を捉えた。

「ずっと……ずっと好きだったの。春輝のことが好き」

　消えてしまいそうな声だった。細い指は細かく震えていた。すると春輝は、その震えを包み込むように美来の手を握った。

「ほ、本当に？」

　その問いに言葉を発することなく頷く美来。すると春輝は、美来を抱きしめた。

「ただの幼馴染だなんて言ってごめん。迷惑だなんていってごめんな。そんなこと一回も思ったことないのに」

「うん……！」

　聞いたことのない春輝の必死な声。美来が頷くと春輝はそっと美来を離した。

「こんな俺だけど、これからは俺の彼女になってくれませんか？」

　その言葉に、美来は深く頷く。そして、また春輝の胸に顔をうずめた。それからは、言葉を発することなく、ただ互いが満足するまで、静かな時間を過ごしていた。

　春輝と美来……いや、俺達の長く続いていた関係に決着がついたのだった。




　それからの日々。美来と春輝は常に一緒にいるようになった。今までにないくらいの、晴れやかな笑みを見せあう二人。そんな二人の様子は、校内に瞬く間に広がって、一部では春輝ロスという単語が飛び交っているようだった。

　それでも、俺とも一緒にいてくれる二人。気を遣わなくてもいいのにな。とはいえ、変わらず一緒にいられることが嬉うれしかった。

　俺が九条さんと付き合うようになった時。二人はこんな気持ちだったのかな。




　そんなある日の放課後。俺は九条さんと二人でソフトクリーム屋さんに来ていた。席に座ると、九条さんが嬉しそうに微笑ほほえむ。

「七瀬くんと浅宮さん、すごく楽しそうだね」

「だね。まあなんて言うか、俺の入る隙がなくなっちゃったけど」

　と寂しさのようなものを感じながら自嘲的に笑う。すると、九条さんは優しく微笑んでくれた。

「また四人で遊ぼ」

「うん」

　俺は我わが儘ままだから、九条さんとの二人の時間も欲しいし、春輝や美来との時間も欲してしまう。それは都合の良すぎる考えだと思うけど、ずっとみんなで仲良く、一緒にいられればなと思ってしまうんだ。

　それからソフトクリームを食べた俺と九条さんは、店を後にして帰り道を歩いていた。すると、ポケットのスマートフォンから着信音が響いてきた。

　取り出して画面を見れば、春輝の名前が。

「もしもし」

「お、冬馬、今どこにいる？」

「今、家帰る途中」

「そっか。良かったら今から遊ばないか？」

　その誘いに、九条さんの顔をうかがう。すると、聞こえていたのか、察してくれたのか、九条さんは笑顔で頷いてくれた。




　そして美来と春輝と合流した俺達はカラオケに行くことになった。カラオケ店の前に着けば、春輝と美来が二人同時に手を挙げる。

「浅宮さん！」

「九条さん！」

　目が合えば、嬉しそうにくっつく九条さんと美来。そんな様子を、春輝は眉を八の字にして見ていた。きっと俺も同じ表情をしているだろうな。

「てか、急だな。いきなりどうした？」

「美来が急に四人で遊びたいって言うからさ。悪いな」

「いや！　さっき丁度九条さんとそういう話してたからさ。ちょっと驚き」

　そう言って歯を見せると、春輝も歯を見せた。

　そしてカラオケ店に入った俺達は、順番に歌を披露していく。

「あははは、冬馬下手すぎ！」

「うるさいな。いいだろ」

　手を叩たたきながら馬鹿にするような笑い声をあげる美来。それでも別に怒りのようなものは出てこない。美来はそういう人間だから。それを俺達は分かっているから。

　と、俺が下手くそな歌を披露し終えると、美来は空のコップを手に持って立ち上がる。

「ねえ冬馬、ジュース取りに行こうよ」

「俺？　いいよ」

　てっきり春輝に声をかけるかと思っていたから、ちょっと意外だった。

　そして、春輝と九条さんの分のコップを持った俺達は、ドリンクバーまで足を運んだ。すると美来は、ジュースを注つぎながら話しかけてきた。

「冬馬、ありがとね」

「何が？」

「いやいや、察しろし」

「ご、ごめん」

　訳も分からず謝る。すると、美来は眉を八の字にして、ぎこちなく歯を見せた。

「今ね、すっごく楽しいの」

「そっか。よかった！」

　本当に良かった。そんな思いに自然と口角が上がる。すると、美来は俺の横を通って、先に部屋へと戻っていった。その横顔は今までに見たことのない、清すが々すがしいものだった。

　まだまだ俺にも知らないみんなの一面があるんだな。春輝が余裕をなくすこともあるし、美来だって泣くこともある。

　これからも色々なことを知れたらいいな。この先ずっと俺達の関係が続けばいい。永遠なんて世よ迷まい言ごとかもしれない。けど、ずっと仲良くいられますように。




　それからカラオケを楽しんだ俺達は、店前で別れることに。春輝と美来は一緒に帰るとのことで九条さんと二人で見送る。

　優しい笑みを向け合いながら手を繫つないで歩く二人。初めて見る光景なのに、ずっと前から見てきたようなそんな錯覚に陥るのはなんでだろうな。

「桐崎くん、私たちも帰ろ」

「うん！」

　肩を並べて歩く帰り道。九条さんの歩幅に合わせながら、俺は遠くを眺めていた。淡い橙だいだい色いろから濃い紺色へとグラデーションする空は、どうして心に寂しさを与えるのだろう。

　目線だけを横に向けると、九条さんの綺き麗れいな横顔が。ふと、春輝と美来が手を繫いでいた光景を思い出す。

　心の奥底から形容しがたい感情が、少しずつ溢あふれてくる。気付けば、俺の手はそっと九条さんの手の方へ伸びていた。

　すると、九条さんは俺が握る前に、俺の手を握ってくれた。顔を向ければ、眉を八の字にした九条さんが口角を少し上げて視線を落とす。

「遠回りして帰りたい」

　顔を向けることなく、小さな声でそう言った九条さんは、顔とメーターを赤く染める。俺はその手を引いて、通ったことのない知らない道へと九条さんを連れ去った。
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　時は過ぎ、気付けば十二月も半ばを迎えていた。冬休みはもう目前。冬休みは冬休みで、イベントが沢山だからな。期待が膨らんでしまう。

　思い出す。九く条じようさんとの毎日、楽しすぎて時間があっという間だったな。

　それはそうと、気になる九条さんの二学期の成績はというと……バッチリだった！　俺は、ちょっと下がったくらい。九条さんは、中間７位、期末６位と、好成績を残した。

　これなら、冬休みも会えるかな。みんなと遊べたらな。ふと、そんなことを思ってしまう。

　そんな浮ついた放課後。今日は春はる輝き、美み来く、九条さんの四人で寄り道をしていた。

　美来のリクエストでやってきた学校近くのドーナツショップ。そこで、俺達はいつものように他た愛あいもない話をしていた。

「いやー、後一週間とちょいで冬休みか。長かったわー」

　そう言って椅子の背もたれに体重をかける美来。俺からすれば、あっという間だったけどね。

　と、美来を横目で見ていると、春輝が九条さんに話を振る。

「九条さんは、冬休みどうする？　良かったら、みんなで遊ぼうよ」

「う、うん！　遊びたい！」

　目を輝かせ、脇を締めて前のめりになる九条さん。

　良かった良かった。二学期は成績良かったし、多少は遊んでもいいよね。しかし春輝、俺が聞きたかったことを聞きよって……。まあ、俺がさっさと聞けって話なんだけど。

　と、心の中でため息をつくと、美来が意地悪そうな顔を俺に向けてきた。

「でもあれだね。もう冬とう馬まと九条さんさ、四ヶ月くらいじゃん？　名前呼びとかしないの？　桃もも華かーって」

「なっ……！」

　心臓がキュッと締め付けられる。勢いよく九条さんの顔を見ると、九条さんは頰ほおを染め、眉を八の字にして目線を落としていた。

「あ、あのな、そういうのはだな、人それぞれだろ。そ、それに呼んだことあるし……」

　自分でも分かる動揺っぷり。必死になれば必死になるほど、美来が意地悪く口角を上げていった。

「ねえ、春輝もそう思うよね？」

「ん？　まあ、そうだな。でも、それが冬馬と九条さんらしくもあるかな」

　そう言って楽しそうに微笑む春輝。と、その時だった。

「あ、あの、もしかして九条桃華さん？」

　知らない人の声。突然割り込まれたことに驚きながら、顔を向ける。そこには、金髪のツーブロックという、特徴的な髪型の男子がいた。背も高い。いわゆるチャラ男というものだろう。

　ちなみに好感度は30。高くても低くても困るけど。

　と、そんなことよりもだ。九条さんの知り合いなのだろうか？

　そう思い九条さんを見てみるが、どうやら仲のいい人ではないらしい。あからさまに困った顔をしている。どちらかというと怯おびえてるといった表情だ。

「は、はい。そうです」

　九条さんが小さな声で答える。すると、話しかけてきた男の表情が、パーッと明るくなった。凄すごく嬉しそう。

「ま、マジかっ！　あっ、いやゴメンゴメン。分からないよな。俺、矢や凪なぎ秋あき仁ひと。覚えてる？」

　矢凪秋仁と名乗った男が、申し訳なさそうに歯を見せる。すると九条さんは、ハッと息を吞のみ、両手で口を塞いだ。

「矢凪くんっ！」

「そうそう！　久しぶり。いやーマジか！　てか九条さん、めっちゃ変わったね。高校デビュー？」

　凄くテンションの高い矢凪くん。九条さんは、矢凪くんの質問に、眉を八の字にして頷うなずいた。

「そうなの。その……矢凪くんも高校デビュー？」

「そうそう！　あはは……お互いその……地味キャラだったのにね。いや、でも良かった！　楽しくやってるんだね」

　そう言って俺達を見る矢凪くん。すると、急に申し訳なさそうな顔をした。

「あ、いきなり割り込んでごめん！　俺、九条さんの中学ん時の同級生で、矢凪秋仁っていいます」

「ど、どうも」

　なぜか丁寧に会釈してしまう。どうやら矢凪くんの見た目に圧倒されてるらしい。

「いやー、本当感動したわ。あっ、そうだ九条さん！　折せつ角かくだしさ、連絡先教えてよ」

「え！」

　矢凪くんの提案に困ったような顔をした九条さんは、俺をチラリと見る。

　いいじゃないか。折角の知り合いとの再会なんだ。九条さんは、きっと俺のことを考えて躊躇ためらっているのだろうけど、そんな束縛みたいなことはしたくない。

　そんな思いを込めて、笑みを浮かべて小さく頷く。すると。九条さんは安心したような表情を浮かべて矢凪くんの方へ顔を向けた。

「うん！　大丈夫だよ」

「ありがと！」

　こうしてLaINの交換をした矢凪くんと九条さん。登録作業が終わると、矢凪くんは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「あ、本当、邪魔しちゃってごめんね。それじゃあね九条さん」

「うん」

　九条さんが頷くと、嬉うれしそうに歯を見せて、手を大きく振る矢凪くん。そして、最後まで九条さんの方を見ながら、そのまま店を出ていった。

　中学の時の同級生……か。矢凪くんは九条さんとどういった仲だったのだろう。

「すごい髪型だったね。仲良かったの……？」

　探るような聞き方をしている自分が情けなくなる。そんな俺の様子を感じ取ってか、九条さんは少しだけ困ったような顔をした。

「ううん。特別、仲が良かったわけじゃないの。あまり話したことはなかったけど、中学の三年間、同じクラスだったの。今の見た目からは想像できないくらい静かな人でね、真面目な雰囲気だったの」

　そう言って、最後は微笑ほほえんでくれた九条さん。ふと、如月きさらぎさんが教えてくれたことを思い出す。中学時代の九条さんは、男子によくからかわれていて、嫌な思いをしていたということ。そう言う意味では、関わりこそあまりなかったけど、無害だった矢凪くんに対しては、好感度が高い方なのかもしれない。少なくとも、他の男子達よりは。

　それに、お互い高校デビューって言ってたな。そんな共通点もあって楽しい再会になったんだろう。




　それからまた他愛もない雑談をした俺たちは、ドーナツショップを後にした。その帰り道、俺は三人の会話に混ざることなく、ぼんやりと考えを浮かべていた。

　もし、俺が九条さんと同じ中学だったら、どうしていただろう。俺の知らない九条さん。そんな時間があるのは当たり前なのに、一緒に過ごしたかったななんて考えてしまう。

　すると、美来が顔だけをこっちに向けて、俺に話を振ってきた。

「ねえ、冬馬。明日さ、みんなで冬馬ん家ちで遊ばない？」

「え？　俺の家？　なにするの？」

　そう質問を投げると、美来は呆あきれたようなため息をつく。

「あんさ、話聞いてなかったの？　九条さんが卒業アルバム見たいって言うから、それで九条さんのも見してーってなって、集まろっかって話してたんだけど？」

「あ、そうなんだ！　いいね、集まろっか！」

　これってつまり、昔の九条さんを知ることができるチャンスじゃないか！

　そう思うと、テンションが上がってきた。すると、メーターを半分ほどの黄色にした九条さんが、困り眉を作って俺を見る。

「わ、私のは無しでもいいんだよ？」

「い、いや！　滅め茶ちや苦く茶ちや見たい！」

　思わず前のめりになってしまう。すると、九条さんは、ぎこちない笑みを浮かべていた。




　そしてやってきた次の日。お昼ご飯を食べ終えた俺は、自分の部屋の真ん中で漫画を読んでいた。すると、扉をノックする音が響く。顔を向ければ、母さんが顔だけ覗のぞかせていた。

「冬馬。今日、春輝くん達来るんだって？」

「あーうん！　あと……九条さんって人も来るよ」

「九条さん？　聞いたことない名前ね」

「あぁ……うん。その、彼女なんだけど」

　と、照れながら言う。すると、扉が勢いよく開かれた。そして、母さんが俺の目の前までやってきて顔を近づけてくる。

「かかかか彼女？　な、なんでもっと早く言わないの!?」

「え？」

　どういう意味か分からず疑問を浮かべる。すると、母さんは手をバタバタと動かして、落ち着きを失なくし始めた。

「いやーもーどうしよう。うち、何にもないよ？」

「い、いや、何もしなくていいから！　ただ遊びに来るだけだから！」

「それが一大事って言ってるでしょー？　ここでもし逃しちゃったら、母さん死んでも死にきれないわ！」

　なんか色々と失礼な気がする。まあ言いたいことは分かるけれど……。でも、九条さんをこの家に招いたことはある。だから大丈夫と言ってやりたい。しかし、それは内緒なのだ。

　と母さんと二人で騒いでいると、インターホンの音が響いてきた。みんなが来た。そんなワクワクとした気持ちに、勢いよく立ち上がる。すると、母さんは俺よりも先に玄関に向かって走っていた。

　玄関に着くと、母さんが扉を開ける。すると、春輝と美来、そして九条さんが姿を現した。母さんを見るや否や、春輝と美来はいつものように「こんにちは」と慣れた挨拶をする。横にいる九条さんはというと、口を真まっ直すぐに結んだまま、深々と頭を下げた。ちなみにメーターはかなり高ぶっている。

「こ、こんにちは！　あ、あの！　私、九条桃華と申します！　その、桐さ……冬馬くんと、お付き合いさせていただいてます！」

　もはや、男性が婚約者の家族にする挨拶みたいになっている。そんな九条さんの固い挨拶に、母さんは固まっていた。しかし、すぐに我に返ったのか、ハッと息を吞む。

「い、いらっしゃい。く、九条桃華さん？　よろしくね」

「は、はい！」

　背筋をこれでもかと伸ばして、緊張した様子の九条さん。そこまでしなくてもいいのにと思いつつも、必死になってくれるその姿が可愛かわいかった。

　それから、俺の部屋へと移動した俺達。早速、くつろごうと腰を下ろすと、ドアの向こうから母さんの声が飛んできた。

「冬馬！　ちょっと来て！」

　やけに急せかすような口ぶり。そんな母さんに疑問を感じながら部屋を出る。そして、リビングに行くと、母さんが手招きをしていた。

「と、冬馬。あの子、本当に彼女なの？」

「え？　どういう意味？」

　目を細め、小さな声でそう言った母さんに質問を投げると、母さんはため息をつく。

「冬馬、騙だまされてるんじゃないの？　あ、あんな別べつ嬪ぴんさん、ありえないでしょ」

「い、いや騙されてないよ。普通に付き合ってるし」

「ほ、本当に？　じゃあ逆に、あんたが騙したの？」

「いやいや、そんなわけないでしょ。至って普通だよ」

　そう言っても信じてないのか、目を細めたままの母さん。まあ確かに言わんとしていることは分かる。それほどまでに、俺と九条さんは釣り合いが取れていないということなのだろう。

「まあ、何もないならいいけど。母さん、ちょっと心配だわ」

「はいはい、もう大丈夫だから」

　少し面倒くさくなった俺は、話を切り上げて部屋へ戻る。すると、春輝たちは、中学校の卒業アルバムを囲んで、何やら盛り上がっている様子だった。

「あれ、もう見てた？」

「おう、悪いな」

　声をかけると春輝は返事をしながら、俺の座るスペースを空けてくれる。そこに腰を下ろすと、中学時代の春輝の写真があるページが開かれていた。

「懐かしいけど、春輝はもうこの時から完成形だったな」

　そう言うと、春輝は可笑おかしそうに笑う。

「なんだよ完成形って。まあ成長期は終わっていたな」

　それからゆっくりとページを開いていくと、今度は美来の写真が出てきた。やけに不機嫌そうな目つきで写っているその顔に、笑いがこみ上げてくる。すると、九条さんが興奮した様子で美来の写真の近くに手を置いた。

「浅あさ宮みやさん、ポニーテール可愛い」

「え？　そう？　まあ、中学はね～髪の長い女子は結ばなきゃいけなかったから、仕方なくポニーテールだったんだよね」

　と、あの頃は面倒だったなと続けそうな口調で小さなため息をつく美来。すると、春輝が身を乗り出し、美来の写真を見て微笑んだ。

「懐かしいな。俺は、髪結んだ美来も好きだな」

「へ、へえ……。まあ、たまにはいいかもね」

　そう言って、頰ほおを赤く染めた美来が口を尖とがらす。

　み、美来が女子っぽい感じになっている……。すごい違和感だ。

　そんな美来の意外な一面に口角を引きつらせていると、アルバムはまた別のページへ。すると、九条さんが一枚の写真を勢いよく指さした。

「あ、桐きり崎さきくん！　今より、少しだけ髪が短いね。ふふ、可愛い」

「かっ……！」

　可愛い……だと!?　今までそんなこと言われたことがない俺は、体も思考もまるで石になったかのように完全停止してしまった。

　それからずっと九条さんを見つめていると、九条さんも俺を見つめ返す。メーターもどんどん突き抜けていく。すると、俺の視界に美来の手が映った。

「あー、もう二人の時にやってよ！」

　その言葉に我に返ると、春輝が九条さんの卒業アルバムを見ようと提案してきた。

　とうとうこの時が来た……。今日一番楽しみにしていた中学時代の九条さん。それを拝めるのだ。

　と浮かれに浮かれていたのだが、九条さんは中々アルバムを開こうとしない。困り眉を作って、メーターを半分までに下げているのだ。

　んー照れとかではなく、むしろ見られること自体が嫌なのだろうか。そんな気がしてきた。

　横では美来が楽しそうに笑みを浮かべて、九条さんを急かしている。春輝は九条さんよりも美来の方ばかり見ている様子だ。

「あ、あのさ、九条さん。その……無理しなくていいよ！」

　そう言うと、九条さんは目を見開いて、口を結ぶ。美来は顔に疑問を浮かべ、何言ってるんだこいつと言わんばかりの不快そうな眉を作っていた。

「う、ううん！　大丈夫だよ！　ありがと」

　そう言って微笑んでくれた九条さんは、なぜかメーターを赤色にまで復活させると、アルバムを床に置いて広げた。すると、美来が写真を指さす。

「あ、九条さんと如月さんだ。同じクラスだったの？」

「う、うん！」

　そこにはツインテール姿の如月さんと、髪をビチッと纏まとめた九条さんの写真があった。中学時代の九条さん。受験の時に見た姿と同じだ。セーラー服に身を包んだ九条さんは、このクラスメイト達とどんな時間を過ごしてきたのだろう。

「九条さんは、部活とか何かやってた？」

「うん！　テニスやってたの。結ゆ衣いちゃんと一緒に」

「そうなんだ！　へえ、じゃあ今度テニスしようよ」

　そう言って歯を見せると、九条さんは小さく頷うなずく。そして、自分の写真をさらりと撫なでると、遠い目をした。

「桐崎くんに会えて本当に良かった……」

「え？」

「中学までは、あまりいい思い出がなくて……。それでも、結衣ちゃんがいてくれたから、なんとか乗り越えられたの。でも、今はすごく楽しい。桐崎くんや浅宮さん、七なな瀬せくん。みんなに会えて、良かった」

　そう言って最後に、九条さんは照れたような笑みを浮かべた。俺も九条さんに会えて良かった。勿もち論ろん、俺自身がってこともあるけど、九条さんが楽しいって思えるようなきっかけになれたことがすごく嬉うれしかった。

　それから、九条さんのクラスの男子達を見ていると、気になる人を発見した。

「あ、矢凪くんだ」

　俺の視線の先には、短い黒髪の優しそうな雰囲気の男子が。写真の下には矢凪秋仁と書かれている。昨日見たあの髪型の人とは思えないほどの違いだ。

　きっと矢凪くんにも、変わりたいと思える何かがあったんだろうな。そんなことを考えていると、九条さんが立ち上がった。

「あの、トイレに行ってもいい？」

「うん！　場所分かる？」

　そう聞くと、首を横に振る九条さん。分からないということなので、近くまで案内することにした。

　部屋を一緒に出て、廊下を歩いていく。すると、九条さんは俺の袖口を摑つかんで立ち止まった。何事かと思いながら振り向くと、九条さんが俺の手を握る。なぜかメーターを突き抜けさせ、視線を落としている。

「ちょっとだけ、こうしてたい」

　頰を赤く染め、上目遣いをした九条さんが一歩詰め寄る。俺は、高ぶる心を抑えることに必死で、唇を思いっきり嚙かんでいた。

　これはかなりマズイ。九条さんは俺の手を握るだけで満足してくれているかもしれないけど、俺はもっと求めたくなってしまうのだ。

「も、もう……いいかな？」

　高鳴る心臓。引きつる口角。そして震えた声でそう言うと、九条さんは何度も頷いて、トイレへと駆けこんでいった。その際、メーターは半分の黄色にまで下がってしまっていた。

　危なかった……。九条さんは、なんというか無防備すぎる気がする。俺が暴走しないと思ってくれているのかもしれない。そんな信用のようなものは、本当に嬉しい。けど……このまま俺が耐えて引き離すようなことを続けていたら、九条さんは愛想を尽かしてしまうのではないだろうか。

　渦巻く不安。重たいため息をつきながら部屋に戻ると、美来と春輝が不思議そうな表情を浮かべた。

「どうした？」

「いや……なんというか」
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　こんなこと相談してもいいのだろうか。いや、いいかもしれない。春輝と美来だって付き合っているんだ。それに昔から、互いの気持ちを殺して耐えてきた仲だ。きっといい方法を知っているだろう。

　そんな決意を心に、俺は二人の前で正座をする。そして、深呼吸を二回ほどして、悩みをぶちまけた。

「九条さんに触れたい」

「は？」

　俺の言葉に二人の表情が一気に変わる。春輝は口角を引きつらせ、目元をピクピクと震わせている。美来は、ゴミを見るような蔑みの目で俺を睨にらんできた。

「いやいやいや、キモイキモイ。真剣な顔で何言うのかと思ったら……。触れたい？　だから何よ」

「いや……何て言うか無意識に手が出そうになるんだよ。気付いたらそんな考えが浮かんでるというか……。でもさ、大事にしたいじゃん。このままだと九条さんを傷つけちゃうんじゃないかなって……」

　そんな思いを正直に話すと、美来は目を細めた。

「ふーん。まあ耐えるしかないんじゃない？」

「いや、これでも結構耐えてるんだよ。美来と春輝はそういうのないの？」

「ええ!?」

　突然目を見開いて、春輝を見る美来。春輝も顔を真っ赤にして、口を結んだ。

「なっ……あ、あんたね、そそそそんなの本人いる前で言えないでしょ」

「冬馬、世の中には、時と場所を選ばなきゃいけないこともあるぞ」

「ご、ごめん！」

　二人同時に怒られ、沈む気持ち。とはいえ二人の言う通りだ。俺ってデリカシーのない奴やつだよなと落ち込んでいると、九条さんが部屋に戻ってきた。それから、小学校の時のアルバムを見たりして、思い出を語り合った。

　そして夕方。美来と春輝は二人で帰るとのことで、俺は九条さんを送ることにした。すると、玄関前で母さんが俺達を呼び止める。

「あら、もう帰る？」

「あ、はい！　お邪魔しました！」

　相変わらず緊張した様子の九条さんがぺこりと頭を下げる。すると、母さんは可笑おかしそうに笑った。

「ふふふ、これからも冬馬をよろしくね」

「はい！」

　嬉しそうに元気よく返事をする九条さん。すると、母さんは優しく微笑ほほえんで軽く手を振った。

　この感じだと、母さんも冷静になってくれたのかもしれない。

「んじゃ、送ってくるから」

　そう言い残して外に出ると、冷たい風が体を通り抜ける。九条さんを見ると、寒そうに目を閉じて、俺の横にぴったりとくっついてきた。そして、俺の手のひらを摘まむように、優しく握った。

「桐崎くんのお母さん、優しい感じでホッとした」

　そう言って嬉しそうに口角を上げた九条さんが、目線だけを俺に向ける。

「まあ、普段はうるさいけどね」

　こういう時、素直に肯定できないのはなんでだろう。単純に恥ずかしいだけなのだろうか。でも、九条さんにそう言ってもらえて、凄すごく嬉しかった。




　翌週。あともう少しで冬休みだなんて考えながら、九条さんをお昼に誘いに行く。すると、スマートフォンを片手に持った九条さんが、無邪気な笑みを振りまいて、俺の元に駆け寄ってきた。

「どうしたの？」

　そのあまりに楽しそうな様子に疑問を浮かべると、九条さんは更に口角を上げる。

「桐崎くん、土曜日ボウリング行こっ」

「ボウリング？　うん！　いいよ！」

　なんと、もう週末のお誘いである。と嬉しさを嚙みしめていると、九条さんはスマートフォンを操作しながら続ける。

「あのね、矢凪くんに遊ぼうって誘われたの。それで結衣ちゃんも呼ぼうってなって。そしたら、あと男子一人誘おうってなったの」

「あ、そうなんだ」

　矢凪くんからの誘い……。行くとは言ったけど、俺が行っていいのだろうか？　これって中学の同級生の集まりみたいなもんじゃないのか？

「俺、行ってもいいの？」

　そんな申し訳なさを感じつつ聞くと、九条さんは勢い良く頷く。

「うん！　矢凪くんからの提案なの。その……中学一緒だった男子は嫌でしょって」

「なるほど」

　矢凪くんは、九条さんがどういう状況にいたのか知っているんだな。そういうところに気を回せるなんて、優しい人なんだろう。

　と矢凪くんへの好感度を上げていると、如月さんがやってきた。

「土曜の話？」

「そう。俺も行くよ」

「まあ、でしょうね。それよりボウリングねー。桃華、チョー弱いからね」

「ゆ、結衣ちゃん!!」

　顔を真っ赤にして慌てだす九条さんが、如月さんの肩をペシぺシと叩たたき始める。それに対して、余裕そうな表情の如月さん。そんな二人の様子を、微笑ましいなと思いながら眺めていると、如月さんが何かを思い出したかのようにハッと息を吞のんだ。

「そういえば、もうすぐ冬休みだけどさ、桃華は予定立ててる？」

「え？　まだだよ」

　如月さんの問いに動きを止めた九条さんが、不思議そうな表情を浮かべる。すると、如月さんは目を細めて、好感度を２下げた。

　え？　なんで？

　なぜか下げられた好感度。しかし、大体の要因は分かる。如月さんが好感度を下げる要因は九条さん関係だ。九条さんが冬休みの予定を立てていないことと俺に何か関係あるのだろうか。




　そんな疑問は謎のまま、掃除の時間がやってきた。考えても考えても分からない原因に頭を悩ませながら、ゴミ袋を両手に廊下を歩いていく。すると、運がいいことに俺と同じようにゴミ袋を持った如月さんを発見した。

「如月さん！」

　大きな声でそう呼ぶと、如月さん以外の人たちも俺の方を向く。そんな人たちを無視して如月さんの横に並んだ俺は、単刀直入に聞いてみた。

「あ、あのさ、如月さん。九条さんが冬休みの予定立ててないのって、俺悪かったりする？」

「は？　何それ。意味が分からないんだけど」

「いや……何て言うか、如月さん怒ってないかなーなんて……」

　なんて言えばいいのだろうか。かなり苦しい苦笑いを浮かべる。すると、如月さんは、呆あきれたようなため息をついた。

「桐崎さ、鈍いのか鋭いのかハッキリしてくれない？　まあ、別に怒ってないけど呆れただけ。あのさ、桃華の誕生日、いつか知ってる？」

「あ……そういえば知らない……」

「やっぱり。まあ、桃華も自分から言わないからいけないんだけどさ」

　そう言って、またため息をついた如月さん。

　そうだよな……俺は祝ってもらっておきながら、九条さんの誕生日を把握していないなんて……。そりゃ如月さんが呆れるわけだ。

「あ、あのさ、いつか教えてもらっていい？」

「十二月二十四日」

「えっ、クリスマスイヴ？」

「そうそう。すごいでしょ？」

「うん！」

　如月さんが自慢げに言うことではないと思うが、確かにすごい……。

　と驚いていると、如月さんは急に眉をつり上げた。

「もう……これさ、あたしが言わなかったら、スルーされてたよね？」

「ご、ごめん。うん、ありがと」

　申し訳なさを出しつつお礼を言う。すると、如月さんはそれを待っていたと言わんばかりに口角をつり上げた。

「はい、これで貸し一つ。あーゴミ袋重いなー」

　そう言って露骨にチラチラと目線を送ってくる如月さん。これを察せないほど、俺は馬鹿じゃないし、これをスルーできるほど、俺に度胸は無い。

「わ、分かった。持ってく」

「分かればよろしい。じゃあね。あっ、ちゃんと祝ってあげてね」

　そう言って、俺とは逆方向に走っていった如月さん。その頭上を見れば、また好感度は67に戻っていた。

　やっぱり九条さん関係だったか。聞いてよかった。って、そんなことよりも、早く九条さんの予定を押さえないと！




　放課後。九条さんと帰り道を歩く俺は、少し緊張していた。

　クリスマスイヴか。小さい頃はただのクリスマスの前日だと思っていた。けどそれは、いつの間にか恋人の日みたいなイメージになってたからな。そんな日を九条さんと過ごせたら、どれだけ嬉うれしいだろう。

「く、九条さん！」

　言葉に詰まりながら名前を呼ぶと、九条さんは口角を上げながら俺の目を捉える。

「あ、あのさ……クリスマスイヴの日って空いてる……かな？」

　緊張のせいか、チラチラと目線を送りながら聞いてしまう。すると、九条さんはメーターを急に跳ね上がらせ、目を見開いた。

「う、うん！」

「そ、そっか！　よ、よかったら遊べないかな……なんて」

　なんてって何だよ。ビシッと決めたいときに決められないのは、もはや癖なのかもしれない。そう落胆していると、九条さんは視線を下に向けて、コクリと小さく頷うなずいてくれた。

　良かった。まだ間に合った。湧き出る安あん堵ど感かんに自然と口角が上がる。すると、九条さんは眉を八の字にして、目線だけを俺に向けた。

「楽しみ」

　小さな声でそう言った九条さん。俺も今から楽しみだ。




　翌日。朝のホームルームまでの時間をのんびり過ごしていると、九条さんが遊びに来てくれた。ニコニコと楽しそうな笑顔を振りまき、メーターも満タンだ。

　そんな九条さんを笑顔で迎えると、九条さんは隣の席に座る。この光景も定着してきたな。クラスメイトも慣れてきてくれたのか、男子が騒ぎ立てるようなこともなくなった。

　それはともかくとして、今日の九条さんは様子がおかしい。なぜかいつも以上に笑顔なのだ。いや、笑顔というよりはニヤニヤとした感じなのだ。

「ど、どうしたの？」

　思わず聞いてしまう。

「楽しみなの。イヴ」

「あー、うん！　俺も」

　そういうことか。俺も楽しみだ。でも、この様子からして、俺が思っている以上に楽しみにしてくれているんだろうな。可愛かわいいな。

　思わず緩む頰ほお。すると九条さんは、突然俺の手を握ってきた。

「く、九条さん!?」

　ここは学校です！　周りの目が気になってしまった俺は、反射的に手を引っ込める。そして、辺りを警戒するように見回した。

　幸いにも誰かに見られているような感じはしない。安堵のため息をつきながら九条さんへと視線を戻す。すると、九条さんは悲しそうな顔をしていた。そしてメーターを下げてしまう。

「ご、ごめんね」

「い、いや、大丈夫！」

　また、やらかしてしまった。もっと優しく、やんわりと対応すべきなのに。俺ってやつは……。

　そんな自己嫌悪に陥っている間にも、九条さんのメーターはどんどん下がっていく。すると、九条さんは下を向いてしまった。

「わ、私、桐崎くんのことが大好きなの……。お、重いかな……？」

　不安そうな声でそう言いながら、九条さんは眉尻を下げる。

「そ、そんなことない！　滅め茶ちや苦く茶ちや嬉しいし、お、俺も大好き」

　言った後に唇を真まっ直すぐに結んでしまう。すると、九条さんは口角を少し上げてくれた。そしてメーターを赤くしてくれた。でも、満タンではない。

　目を見つめると、九条さんは、ほんの少しだけ目を細めて口角を上げる。その瞳に吸い込まれそうになった俺は、そっと九条さんの手を握ってしまった。その瞬間、九条さんのメーターは爆上がりしていく。

　と、その時だった。突然、九条さんの方からバイブ音が響いてきた。その音に二人して驚いていると、九条さんがポケットからスマートフォンを取り出す。

「マナーモードにするの忘れてたみたい」

　あははと気まずそうに笑う九条さんが、スマートフォンを操作しだす。すると急に、メーターが半分ほどにまで下がっていった。そして、何やら文字を打つ動作をすると、スマートフォンをポケットにしまった。

　どうしたんだろう。お母さんだろうか？　いや、その考えは結構失礼か。

　と自分を戒めていると、九条さんは席を立った。

「また、お昼に来るね」

「うん！」

　笑顔で返事をすれば、またメーターを赤色に戻してくれた九条さん。きっと大したことではないのだろう。

　最初はそう思っていた。しかし、それからの日々。九条さんは、スマートフォンを見る度、メーターを下げていた。それが気にはなってしまったけど、家のこととかだったら口を挟めないなと、歯がゆい思いをしていた。




　そして、時は過ぎ週末。とうとうこの日がやってきた。お昼過ぎに現地集合とのことで、俺は今、ボウリング場の入り口に立っている。集合時間まで、まだだいぶ余裕がある。

　と、いつもの通り、待ちきれない病を発動させていると、矢凪くんがやってきた。会うのは、あのドーナツ屋さん以来だ。そして、その時と同じ凄すごい髪型だ。服装もそれに合わせた派手めな感じだった。そして好感度は35。

　５ほど上がっているのはなぜだろうか。まあ低いよりかは何倍も嬉しいんだけど。

「どうもっす」

「あ、どうも」

　子供のように無邪気に歯を見せる矢凪くん。俺は、まだ見た目に圧倒されているらしく、ぎこちない挨拶を返してしまった。

「来てくれてありがと。なんていうか男子一人だとさ、緊張しちゃうからさ」

「そうなんだ。なんか女子慣れしてそうだけどね」

　と、言った後に失礼だったかと後悔してしまう。すると矢凪くんは、気まずそうな笑みを浮かべた。

「全然そんなことないよ。正直、桐崎くん来てくれて、マジでホッとしてる」

「そっか！　良かった」

　中学の同級生同士の遊びに俺がいていいのか。それに矢凪くんは俺のことよく知らないだろうし。それでも来てくれて良かっただなんて。矢凪くんは、見た目とは裏腹にかなり優しい人なんだろうな。

　と、心も少しほぐれ、矢凪くんと世間話をしていると、九条さんと如月さんが同時にやってきた。二人とも、動きやすそうな恰かつ好こうで、これはこれで可愛いなと、変なことを思ってしまう。

　目が合うと、口角を上げる九条さん。しかし、メーターは半分くらいの黄色で、さほどテンションが上がっている様子ではなかった。




　そして始まったボウリング。ボウリングを最後にしたのはいつだったかなと考えながらボール選びをしていると、矢凪くんが近くにやってきた。そして、14ポンドのボールを持つと、レーンの方へ戻っていった。

　なるほど。俺も14ポンドにしてみよう。そう思い手に持ってみると、だいぶ重く感じた。

　いや……これは違う。そう思い13ポンドを持ってみるが、これも扱えるか分からない重さだった。結局12ポンドのボールにした俺はレーンへ戻る。すると、三人は何やら楽しそうな雰囲気で会話をしていた。

「矢凪くんのボール重いね」

「あはは、慣れるとそうでもないよ」

　九条さんが、矢凪くんが選んだボールを両手で持とうとしながら笑顔を見せる。その笑顔を見た瞬間、なぜか心にモヤモヤとしたものが広がった。

　なんだろうこの気持ち。あまりいい気分じゃない。たったこれだけのことで嫉妬しているのだろうか？　いや、独占欲？　どちらにしろ、それはおかしいだろ。

　そう言い聞かせようとしても、ゆっくりと落ちていく視線。そのまま自分たちのレーンに戻った俺は、矢凪くんと九条さんが座る反対側の椅子に座った。

　それから如月さんの球選びが終わり、一ゲーム目が始まった。投げる順番は矢凪くんから始まり、一フレーム目はスペアと良い滑り出しだった。

　椅子に戻ってくると、九条さんと如月さんにハイタッチをする矢凪くん。そして流れるように俺にもしてくれた。次は九条さんの番。九条さんは二回投げて六本と、何とも言えない数字だった。

　なんて声かけようかな。そんなことを考えていると、矢凪くんが歯を見せる。

「ドンマイ！」

　たった一言。それだけなのに、なんか自然というかスマートというか、嫌みがなかった。そのおかげか九条さんも自然な笑顔を見せる。

　俺だったら何て声かけてたかな。

　そんなことを考えながら、俺は自分の持ってきた球を持ち上げる。

　てか、さっきから何をくよくよしているんだろう。別に旧友と楽しく盛り上がっているだけなのにな。

　そうは思いつつも、背中越しに聞こえてくる俺が入れないような昔話に、やり場のない気持ちが襲ってくる。

　勿もち論ろん、そんな気持ちのまま投げた球は思うようにいかず、一フレーム目は、七本と微妙なものになった。

　心が重くなる。その重さを吐き出そうとしているのか、鼻から何度もため息をついてしまう。このままではマズイよな。そう思いながら、椅子に座ると同時に、膝に肘を乗せる。すると、隣の席に九条さんがやってきてくれた。

「桐崎くんといい勝負できるかも」

　そう言って笑ってくれた九条さん。九条さんは俺の気持ちに気付いてしまったのだろうか。こうしてわざわざ話しに来てくれたことが嬉うれしかったけど、少し申し訳なかった。

　それでもメーターを見ると、満タンとまではいかないけど赤色にしてくれる。それだけが心の救いだった。

　そして如月さんがストライクを叩たたき出して終わった一フレーム目。その勢いに乗せられたのか、矢凪くんも二フレーム目でストライクを取っていく。球が勢いよくピンにぶつかって気持ち良い音が響くと、矢凪くんは両手を挙げて嬉しそうに歯を見せた。すると、九条さんと如月さんが楽しそうに温かい拍手を矢凪くんに向けた。

　矢凪くん、ボウリング上手いな。そんな漠然とした感想を抱いていると、次は九条さんの番。一フレーム目とあまり変わらず五本という結果だった。

「ど、ドンマイ！」

　今度は声をかけることができた。すると九条さんは、眉を八の字にして小さなピースサインをする。その可愛さに胸を一回弾ませ、俺はレーンの上に立った。

　一回でいいからストライクとか出したいよな……。出したら、九条さんはどんな顔してくれるだろう。よし！

　大きな深呼吸を一回。集中力を高めて、先頭のピンのやや右側に焦点を当てる。そして如月さんのフォームを何度も頭の中で再生してみた。

　うん、イメージは完璧だ。

　球を前に構え、重さに任せて振り下ろす。そしてそのまま、腕を真っ直ぐに後ろへ振り上げ、また振り下ろす。

　スーッと流れるようにレーンを滑っていく球。そしてそのまま、狙い通り先頭のピンのやや右側に当たってくれた。そして気持ちの良い音を響かせ、全てのピンを弾はじき飛ばしてくれた。

「やった！」

　思わず、力強くガッツポーズをしてしまう。振り返れば、九条さんは立ち上がって拍手をしてくれていた。

　ストライクを取れた喜び。そして、九条さんが喜んでくれているという嬉しさに、俺は九条さんの元へ駆け寄っていた。

「桐崎くんすごい！」

「あ、ありがと！」

　思わず照れ笑いをしてしまう。九条さんが目を細めて微笑ほほえんでくれるだけで、とても嬉しかった。そして矢凪くんの方へ視線を向ける。すると、頭上の好感度が25にまで下がっていた。

　これがどういうことなのか。もしかすると、と嫌な予感が頭をよぎる。それでも目が合えば、矢凪くんは「おめでとう」と祝ってくれた。

　九条さんとだけ、喜びを分かち合いすぎたのだろうか。そんな訳の分からない考えに行きつき、椅子に座る。そして、横に座る如月さんともハイタッチをした。

「やるじゃん」

「如月さんのフォーム、真似まねしてみた」

「ふーん。まあ、しっかり見ておきなさい。あたし、完璧だから」

　そう言って得意げな顔を見せた如月さんは、椅子から立ち上がって球の準備を始める。

　如月さん、ボウリング得意なんだ。そんなことを考えながら、ふと九条さんの方へ顔を向ける。すると、なぜか頰ほおを少しだけ膨らませ、メーターをほんの少しだけ下げながら、俺を見ていた。

　どうしたんだろう。見たことのない表情だ。そんな九条さんすらも可愛かわいいなと思いつつ、矢凪くんに目を向ける。

　如月さんの投球を見守る矢凪くん。その頭上の数字は25と変わらず。その瞬間、俺の中で一つ確信が生まれた。

　九条さんと楽しく話すと好感度は下がったのに、如月さんとのやりとりでは下がらない好感度。それは、きっと矢凪くんが九条さんと如月さんに抱く感情に違いがあるから。

　俺と同じで……九条さんと楽しそうにしていることに、モヤモヤしているんだ。

　つまり……矢凪くんは、九条さんのことが……好きなんだ。

　そう思った瞬間、鼓動が加速し始めた。そして、心の靄もやが濃くなり始めた。

　それから、どんどん球を投げていく俺達。矢凪くんと如月さんは波に乗ってきたのか、ストライクやスペアばかりを叩き出す。俺と九条さんは相変わらずといった具合で、一桁点ばかりだった。

　そしてゲームも後半に差し掛かった時だった。

「ちょっとジュース買ってくる。みんなもいる？」

　そう言って矢凪くんは、椅子から立ち上がる。

　確かに喉渇いたな。というか、みんなに気を遣えるなんて、優しい人だな。そう感心していると、矢凪くんと目が合った。

「桐崎くんは何かいる？」

「え、ああ、うん！　矢凪くんと同じのでお願い」

　そう答えると、矢凪くんは如月さんにも視線を送る。

「如月さんは？」

「そうね。あたしは、レモンティーで」

　と如月さんが答えると、矢凪くんは微笑む。そして、九条さんの元へ歩いていった。

「四人分はちょっとキツイから、手伝ってもらってもいい？」

「うん、いいよ」

　笑顔で即答する九条さん。そして立ち上がると、二人で自動販売機の方へと歩いていった。そんな二人の背中をモヤモヤとした気持ちのまま眺めていると、如月さんがため息をついた。

「ねえ、桐崎」

　名前を呼ばれ振り向く。すると、何やら改まった様子の如月さんが、俺の目を真まっ直すぐに見つめていた。

「あんたさ、桃華の悪いところ言える？」

「え、悪いところ？」

　突然の質問に固まってしまう。

　そう言えば、考えたこともなかった。出会って今までの間、九条さんのことを悪く思ったことなんてなかったから。

　と、言い淀よどんでいると、如月さんは続ける。

「主張しないところ。一人でため込むところ。変に頑固なところ……。まだまだあるけど……」

　突然、なんでこんな話題を持ち出したのか。そんな疑問を浮かべていると、如月さんは眉間に少ししわを寄せた。

「まあ何が言いたいかっていうと、もうちょい頑張った方がいいよってこと」

「う、うん」

　結局、どういうことなのか。分からない。けど、きっと何かヒントのようなものをくれているのかもしれない。

　それからしばらくすると、矢凪くんと九条さんが戻ってきた。矢凪くんからジュースを受け取り、ちょっとした休憩が始まる。

　すると、矢凪くんが話題を切り出した。

「そういえばさ、もうすぐで九条さんの誕生日だよね。みんなでお祝いしようよ」

　その言葉に心臓が一回脈打つ。思わずチラリと如月さんの方を見ると、目が合った。しかし、如月さんは、すぐに目を細めると、顔を逸そらす。そして好感度を下げる。

　俺は何、如月さんに期待しているんだ。好感度が下がったのも、自分でなんとかしろっていうメッセージだろう。

　九条さんはというと、困り眉を作って気まずそうな笑みを浮かべている。

　ここは俺が動かなくちゃ……。これは俺自身の戦いなんだ……！

「あ、あの……！」

　そう声を張ると、矢凪くんと九条さんが見開いた目を俺に向ける。

「そ、その日は、二人で遊ぶ約束してる」

　逸らしそうになる視線を必死に堪こらえ、矢凪くんの目を捉える。すると、矢凪くんの好感度が10にまで下がった。

　嫌われていくという実感。嫌われる行動をしなくちゃいけない。怖いけど、しなくちゃいけないんだ。

「その……俺と九条さん、付き合ってるんだ」

　心臓が異様なまでに脈打つ。震える唇を押さえるように嚙かむと、矢凪くんは目を見開いたまま、固まってしまった。そして、申し訳なさそうな笑みを浮かべて、後頭部に手を回した。

「そ、そっか……！　そうだったんだね……。いや、ごめんごめん」

「あ、いや……俺の方こそ、ごめん……」

　気まずい空気。更に下がっていく好感度。それでも矢凪くんは、ただ申し訳なさそうに笑っていた。九条さんへ視線を移せば、眉を八の字にして、口角を上げてくれていた。

　きっとこれで良かったはず。俺はずっとそう言い聞かせていた。




　そして一ゲームを終えた俺達。まだ帰るには早い時間だけど、場の雰囲気は帰る流れになっていた。球を元あった場所に返し、シューズを履き替える。そしてレンタルシューズを返そうと、返却口に来た時だった。

　横目に人影が映り、顔を向ける。そこには眉を八の字にした矢凪くんがいた。

「完全に好きになる前でよかった」

　そう言ってぎこちない笑みを浮かべた矢凪くんは、シューズを返すと九条さんと如月さんの方へ歩いていった。頭上に浮かぶ数字は０。

　本当は、もっと言いたいことがあるはずなのに。

　そんな矢凪くんの優しさに、もっと早く言えばよかったと心が痛んだ。




　そして帰り支度を済ませた俺達は、その場で現地解散をすることに。外に出れば、日はまだ明るく、帰るにはもったいない時間帯だった。だからといって、場所を変えて遊ぼうと言えるほどの雰囲気ではなかった。

　帰り道。狭い歩道を一列になって歩く俺と九条さんは、言葉を発することなく、真っ直ぐに家へと向かっていた。

　きっと九条さんも俺の発言で何かを察してしまったんだろう。折せつ角かくの中学の同級生との再会を、俺は壊してしまったんだ。

　沈む気持ちに比例するように、視線も落ちていく。すると、いきなり袖口を引っ張られた。我に返ると目の前は赤信号。

　心臓を跳ね上がらせながら振り向くと、口角を上げた九条さんが俺を引き寄せる。頭上のメーターは満タン近くにまで復活していた。

「桐崎くん、寄り道しよっ」

「う、うん！」

　返事をすれば、ニコッと笑って俺を引っ張っていく九条さん。俺は、ただ流されるように後をついていく。そして学校近くの公園にやってきた。

　九条さんと付き合うようになって、この公園に来ることが多くなったな。あれからもう四ヶ月近く。あの時の俺達と、今の俺達はどんな風に変われただろう。

　突き刺すような十二月の冷たい風に身を震わす。それを凌しのごうと、体を縮めるように木製のベンチに腰を下ろすと、九条さんはぴったりと横に座った。

「桐崎くん、今日はありがとう」

　顔を向ければ、寒さのせいか頰が桃色に染まっている九条さんが、優しく微笑む。

「うん、俺の方こそありがとう。あ、その……ごめんね。いきなり付き合ってるとか言い出しちゃって」

　そう言うと、九条さんはゆっくりと首を振る。そして、照れたような笑みを浮かべると、俺の手の甲にそっと手を重ねた。

「桐崎くんが、私の彼氏だって言ってくれて、嬉うれしかった。それと……私の誕生日知っててくれたんだね」

「う、うん！　何て言うかその……譲れないって思った」

　九条さんは、矢凪くんが好意を寄せていたことに気付いているのだろうか。気付いてなくてもいい。ただ、どうしてもその日だけは譲れなかった。いや、どの日だったとしても九条さんを譲れないと思った。

　そんな思いを胸に、九条さんの瞳を見つめる。すると、九条さんは目を潤ませて、唇を結ぶ。そして視線を落としながら大きなため息をつくと、小さな声で話し出した。

「あ、あのね……桐崎くん。私、隠し事があるの」

「え……？」

　九条さんの深刻な口調に、心に大きな不安がよぎる。思わず息を止めると、九条さんは言葉を繫つなげた。

「あのね、一週間前に矢凪くんとLaINを交換してから、毎日のようにLaINしてたの」

「うん」

　そっか……。ちょっと複雑な気持ちだ。とはいえ、俺が交換すればいいって促したわけだから、何も悪いことではないんだよな。

「それでね、何度か二人でご飯とか行こうって誘ってくれて……」

　今にも泣いてしまいそうな声で続ける九条さん。俺はどうすればいいか分からず、ただ黙って続きを待つしかできなかった。

「もしかしたら矢凪くん、私のことって思ったんだけど、自意識過剰かなって。それで桐崎くんに、何も言えなかったの」

　そう言って九条さんは涙で潤んだ目で俺を捉える。今日までの一週間を思い出す。九条さんがスマートフォンを見る度、メーターを下げていたのは、そんな悩みを溜ためていたからなんだろうな。あの時、俺が気付いてあげれば……いや、気にかけてあげれば、九条さんにこんな思いをさせずに済んだのだろうか。

「教えてくれてありがとう。その……自意識過剰だなんてこと……ないよ。だって、九条さんは、可愛かわいいから」

　思わず照れ笑いを浮かべてしまう。すると、九条さんもつられるように微笑ほほえんでくれた。

「き、桐崎くんも、かっこいいよ」

　そう言って目を逸らした九条さんは、メーターを突き抜けさせながら。チラチラと俺に視線を送る。

　その姿が愛いとおしくて、心の中の何かがあふれ出してくる。誰にも渡したくない。そんな独占欲が、こんなにも強いだなんて知らなかった。俺に余裕がないだけかもしれない。俺が自分に自信を持てないからかもしれない。

　気が付けば、心のリミッターは外れて、俺は九条さんを抱きしめていた。

　今まで妥協ばかりしてきた俺が、こんなにも必死になる日が来るなんて。

　そっと抱きしめ返してくれる九条さんの手。その手が俺に向いている間は、誰にも譲りたくない。そう強く思った。

　それから時間を忘れていた俺達は、ふと我に返り互いをゆっくりと引き離す。そして、二人して辺りを見回し、人の通りを確認していた。

「ご、ごめん！」

「う、ううん！　私も、なんかよく分かんなくなっちゃったから！」

　顔が熱い。上目遣いで九条さんを見ると、俺と同じように顎を引いた九条さんが顔を真っ赤に染めていた。メーターの突き抜け方も尋常じゃない。

　今日はずっとメーターを満たすことがなかったから、なんか安心した。きっと九条さんの中のモヤモヤも消えてくれたのだろう。

　でも、俺の中には、まだ気になることが一つあった。

「あ、あのさ、九条さん」

　無意識に下を向きながら、言葉を詰まらせてしまう。

「九条さんはさ、どうして俺を選んでくれたの？」

　こんなことを聞いてもいいのか。気を遣わせるような言葉を言わせようとしているんじゃないか。言葉を発した後に、後悔が一気に押し寄せてきた。

　すると九条さんは柔らかな笑みを浮かべる。

「選ぶとか選ばれるじゃないよ。ずっと、桐崎くんだけを見ているから」

　俺はその言葉に、言葉を失う。すると、九条さんは照れるように、顔を綻ばせた。

「むしろ、私が選んでもらったと思ってるよ。桐崎くんに見てもらえるようになれて……嬉しいの。同じ目線で立てるようになったことが、嬉しいんだよ？」

「九条さん……」

　同じ目線……か。俺は、九条さんと釣り合ってるかどうか、そんなことばかり考えてたけど、違うんだな。どちらかが上とか下とかじゃなくて、同じ目線でいればいいんだ。

　九条さんのおかげで、心が軽くなった気がする。思わず緩む頰ほお。すると、眉を八の字にした九条さんが俺に目線だけを送る。

「冬休み……楽しみだね」

「うん！　楽しみ」

　目前に迫った冬休み。きっといつもとは違う特別な日々になるだろう。どうか、九条さんにとっても特別なものになりますように。

　そんな願いを込めて、俺は満面の笑みを九条さんに向けた。
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　鉛色というには濃すぎる雲が、空一面に広がる昼下がり。こたつの中に深く潜りながら、今日これから起きることを考えてみる。

　クリスマスイヴ。小さい頃は、サンタさんが来ることだけを楽しみにしていた日。

　次の日の朝、目が覚めれば、枕横に大きな箱が置いてあって、興奮しながら母さんや父さんにそれを見せて、一緒に喜んでたっけ。

　いつからだろう。クリスマスが近づくと、どこか心の隙間を感じるようになったのは。

　毎年、春はる輝きや美み来くと楽しむクリスマスパーティー。騒いでいる時は楽しいはずなのに、また一年経たって、町全体がクリスマス一色になると、どこか虚むなしい気持ちになっていたような気がする。

　でも、今年は違う。ショッピングモールに流れるクリスマスソングも、大通りに植えられた木に飾られたイルミネーションも、どこか輝いて見えて、期待にも似た感情を湧かせてくれるのだ。

　胸の奥が熱くて、くすぐったい。九く条じようさんは、今何してるんだろう。早く会いたいな。

　置き時計を見ると、時間はまだ十四時。一瞬だけ、秒針が長く止まったように感じるのは、ただの錯覚だろうか。

　もっと早く時間よ進め。そんな思いが溢あふれているのかもしれない。

　スマートフォンを手に取り、九条さんとのトーク履歴を見てみる。

　今日の十七時に駅前。それだけしか伝えていないのに、九条さんの返信はどこか楽しそうな様子。そうだといいな。




　さて、そろそろ準備をしよう。最近買った、いやこの日の為ために買ったと言ってもいい、オリーブグリーン色のモッズコートと黒色のジーンズ。

　自分的には、結構いい組み合わせと思ってるけど、どうだろう？　美来に見せたら「ないね」と言われてしまうかもな。でも、折せつ角かくの日だ。全部自分で選んで、九条さんを楽しませてあげたい。今日という日が、いい思い出になるように、少しでも頑張りたいんだ。

　ショルダーバッグには、財布と包装されたプレゼント。

　早く渡したいな。春輝や美来に相談しまくって、色々助言を貰もらったけど、結局最後は独断で決めた物。

　これをあげたら喜んでくれるかな。そんな思いは勿もち論ろんあるけど、俺自身がこれをあげたいって直感的に思えた物。

　よし！　忘れ物はないはず！

　そう心の中で呟つぶやいても、何故なぜか感じる小さな不安。何度も何度も、忘れ物がないかチェックをしたり、今日のプランを見つめ直していた。どこに行って、どのタイミングで何をするか。雑誌とかインターネットの情報を参考にしてみたけど、結局何が正解なのか分からず、作ったプラン。上手うまくいくといいな。




　そしてやってきた出かける時間。外に出れば、突き刺すような寒さの風が頰を撫なでる。そのあまりの冷たさに、思わず身震いをしてしまう。息を吐くと、白い煙がふわりと上がっていった。

　もうすぐで会える。そんな思いばかりが浮かんでくる。自然と足取りは軽くなるし、時間に余裕はあるはずなのに、赤信号が憎たらしく思えた。




　待ち合わせ場所の駅前。目の前の歩道に植えられた木は、青色のイルミネーションで彩られている。

　スマートフォンの画面を見ると、時間は十六時四十五分。

　また早く着いちゃったな。

　車の走る音に意識がいってしまうほど静かなこの場所。ゆっくりとした時間の流れを感じる。

　九条さん、どんな格好して来るのかな。俺を見たら、どんな顔してくれるかな。早く来ないかな。この待ってる時間すらも、どこか心地が良い。すると──。

　あっ……。

　こちらに向かって来る、駆け足気味の足音。何故か、一瞬で誰の足音なのか分かってしまった。顔を向ければ、こちらへ一直線に駆け寄る九条さんの姿が。

「桐きり崎さきくんっ！」

　ファー付きの白いダッフルコートに、スカーレットのロングスカート。クリスマスらしい色合いに、暖かそうな雰囲気だ。

　目が合うだけで、満面の笑みを浮かべて走り寄ってきてくれる。そしてメーターは真っ赤で満タン。

　それだけで嬉うれしかった。

「待った？」

「いや、全然！　あ、それより大丈夫？　この時間からだと、帰るの遅くなりそうだけど」

「うん、大丈夫！　あのね、二学期の成績良かったからかは分からないけど、お母さん優しいの」

　そう言って微笑ほほえんでくれる九条さん。その言葉だけで、胸のどこかに引っかかっていた不安は消えてくれた。

「それじゃ、行こっか」

「う、うん……！」

　人一人分空いたスペース。足を一歩進めるごとに、頭に浮かぶ【触れたい】という気持ち。けど、我慢しなくちゃ。このくらいの距離感が俺たちには、程良いと思うから。

　それから、電車に乗って二人がけの席に座る。流石さすがにここでは、肩が触れてしまう。感触が伝わって来る度、気持ちが高ぶってくる。けど、鎮めなくちゃ。そう自分に強く言い聞かせ、目を瞑つぶる。すると、九条さんが少し肩を寄せてきた。

「今日はどこ行くの？」

「え!?　な、内緒！　今日は任せて！」

　一気に心臓が跳ね上がる。九条さん、無防備すぎる……！

　思わず唇を真まっ直すぐに結んでしまう。すぐ近くにある九条さんの顔。口角は少し上がっていて、眉は八の字になっていて。また触れたくなる。

　それから会話らしい会話もできず、電車に揺られること三十分。電車を降りた俺たちは、一つ目の目的地を目指して、賑にぎやかな街を歩いていた。

　街はクリスマス一色。街路樹のイルミネーションは、地元の比ではないくらい盛大で、青白く光るその様は、まるで星団のようだった。

「こんなに綺き麗れいなの、初めて見る」

　興奮気味の九条さんが、辺りを見渡しながら呟く。その横顔と、真っ赤に染まったメーターを見るだけで、自然と口角が上がってしまう。

「クリスマスって感じだね」

「うんっ！」

　こんな何の面おも白しろ味みのない話にも、満面の笑みで頷うなずいてくれる九条さん。その笑みにつられて俺も笑うと、九条さんは目線を下に向けた。そして、そっと俺の手を握る。

「桐崎くんの手、あったかい」

「う、うん！」

　九条さんの不意を衝つく行動に、思わず視線を逸そらしてしまう。高ぶる気持ち。自分の中に設けた、超えちゃいけないラインが脳裏に浮かぶ。

　落ち着け俺。そう言い聞かせても、収まり方を知らない心。チラッと九条さんに視線を送ると、バッチリと目が合う。寒さのせいなのか、桃色に染まった頰ほお。触れたい。そう言えたら、どれだけ楽だろう。




　それからしばらく歩いて、やっと一つ目の目的地にやってきた。少しお洒落しやれな、一軒家のような外観のイタリアンレストラン。早速店内へ入って、予約してあることを伝えると、奥の方の席へと案内された。

　焦げ茶色をベースカラーとした、落ち着いた雰囲気の店内。照明もほんの少しだけ暗さを感じる程だ。

　辺りを見渡せば、男女のペアのお客さんばかり。きっと俺たちと同じ時間を過ごしているのだろう。

「お洒落だね」

　眉を八の字にした九条さんが、上目遣いをしながら、小さな声でそう言う。メーターも変わらず真っ赤で満タン。店選びは、上手くいったようだ。

　それから店員さんに注文をして、食事が始まる。ここはビュッフェ形式なので、九条さんとは一旦別行動。お互い好きなものを皿に盛って、また席に戻る。九条さんのお皿に盛られた料理は、彩り良くバランスの良いものとなっていた。

「美味おいしいね」

「うん、美味しい」

　同じ言葉で答えるだけで、嬉しそうに微笑む九条さん。もっと気の利いたことを言いたいけど、なかなか上手くいかないな。

「ふふ、桐崎くんとこうして誕生日迎えられるの嬉しい」

　そう言って頰を染める九条さんは上目遣いで俺を見る。

「お、俺も嬉しいよ！」

　また同じ言葉で返事をしてしまった。すると九条さんは、視線を下に落として体を小さく揺らす。

「ずっと楽しみだったの。桐崎くんと約束してからずっと……。どんな服にしようかなとか、どんな髪型にしようかなって。トリートメントとかも、ちょっと良いのに変えてみたりね……その……楽しいの。桐崎くん、今日は本当にありがとう」

　そう言って最後に俺の目を捉える九条さん。さらりと揺れる綺麗な黒髪。この日のために、そして俺のために頑張ってくれたのかな。

　可愛かわいいな。楽しみにしていたのは俺だけじゃない。そうだと良いなと思いつつ、いざ言葉にしてもらえるだけで、こんなに嬉しくて、気持ちが柔らかくなってくる。

「ありがと。俺も楽しみにしてた」

　照れ臭くて、思わず視線が下に向く。また目線を上げれば、九条さんは温かい笑みを向けてくれていた。

　その表情に思わず口角が少し上がってしまう。すると、九条さんは何かを思い出したかのように息を吞のむ。そして鞄かばんを開けると、綺麗にラッピングが施された袋を取り出した。

「クリスマスプレゼント」

　満面の笑みを浮かべながら、袋を差し出す九条さん。俺は驚きで、ちょっとの間、固まってしまった。

「あ、ありがとうっ！　そ、そうだよね。クリスマスだもんね……！」

　九条さんの誕生日プレゼントのことばかり考えていた俺は、クリスマスプレゼントのことまで頭が回っていなかった。ふと、鞄の中のプレゼントが頭をよぎる。そうプレゼントは一個しか用意していない。でも、これは九条さんへの誕生日プレゼントで、渡す場所と時間を決めてあるものだ。

　今、渡してもいいかもしれない。でも……あの場所で渡したい。

「その……ごめん。俺、何も用意できてない……」

　苦しい決断だった。申し訳ないと、視線を伏せながら謝る。すると、九条さんは少し慌てながら首を振ってくれた。

「ううん！　大丈夫だよ！　桐崎くんと一緒にいられるだけで満足なの。それに……今日の予定を立ててくれただけで、すごく嬉しいの」

　そう言って照れたような笑みを見せた九条さん。その言葉に申し訳なさと嬉しさが大きくなっていく。メーターは、真っ赤で満タンなままだ。もしここで下がっていたら渡していたかもしれない。

「ありがとう。開けてもいいかな？」

「うん！」

　満面の笑みで頷いてくれた九条さん。袋を開けると、中には白色のマフラーが入っていた。肌触りの良いカシミヤのマフラーだ。

「あ、ありがとう！　すっごくいい！」

　嬉しさのあまり言葉が詰まる。本当は、何が良いのか、具体的なことを言いたかったけど、考えるより先に言葉が出ていた。

　目を見つめると、嬉しそうに目を細めて頷く九条さん。その表情に、心が震える感覚に陥った。好きな人から、クリスマスプレゼントを貰もらえることが、こんなにも特別なことだなんて知らなかった。行き場のない思いが溢あふれ、マフラーを握る手に力が入ってしまう。

「嬉しい……巻いてもいいかな？」

　前のめりになってそう聞くと、九条さんは笑顔で頷いてくれた。目の前の食べ物に付いたりしないように、慎重に首に巻く。優しい肌触りで暖かい。本当に、九条さんらしいプレゼントだなと思った。

「似合うかな？」

「うん！」

　聞くとすぐに頷いてくれた九条さん。その目は、優しく潤んでいた。




　それから変に調子が狂った俺は、大した話もできずに、九条さんとの食事を楽しんだ。

　そしてお会計。レジ前に立つと、九条さんが鞄に手をかける。俺はその手をそっと押さえる。

「きょ、今日は任せて！」

　一度は言ってみたかったセリフ。しかし、格好はつかない。九条さんは目をまん丸にして固まっちゃってるし……。俺ってやつは……。

「い、いいの……？」

「うん！　大丈夫！」

　急いで財布を取り出し、五千円札を叩たたきつける。すると店員さんは、苦笑いを浮かべながら会計をしてくれた。

　はあ……肝心なところで、いつもこうだ。そんな情けなさを感じながら店を出る。すると九条さんが、一歩寄ってきた。

「ありがと」

　顔を向ければ、眉を八の字にして、口角を少しだけ上げている九条さん。けど、メーターが少し下がってしまっていた。

　お金のこと……気にしてるのかな……。

「美味しかったね」

　微笑みながらそう言うと、九条さんは小さく頷く。まだ上がらないメーター。こういう日だから、気にすることないよ。それを伝えたい。

「これでおあいこ」

　そう言って歯を見せると、九条さんは顔に疑問を浮かべながら、俺の目を捉える。

「誕生日にくれたスマートフォンのケース。それに……クリスマスプレゼントのマフラー。俺、凄すごい嬉うれしかったからさ、九条さんにその分お返ししたいんだ」

　照れ臭くて、最後は視線を落としながら言ってしまった。すると九条さんは、俺の手をそっと握る。

　顔を向ければ、優しい笑みを見せてくれる九条さん。そして、メーターも再び満たしてくれた。その表情とメーターに安心感を覚えてしまう。

　良かった。このまま気になったままなのは、避けたかったから。




　外に出れば、また冷たい空気が体を包む。その寒さに少しだけ身を震わせていると、九条さんは、再び俺の手を握る。ちょっと驚きながら顔を見れば、サッと顔を逸らす九条さん。

　な、なんかいつもより積極的な気がする。

　メーターを見れば、天井は突き抜けてるし、相当な高ぶり具合だ。俺の気持ちも、さっきから高ぶりっぱなしだ。こんな調子だと、一線を越えてしまいそうだ。

「つ、次行こっか！」

「うん。次はどこ行くの？」

「ひ、秘密！」

　それから、また電車に乗って、少しだけ遠いところへやってきた。電車を降りると、九条さんは辺りを見渡しながら、楽しそうに微笑ほほえむ。

　二つ目の目的地は、県内最大のイルミネーションスポット。テーマパーク一帯をイルミネーションで彩った光の祭典だ。

　入園して歩いていくと、花壇のような場所に着く。花の周りを囲う柵は、青白く点滅している。そして道の真ん中に設置されたアーチは、真っ白な光を放っていて、それはまるで別世界への入り口のようだった。

「綺き麗れい……」

　言葉を零こぼすように呟つぶやく九条さん。俺はその横顔をじっと見つめていた。

　まだ入ったばかりなのに、もう来てよかったなんて思っている自分がいる。

　そして、九条さんに触れたくなる。そっと伸びる手が、九条さんの頰に触れそうになる。

　すると、急に九条さんがこちらを向いた。反射的に手を引っ込めると、九条さんは顔に疑問を浮かべる。

「す、進もうか！」

　視線を逸そらし歩き出す。今、俺は何をしようとしていたのだろうか。あのまま九条さんが、こっちを向かなかったら、俺はどうしていたのだろう。

　罪悪感にも似た気持ちが少しだけする。それから、光り輝く長いトンネルや、川の流れを演出するようなイルミネーションを見ながら歩いていく。

　今日という日は、絶対に間違えちゃいけない。そう強く言い聞かせながら足を進める。気付けば、このスポット一の名所へとたどり着いた。

　広く開けた視界一面に広がるイルミネーション。学校のグラウンドなんか、比べ物にならない広さの緑地が様々な色にグラデーションを描いている。

　息を吞む九条さん。ここに連れてこれて、本当に良かった。そんな思いが膨らんでいく。

　とうとうここまで来れた。頑張って考えて練ったプラン。その一番の山場だ。

「九条さん」

　緊張した声で呼ぶと、ゆっくりとこちらに体を向ける九条さん。

　高鳴る心臓を感じながら、ゆっくりとショルダーバッグを目の前に持ってくる。寒さのせいなのか震える指。焦りと緊張で鞄のファスナーが言うことを聞いてくれない。そして、やっと中から包装されたプレゼントを取り出すことができた。

　プレゼントを見つめる九条さんが、ゆっくりと俺の目を捉える。

「お誕生日おめでとう。そして、メリークリスマス。イヴだけど」

　照れ笑いを浮かべながら、プレゼントを前に出す。すると九条さんは、目を潤ませて固まってしまった。

　突き抜けたメーターは更に高ぶっている。そんな様子を愛いとおしく思っていると、九条さんは両手をゆっくり伸ばして、プレゼントを受け取ってくれた。

「う、嬉しい……。桐崎くん、ありがとう。あ、開けてもいい？」

　声を震わせ、言葉を詰まらせる九条さん。俺が小さく頷うなずくと、九条さんはそっと微笑んで、包装を剝はがし始めた。

　包装の下には、ベージュ色の長方形の箱。そして蓋を開ければ、銀色に輝くペンダントが現れた。

　四つ葉のクローバーを模かたどったヘッド部分を見つめる九条さん。しばらくして、顔を上げた九条さんは小さく口を開く。

「付けてもいい？」

「うん。貸してみて」

　そう言うと、九条さんは頷きながら箱を俺へと手渡した。箱からペンダントをそっと取り出して、留め金具を外す。そして、九条さんの方へと一歩寄る。

「付けていい？」

　そう問うと、九条さんは真まっ直すぐに口を結んだまま、深く頷いてくれた。

　九条さんの首の後ろ側へそっと手を回すと、さらりと指を撫なでる綺麗な黒髪。後は金具を留めるだけ。でも、それが中々上手うまくいかない。

　ずっと俺を見つめる九条さん。早く付けなきゃという焦りと、九条さんに見つめられる緊張で、手が上手く動かせない。

　そして、やっと留め金具を付けることに成功した俺は、ゆっくりと手を引く。すると、九条さんはペンダントのヘッド部分を両手で持って、見つめ始めた。

「ど、どうかな？」

　気に入ってくれたかな。気に入ってくれると嬉しいな。そんな小さな不安を抱えたまま質問を投げると、九条さんは、力強く何度も頷いてくれた。

「桐崎くん……本当にありがとう。凄く……凄く嬉しい！　私、今日のこと、ずっと忘れないよ……！　ずっと大事にするよ！」

「うん……！　俺も忘れないよ」

　そう言うと、また何度も頷く九条さん。潤んだ瞳が、真っ直ぐに俺の目を捉える。その目を見つめ返すと、言葉にできない感情が溢れ出てきた。

　好きだ。君が好きだ。そんな気持ちが、波のように押し寄せてきて、抑えきれなそうになる。

　真っ暗な空の下に輝く、青い星雲のような光たちと、九条さんの真っ赤に突き抜けたメーターが、この気持ちを増幅させているのかな。そんな気がした。

　今すぐ、力いっぱい抱き寄せたい。そんな考えが体を支配しそうになる。

　駄目だぞ桐崎冬とう馬ま。九条さんを大事にするって決めただろ。雰囲気に流されて、一線を越えてはいけない。

　目を強く瞑つぶって、何度も言い聞かせる。すると、段々と気持ちが落ち着いてきた。

「そ、それじゃあ、行こっか……！」

　また気持ちが溢れてしまう前に、ここを離れよう。そんな思いを胸に、笑顔を向けると、九条さんは、言葉を発することなく笑みを返してくれた。

　すると……メーターが下がってしまった。半分よりも上くらいのややオレンジ色。

　それを見た瞬間、心の奥底から後悔が湧いてきて、言葉を失ってしまった。

　今日ずっと、真っ赤になっていたメーター。それが今、半分ほどにまで下がっている。

　俺は、最後の最後に失敗してしまったんだ。

　何がいけなかったんだろう……。さっきまで、あんなにも真っ赤だったのに。俺が……俺がしっかりしないからだろうか。

　九条さんを見れば、楽しそうに微笑んでくれる。でもそれは、心からの笑顔じゃない。きっと、俺に気持ちを悟られないようにしてくれているんだ。

　俺には九条さんがどうして欲しいのか分からない。俺は鈍感だと思うし、女心も何一つ分かっていない。

　それでも……このメーターで、気付くことはできるんだ。九条さんが何を思ってどうしたいのか、どうして欲しいのか。分からないけど、気付くことはできる。

「く、九条さん！」

　思わず大きな声で呼んでしまった。それに驚いたのか、目を丸くして固まってしまう九条さん。

「あ、あのさ……」

　どう切り出そう……。

　思考がまとまらない。指先ばかりが忙せわしなく動いてしまう。

「俺は……いつも、どうしたら九条さんが喜んでくれるかなとか、こんなことしたら嫌がるかなって考えちゃうんだ。けど、やっぱり取る行動全てに不安はあるし、どうすれば良いか分からなくて……」

　そう言ってぎこちない笑みを浮かべると、九条さんは泣きそうな顔を浮かべて、首を横に振る。

「大丈夫だよ……！　私、桐崎くんがしてくれたこと全部、嬉しかったし、嫌だなんて思ったことないよ……！」

　途切れそうな声だけど、力のこもった声。その言葉に、嬉しさが込み上げてくる。でも、俺は九条さんのしてほしいことをしてあげたい。

「ありがとう。でもね、俺はもっと九条さんに喜んでもらいたい。だからその……俺にできることがあるなら、言ってほしい……。何でも受け止めるから……！」

　そう強く言うと、九条さんは下を向いて黙ってしまった。

　言っちゃいけないことを言ってしまったのだろうか。沈黙が不安を増幅させる。視線がどんどん落ちていく。九条さんがどんな思いを隠しているのか。それが怖かった。それでもやっぱり、知りたい。九条さんが何を本当に思っているのか知りたかった。

　恐る恐る視線を上げる。すると、九条さんのメーターは、再び天井を突き抜けていた。よく見ると、今日一番の突き抜け方だ。

　その異様に突き抜けた方に、先を追っていく。すると、空からフワリとした白い雪が降ってきた。ゆっくりと近づいてくる雪。その動きを追うように、視線を九条さんへと移す。すると九条さんは、少しずつ俺の近くへと歩み寄ってきた。

　少し手を伸ばせば届く距離。胸の前で指を絡ませた九条さんは、目を合わせてくれない。

　張り詰めた空気。俺は九条さんの様子を見守り、九条さんの行動を待った。

　すると九条さんは、ペンダントのヘッド部分を強く握ると、大きなため息をついた。そして、その大きな目で俺を捉えると、俺の胸にそっと両手を置いた。

　鼓動が早くなる。緊張のあまり唇を力強く結んでしまう。両手はなぜか挙がってしまい、固まってしまう。すると九条さんは、俺の胸に額を押し当て、震えた声で話し出した。

「桐崎くん……あのね……私は、桐崎くんが思うような人じゃないと思うの。嫉妬深いし、すぐ寂しくなるし、すぐに悲しくなったりするの。我わが儘ままなの。本当は、ずっと一緒にいたいし、もっと沢山触りたいの。それでね──」

　必死になって言葉を連ねる九条さん。俺はその言葉の途中で、九条さんを力いっぱい抱きしめていた。俺こそ、九条さんが思うような人じゃない。九条さんは、俺のことを誰にでも優しい人だよと言ってくれた。でも、俺はそんなできた人間じゃない。九条さんが他の人と話していれば、嫉妬するし、勝手に凹へこむ。それに自分勝手に九条さんに手を出したくなってしまうんだ。

「俺だって、九条さんが思うような人じゃないよ。優しくないし、自分勝手で、九条さんに触れたくて仕方がないんだ」

　震える声でそう言うと、九条さんは俺の胸の中で首を振る。その優しさに、また心が壊れそうなくらい震える。

「好きすぎて、どうすればいいか分からない。傷つけちゃいそうで怖い」

「大丈夫だよ。私、ちゃんと伝えるから！」

　胸に直接響く声。その言葉を聞いた瞬間、心がゆっくりと落ち着きを取り戻し始めた。

　肩に手を置いて、ゆっくりと九条さんを離す。視線を少し下に落とすと、その目は赤くなっていた。

「私……嫌なものは嫌って言えるよ！　だから……だから、桐崎くんも教えてほしいの。ちゃんと二人で考えられることだと思うから」

　この言葉に、俺は頷くことしかできなかった。ただ、何度も何度も頷いてしまう。

　二人の問題なのに、俺はずっと一人で勝手に考えて、勝手に決めていたんだ。九条さんだって色々考えてくれているはずなのに、俺はそれを見ようとしなかったんだ。

　ちょっとした表情や仕草、そしてメーターを見て、勝手に九条さんの気持ちを決めつけていたんだ。

　それは……違うよね。

「九条さん……俺は、九条さんを大事にしたい。好きだから大事にしたい。それでも、いろんな気持ちになっちゃうんだ」

　そう言うと、九条さんは優しい笑みを浮かべてくれた。そして、俺の両手をそっと両手で包む。

「いつも大事にしてくれてるって感じてるよ。でもね、気持ちを抑えることはしてほしくないの。私だって、いろんな気持ちになるよ……？　桐崎くんの家に初めて行った時もね、桐崎くん、何もしないって言ってくれたけど、本当は、色々したかったの。くっついたりしたかったの。ハロウィンパーティーの時も、結ゆ衣いちゃんが来なかったらって考えちゃったり……学校でも、もっと一緒にくっつきたいの」

　そう言って、俺の目を見つめる九条さん。

　そうか。俺だけが好きとかじゃないんだ。お互いが気持ちを伝えればいいんだ。

「俺も……俺もそうだよ。家で二人きりになれて、変な期待……しちゃったり、ハロウィンパーティーの時だって、あのまま如月きさらぎさんが来なければって……」

　次々に出てくる言葉が、九条さんの言った言葉と重なっていく。

　そうか……俺と九条さんは、取る行動は違えど、根っこにある思いは同じだったんだ。ちゃんと言葉で伝えあえばいいんだ。

　言葉の途中ではあるけれど、自然と笑みが零こぼれていく。すると、九条さんも安心したような優しい笑みを浮かべてくれた。

「九条さん……好きだよ」

　九条さんの目を見つめ返し、そっと肩に手を置く。すると、九条さんはゆっくりと目を閉じた。

　震えている瞼まぶたと唇、そして、力をいれたら壊れてしまいそうな小さな肩。ゆっくりと顔を近づけると、九条さんは少しだけ背伸びをする。

　少しずつ近づく九条さんの顔。鼓動が加速していく。それなのに時間の流れは、ゆっくり、ゆっくりと流れているような感覚に陥っていった。

　ゆっくりと目を閉じる。唇に触れる、柔らかな感触。永遠にも感じられるこの一瞬。心に温かいものが流し込まれるような、そんな感覚に、頭がふわりと浮く錯覚を覚えた。

　そっと離れて目を開けると、九条さんは踵かかとを地につける。

　八の字にした眉に、潤んだ瞳。そして、桃色の頰ほおに落ちた雪を溶かす涙。

　ただ触れただけなのに、色々な感情が渦巻いて溢あふれて、もう止め方が分からなくなっていた。

　気が付けば、九条さんを力強く抱きしめていた。背中に回した手に力を入れる度、九条さんもそれに応えるように俺のコートを握りしめてくれる。

「一生大事にする……。絶対大事にするから」

「うん……！　私も大事にする……！　ずっと大事にするよ……！」

　心のどこかに溜たまっていた塊が、溶けて無くなっていく気がした。回した腕を肩に置き、ゆっくりと離す。すると九条さんは、涙を流しながら満面の笑みを咲かせてくれた。

　その笑みにつられるように歯を見せると、九条さんはそっと俺の手を握る。

「やっと笑ってくれた」

　その言葉にハッと息を吞のんでしまう。九条さんは、ずっと気付いていたのかもしれない。それなのに俺は、自分のことばかり考えて、一人で悩んでいたんだ。

　寒さが増す度、熱くなる思い。目と目が合う度、溢れる思い。触れる度、満たされる思い。いろんな思いを九条さんは教えてくれたんだ。

　もう逃げない。どんな思いだって、二人で確かめ合っていけるから。

　舞い降る雪の中、俺と九条さんは時間を忘れ、見つめあっていた。

　すると突然、園内に放送が流れ始めた。まさかの迷子のお知らせだった。その音声に我に返った俺は、慌てながらスマートフォンを取り出す。もう帰る時間だ。

「か、帰ろっか！」

「う、うん！」

　ぎこちなく頷うなずきあう俺達。それから、出口までの道を黙ったまま歩いていった。その途中、俺は九条さんの手を静かに握る。すると、九条さんも握り返してくれた。
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　そのまま電車に乗って、家の最寄り駅までの間を、ただ静かに揺られていく。そして、電車を降りると、九条さんは俺の方に体を向けた。

「桐崎くん」

　腰の前で手を何度も握り合わせながら、頰を染める九条さん。その様子に、なぜか心臓が高鳴っていく。

　合わせては逸そらす視線。人のいなくなった静かなホームには、遠くから聞こえる車の走る音だけが、響いていた。

「く、九条さん……？」

　あまりの沈黙の長さに、名前を呼んでしまう。すると、九条さんは視線を落とした。

「帰りたくない……」

　九条さんは、震えた声でそう言った。

「だ、駄目だよ……」

　本当は、俺もまだ帰りたくない。もっと一緒にいたい。でも、それは駄目なことなんだ。

「家の人に心配かけちゃうよ……」

　そんな模範解答のようなことを言ってしまう。すると、九条さんは首を大きく横に振った。

「大丈夫だよ……！　結衣ちゃんの家に泊まるって言うから」

「く、九条さん……」

　一瞬、心が揺らぐ。でも、たとえそれで、その場を凌しのげたとしても、それは正しい付き合い方じゃない。俺は、九条さんを大事にするって決めたんだ。

「俺も帰りたくない。でも、噓うそはつきたくないんだ。これからも、九条さんと胸を張って付き合っていきたいから。だから……ちゃんとしたい」

　決意を胸に、九条さんの目を見つめる。すると九条さんは、唇を真まっ直すぐに結んで、頷いてくれた。そして、頰を赤く染めると、俺の胸に優しく手を置く。

「少しだけ、こうさせて……」

「うん」

　ぎこちなく頷くと、九条さんは俺の胸に額をくっつける。

　それから、どれくらいの時間こうしていたかは分からない。きっと短い時間なんだろうけど、俺にはとても長く、密度の高い時間に思えた。

　そして、ゆっくりと離れた九条さんは、満面の笑みを浮かべる。

「家まで送ってもいい？」

　そう聞くと、九条さんは嬉うれしそうに頷いてくれた。

　寒空の下、小さな街灯に照らされた道を歩いていく。車の通りはほとんどない静かな住宅街。俺と九条さんは手を繫つなぎながら、ただ黙って歩いていた。

　それでも、そんな時間もあっという間に過ぎてしまうもので、気が付けば九条さんの家の前までついてしまった。

　大きな二階建ての家。玄関前に着くと、九条さんはそっと手を放す。そして俺の方へ、体を向けた。

　何を言うわけでもなく、ただ俺を見つめてくれる九条さん。俺も、ただ黙ってその瞳を見つめ返していた。伝えたいことは沢山ある。でも、それを伝えてしまったら、今日はもう終わってしまう。

　すると、九条さんが沈黙を破った。

「桐崎くん、ありがと」

　顎を少し引いて、頰を染める九条さん。

「うん。ありがと」

　自然に浮かぶ笑み。楽しかった。そして嬉しかった。いろんな感情が溢れていく。もちろん寂しさも。

「バイバイ」

「うん、バイバイ」

　そう言って手を挙げる。すると、九条さんは俺の胸に飛び込んできた。それを迎えるように抱きしめる。すると、九条さんは顔を上げ、俺の目を見つめた。そして背伸びをすると、俺の唇をそっと塞いだ。

　その一瞬のことに、俺は目を見開いてしまう。思わず、力が抜けてしまった。すると、九条さんは、俺の胸から抜けて、家の玄関まで走っていった。

「バイバイ冬馬くん！　良いお年を」

　そう言って最後に歯を見せた九条さんは、家の中へと入っていった。思わず、唇に触れて確かめてしまう。

　良いお年を……か。九条さんと出会えて、今日までの日々。こんなにも幸せな毎日を過ごせた俺に、これ以上良い年を迎えることなんてできるのだろうか。想像はできない。けど、もっと幸せな時間を過ごせたら、どれほど良いだろうか。

　初めて知った沢山の気持ちに、色々なものが変わっていったような気がする。良いことも悪いこともみんな。俺だけじゃない。俺の周りも、変わっていったような気がする。




　十二月二十四日。それは俺にとって、クリスマスイヴではなく、九条さんの誕生日という、特別な日となった。







あとがき




　こんにちは、小こ牧まき亮りよう介すけです。

　まず始めに、本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　二巻目を出す機会を頂けたことを本当に嬉うれしく思います。また、一巻のご感想を頂けたことも本当に嬉しく思います。

　今回は一巻目の続きということで、登場人物の関係性を前に進めたいなと思いました。冬とう馬まと九く条じようさん、それから美み来くや春はる輝き、みんなを次のステップに進ませたい！　そんな思いを込めながら書かせていただきました。特に最後は、九条さんを幸せにしてあげたい！　そう思いながら書きました。やはり二巻目ともなると、一巻の時よりもキャラクターへの愛着が大きくなります。電車の中で「これは本編とかに書けないけど、こういうお話もいいな～」といろんなキャラを絡ませています。いわゆる別の世界線を考えたりすることが増えました。そういった時に「このキャラクター達を一生大事にしたいな」と思うようになりました。

　さて、話は変わりますが、二巻は冬馬くんたちの二学期を書かせていただきました。私、二番目って好きなんですよね。色々慣れてきて、一番楽しい時期だと思います。高校二年生では、色々なことがあったことを覚えております。学校生活にも慣れてきて、人生初のアルバイトをしたり、友人の勧めでベースを始めたりと色々と初がありました。ベースは速攻で挫折しました。ただその時思いました。楽器やってる人かっこいいなーって。文化祭の時の有志発表は、かっこよかったです。今もはっきりと覚えています。そしてですね、私がＷＥＢ小説の存在を知ったのも高校二年くらいの頃です。当時は読ませていただけるだけですごく満足していました。これ無料なの？　インターネットすごいなと。ただそれだけでした。

　それから沢山の作品を読ませていただく中で、私の中で一つ安直な考えが浮かんできました。自分も書いてみたいなと。お布団の中に入って、寝るまでの間にする妄想。あれを残したい！　表現したい！　と。その勢いだけで文の作法も調べずにテキストを開いてみました。そしたら驚くほどに文章が書けないんですよね。書き出し方が分からないのです。本当に驚きました。一行も書けないのです。それから何度も挫折を繰り返しました。しかし、なぜか文を書いてみることだけは、何度も挑戦できたんですよね。ベースはもう一度やってみようとは思えなかったんですけど。今思えば、続けてこられて良かったと思えます。

　最後に、謝辞を述べさせてください。

　始めに前担当者様へ。一巻の時も述べさせていただきましたが、カクヨムより声をかけていただいたことを本当に感謝しております。そして、一巻を一緒に作り上げてくださった感謝は忘れません。

　続きまして新担当者様へ。最初は担当者様が変わるとのことで、私の中では不安の方が大きかったです。どのような方なのだろうと、そう思っていました。しかし、ご挨拶や打ち合わせなどのやり取りをさせていただく中で、そんな不安はすぐに消えました。ご相談内容は具体的で、すごく寄り添っていただき安心しました。

　そして一巻に引き続きイラストレーターを担当してくださった遠とお坂さかあさぎ様へ。今回二巻目を出すというお話を頂いた時、一番に思ったことがあります。【もう一度、キャラクターたちのイラストを頂ける！】そう思いました。頭の中で描くシーンが目に見える形で動かぬものになる。これほど嬉しいことはありません。本当に感謝しております。

　最後に、この作品に携わってくださった皆様へ。本が作られて、本屋さんに並ぶまでの間に様々な工程があると思います。沢山の方の力あってこそと思っております。心より感謝申し上げます。

　そして、読者の皆様へ。今回第二巻を出すことができたのも、皆様の応援あってこそと思っております。心より感謝申し上げます。とても励みになりました。

　それでは、またどこかでお会いできればと思います。本当に、本当にありがとうございました。








電子書籍特典　書き下ろし短編

『植物園に取材』









　十月のある休日。俺と九条さんは、神代さんと遊びに行く約束をしていた。

　駅前に集合ということで、先に着いてしまった俺は、二人を待つことに。

　どうして、いつも早く来てしまうんだろう。そんなことを思いながら、小さなため息をついてしまう。すると、先に九条さんがやってきた。水色のブラウスと白色のロングスカートと爽やかな雰囲気だ。

「桐崎くんっ！」

「九条さん！」

　二人して名字を呼び合う。すると九条さんは、手で口元を隠して、クスクスと小さく笑いだした。

「どうしたの？」

「桐崎くん、目が合ったら凄く笑顔になるから面白いなって」

「そ、そっか！」

　驚いた反応をしてみたが、本当は分かっていた。俺は、いつも九条さんを見るだけで嬉しくなってしまうのだ。

「神代さんはまだ来てない？」

「うん。まだ来てないよ」

　そう返した時だった。

「冬馬、桃華、おまたせ」

　その声に引き寄せられるように、二人して顔を向ける。そこには、白色の襟付きシャツに、紺色のジーンズ姿の神代さんがいた。なんというか、少年のような感じだ。

　挨拶代わりに軽く手を挙げる。すると、神代さんは小さく頷いて、口角を少し上げた。

「今日はありがとう。二人がいると心強い」

「そ、そっかな？　それで今日はどこ行くの？」

「今日は植物園に行く。小説のネタ探し。二人にも協力してほしい」

「なるほど。楽しそうだね！」

　そう言って九条さんに笑顔を向けると、九条さんも笑顔で頷いてくれた。

　というわけで、電車に乗って県内の植物園にやってきた。入場ゲートでお金を払い、地図を貰う。すると、神代さんは俺と九条さんを交互に見始める。

「右からも左からも回れる。どっちがいい？」

「九条さんは、どこから見たいとかある？」

「え！　えっと、右から行きたい」

　慌てながらそう言った九条さんは、眉を八の字にして、神代さんの方へ視線を向ける。すると、神代さんは小さく頷いた。

　というわけで、園内を右からぐるりと一周することに。最初に見えてきたのは、ダリアのみが植えられている花壇。ダリアゾーンだ。

「へぇ、ダリアって、まん丸なイメージだったけど、色々な種類があるんだね」

　と無知を晒すような感想を言うと、神代さんが人差し指を立てる。

「聞いたことがある。ダリアは咲き方に多くの種類があって、十数種類にもなるらしい。あと、花の大きさや色も豊富」

「へぇ、神代さん詳しいね」

「事前に調べた」

　流石は神代さん。と、感心していると、九条さんが肩を軽く叩いてきた。

「見てこれ！」

「お、綺麗！　迫力も凄いね」

　九条さんが指差したダリア。ネームプレートには【ロイヤルウエディング】と書かれていた。白味の強い淡いピンク色の大きな花弁が、大きく開いている。

　何というか、九条さんが気に入りそうな花だなと思ってしまった。

　それから色々なダリアを見て回った俺達は、次のエリアへ。やってきたのは、温室エリア。ここでは熱帯植物が楽しめるとのことだ。

　中に入ると、テレビで見たことある大きな葉をつけた木や、色鮮やかな花、そして、不思議な形をした花が視界に広がった。

「桐崎くんっ！　ハイビスカス！」

「おお！　初めて見た。沖縄のイメージ」

「うん！　可愛い」

　そう言って、楽しそうにハイビスカスの花に近づいていく九条さん。その姿に胸を高鳴らせていると、神代さんが横に並んだ。そして、小声で話しだす。

「冬馬、これはチャンス。桃華の方が可愛いよって言う場面」

「い、いや、何そのチャンス!?　そんな、恥ずかしいこと言えないよ！」

「そうなの？　よくあるセリフかと思ったけど、違うんだ。いや……それを確かめるためにも言ってみて」

「えぇ……。い、いや本当に無理無理」

「いいから」

　珍しく表情を変えたと思ったら、ムッとした表情。神代さんの性格的に、絶対に譲ってくれないだろう。

　うう……。九条さんに視線を移すと、全身が強張ってきた。もう一度、神代さんに顔を向ければ、眉を逆八の字にして深く頷いてくる。凄い圧だ。

「く、九条さん！」

　震えた声で呼びかけると、不思議そうな顔をして振り返る九条さん。

「ハイビスカス、き、綺麗だね！　こう……鮮やかっていうか！」

　自分でも何を言っているのか分からない。目線をあちこちに飛ばしていると、九条さんは可笑しそうに笑った。

「どうしたの？」

「い、いや！　ハイビスカス可愛いなって！　あ、いや、九条さんの方が可愛いっていうか！」

「えっ!?」

　更に混乱してきた。目の前の九条さんは、口元に両手を当てて、視線を下に向ける。

　と、二人して狼狽えていると、神代さんが間に入ってきた。

「なるほど。想像とは違った展開。次、行こう」

　そう言って先へと歩いていく神代さん。俺と九条さんは、言葉を失い、立ち尽くしていた。

「つ、次進もっか！」

「う、うん！」

　もう恥ずかしくて、目が合わせられなかった。九条さんに背を向けて、神代さんの後を追っていく。

　それから、バナナやパパイヤの木を見たり、睡蓮の花を見たりして、温室エリアを抜けていった。

　凄く綺麗な花が沢山あったはずなのに、その感動を存分に楽しめなかった気がする。隣を歩いている九条さんも、さっきから目を合わせてくれない。

「次行こう」

　神代さんは地図を広げて、ずんずん一人で進んでいく。それに続くように、俺と九条さんは肩を並べて歩き始めた。

「さ、さっきはごめんね」

「う、ううん！　私の方こそごめんね。ちょっと、びっくりしちゃったの」

　そう言って、眉を八の字にして口角を上げた九条さん。その表情に、俺も自然と笑顔が零れた。

　そして、次にやってきたのが、かえで園。まだシーズンではないらしく、葉全体は緑色が強い感じだった。

　その大きな木を、優しい目で見上げる神代さん。すると、九条さんが神代さんの横に並ぶ。

「神代さんの名前と同じ木だね」

「うん。だからだと思うけど、私はかえでが好き」

「うん！　私も好きだよ。紅葉したらもっと綺麗だろうなー」

　楽しそうに話す九条さん。すると神代さんは、なぜか得意げな表情をする。

「私は緑色の方が好き。かえでの語源は、蛙の手に似ていることからで、【かえるで】が【かえで】になったみたいなの。だから、緑色の方が蛙っぽくて好き」

「そ、そうなんだ！」

　困った様子の九条さん。俺は、笑っていいものなのか分からなかった。でも、神代さんにとっては、蛙っぽいのは良いことらしいし、笑って良かったのかもしれない。

　と、俺と九条さんが目を合わせていると、神代さんは「あっ！」と声を漏らす。

「アイデアが浮かんだ！　蛙の姿をした相棒キャラを出そう。肩に乗るサイズで、可愛さとツッコミ役を兼ね備えたキャラ！」

　スマートフォンを取り出して、真剣な表情でメモを書き込む神代さん。俺と九条さんは、そんな楽しそうな神代さんを優しく見守っていた。

　それから、園内を一周して、植物園を満喫した俺達は出口を出ることに。すると、神代さんが俺と九条さんの方に体を向ける。

「今日はありがとう。最近、行き詰まっていたから、凄く助かった。良いのが書けそう」

　そう言って、口角を少しだけ上げる神代さん。あまり表情は変わっていないけど、嬉しそうだ。

　すると九条さんは、優しい笑みを浮かべる。

「私も楽しかった！　植物園って初めてで、新鮮だったよ」

「俺も楽しかった。地味かなと思ったけど、想像以上に興奮した！」

　そう言って最後に歯を見せる。すると、神代さんも今日一番の嬉しそうな笑みを浮かべてくれた。
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